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登場人物紹介




【上野岬うえのみさき】 
　高等科一年になる予定の聖黎女学園せいれいじょがくえんの編入生。

【一条和佐いちじょうかずさ】 
　上野岬のルームメイトとなる白髪の美少女。

【東野暁音ひがしのあかね】
　水泳部所属。一条和佐を憎んでいる。

【赤城沙織子あかぎさおりこ】
　寮生委員会所属。岬たちの一年先輩にあたる。
　通称『沙織子おねーさん』

【一条黎明いちじょうれいめい】
　聖黎女学園のＯＧ。一条和佐の実姉。
『聖黎女学園最後の聖花せいか』と謳われた白髪の美女。

【子夜風月しやふうげつ】
　聖黎女学園のＯＧ。一条黎明の専属メイド。

 【日生円珠ひなせえんじゅ】
　中等科三年になる予定の少女。

 【シスター蒼山あおやま】
　三号棟の寮母。


第一章　不機嫌な少女の接吻くちづけ



　　　　　Ⅰ

　四月五日。この日の箱谷山はこやさんは、澄み切った青空に紗しゃのような薄雲がわずかに浮かぶだけの、視覚的にも涼しげな朝を迎えていた。
　箱谷山は標高の高い山ではないが、裾野が広く、自然も豊かで、紅金市あかがねしの住民にとって有数の憩いの場として知られていた。公園、キャンプ場、保養施設に郷土資料館など、家族連れや団体利用で訪問できる施設は数多く存在する。
　だが、箱谷山のすべての場所が誰もが気軽に訪ねられるものではない。その筆頭が、紅金市唯一のお嬢様学校である聖黎女学園せいれいじょがくえんである。
　聖黎女学園は全寮制かつ中高一貫制のカトリック系の学校で、建造物の群れが箱谷山の中腹に横たわるようにして建ち並んでいた。十数年前に大規模な改装工事がおこなわれ、赤煉瓦あかれんがの重厚な寮棟と白亜の瀟洒しょうしゃな大校舎は、ともに学園の華として、入学志望者の憧れと、在校生と卒業生の誇りとするものであった。
　その赤煉瓦の寮は現在、入寮期間を迎えている。始業式が始まる一週間前のうちに生徒は寮棟を訪ね、寮母をつとめるシスターに挨拶しなければならないのだ。
　本日は入寮期間のちょうど半ばにあたる。そして、すでに三号棟の２１７号室に入室していた一条和佐いちじょうかずさにとっては、今まで過ごしてきた安寧と告別せねばならない最初の日でもあったのだ……。

　朝、目を覚ました一条和佐は、部屋のカーテンが開け放たれていることに即座に気がついた。
　その事実が、彼女のかんばせを不快に色づかせた。
　黎女れいじょ（聖黎女学園の略称）の寮生活は、ルームメイトと二人で一つの部屋を共有するのが通例である。だが和佐は、中等科一年からの三年間、ルームメイトがつかなかった。入学当初にルームメイトをあてがわれたとき、プライベートを侵害されるのを激しく嫌った彼女は、初日のうちにそのルームメイトを追い出してしまったからである。以後、彼女のもとに新たなルームメイトがつかず、大人たちが無理やりルームメイトを押し付けようと画策するも、まず寮生のほうが共棲を拒絶しているというのが現状だ。
　卒業するまでいらぬ孤高を貫くつもりなのかと教員たちは気を揉む日々であったが、その懸念にもついに雪解けの時期が訪れた。和佐のルームメイトを切望する生徒がついに現れたのである。
「一条さーん、ちょっと来ていただけますかーっ？」




鬱陶しいほど明るい少女の声。
　その声が、和佐の心をさらに苛立たせた。
　かなうものならこのままふて寝でもしたい心境であったが、どう腐ったところで無益であることは昨晩のうちにすでに思い知らされていた。
　諦めの吐息をこぼして、ベッドから飛び降りる。
　雪のような純白な髪が、周囲にひときわ異質めいた印象を与えた。柔らかく波打ち、うなじにかかるところまで伸びている。日本どころか海外でも奇異な目で見られること請け合いだが、彼女の美しさを否定するものはいないだろう。
　一条和佐は同年代の少女よりも背が高く、白いネグリジェに包まれた肢体はほっそりと引き締まっていた。それに対して、二つの胸のふくらみは柔らかい布地を窮屈げに押し上げている。
　きめ細やかな白い肌に、あどけなさを残しながらも美しい小顔のつくり。だが、そのかんばせは常に硬質な静けさを浮かべ、周囲を寄せつけようとしない。寮生らは抜きん出て美しい彼女を『氷雪のお嬢様』と揶揄やゆすることもあったが、外貌通りの性格でないことを、少数の人間は知っている。たとえば、三号棟の寮母をつとめるシスター蒼山あおやまは、彼女のことを『感情を表に出す機会に恵まれなかっただけで、本当は感情の起伏がかなり激しい女の子』と正確に見抜いていたのであった。
　実際、２１７号室の彼女は現在、起伏の『起』の表情をとりながら、部屋の扉に手をかけていた。
　聖黎女学園の寮部屋は、生活空間と玄関口とを一枚の扉で隔てており、その扉を開けた先には両腕を広げるルームメイトが待ち構えていたのであった。
「じゃじゃーん！　どうですか、これ」 
「…………」 
　表情以上に喜色の濃い第二声に、白髪の美少女はそのまま扉を閉めてやりたい衝動に駆られた。秀麗な顔をしかめ、目の前にいる少女の情報を何とか思い起こす。
　白髪少女に長らくルームメイトがつかないことを憂えた寮母が、この際『寮生は同学年どうしによってのみ成立する』という慣例を破り、他学年からも同居人を募ろうかと考えていたまさにそのとき、和佐と同じ十五歳の少女が聖黎女学園に編入されることになったのだ。寮母から事情を聞いたその編入生は、和佐とのルームメイトの件を即座に了承し、一悶着のすえ、昨日の晩から三号棟の２１７号室に居着いているというしだいである。名前は上野岬うえのみさきというらしい。
　上野岬は平均的な背の高さで、艶やかな黒い長髪を二つの三つ編みにして前方に垂らしていた。プルーンのような大きな瞳を無邪気にきらめかせているが、同時に知性もうかがわせている。愛らしく膨らんだ頬に、物柔らかな口角、顔立ちは年相応の愛嬌に満ちており、周囲と打ち解けることはたやすいように思われた。
　だが、和佐は一目見た瞬間に、彼女とはとうてい付き合えそうにないと確信していた。なれなれしい人物は和佐の最も好まざる存在であったし、一晩を共にした後では、とうていその一言だけで済ますことはできない。昨晩のことを思い起こすと、和佐は深い苛立ちを感じずにはいられないのだ。
　重い溜息を吐き、うんざりした様子で問いかける。
「社交辞令で聞いてあげるけど……」 
「はい」 
「なんだというのよ。その格好は」 
「制服です」 
　聖黎女学園の制服はライラック色のワンピースに紺色のボレロというものである。ワンピースの襟元に臙脂えんじ色のリボンがあしらわれ、スカートは膝の上半分が隠れる程度。さらに健康的なふくらはぎに指定の紺のハイソックスを通していたわけだが、和佐が聞きたかったのは、むろんそういうことではなかった。
「私が知りたいのはどうしてあなたが制服を着ているのかということよ。今日、制服を着る用事があるなんて私は聞いてないけど」 
「あたしも聞いてません」 
「……じゃあ、どうして制服なんか着ているのかしら」 
「えへへ、入学式まで待ちきれなくて。それに一条さんにあたしの制服姿をどうしても見せびらかしたかったんです♪」 
　笑顔をきらめかせる岬に、和佐は額を押さえた。このようなくだらない理由で呼び出される生活が三年間も続くと思うと眩暈めまいさえおぼえてくる。
「そう……。これであなたの目的も達成されたわけだし、私はこれで失礼するわ」 
　吐き捨てて、和佐は岬の目の前を横切り、玄関脇にある洗面室の扉をくぐり抜ける。黒髪の編入生も制服姿を見せたことで満足したらしく、スカートの裾を揺らしながら部屋へと引き返した。
　自分のベッドに座り込み、岬はしばらく何をせずに新生活の空間を見渡していたが、しばらくして和佐が戻ってきた。顔を洗い、美容液を肌に当てていたのだろう。頬は潤いをたもっていたが、表情は相変わらずすさんだままである。
　三つ編みの少女は、姿勢をそのままに白髪の美少女に呼びかけた。
「今日は本当にいい天気ですね〜。ところで、一条さんの今日のご予定は？　もしよろしければ、このあと学園内を案内していただけませんか？　あたし、このあたりのことを全然知らないんですよ」 
　この編入生が遠方から訪れて、紅金市の地理についてほとんど知らないことは、すでに寮母から聞かされていたが、彼女に親切にしてやる筋合いなど和佐にはどこにもなかった。
「嫌よ。どうして私があなたとなんか」 
「えへへ、もちろん一条さんとデートがしたいからです♪」 
　岬は柔らかな笑顔をさらにとろかせた。思春期の男児であらば十人中十人が惚れ込むに違いないものであったが、あいにく、それらのものも和佐の不興を買うだけだった。
「会って一日も満たないのにデートも何もないでしょう」 
「でも会ったその夜に、一条さんはあたしにキスしてくれたじゃないですか」
　目まぐるしく和佐の反応が変わった。白い肌にほんのりと血の色がのぼり、真珠の光沢を放つ歯をきしらせる。
　微笑む編入生に対して、憤然と言い返した。
「社交辞令で断っておくけど」 
　編入生を見る視線は声と同じくらい鋭い。つり目がちな彼女の瞳は、髪色と同様、めったに見ることのない硬質な灰色であった。
「あなたにキスをしたのはあくまで嫌がらせのため、あなたを部屋から追い出すためにやったことなのよ。悦ばせるためにしたと思っているならとんだ勘違いだわ」 
「またまたそのようなこと〜」 
　和佐の憤懣ふんまんを、少女は手をひらひらさせて笑い飛ばした。
「あんな情熱的なキス、そうそうないですよ〜。あたしも思わず興奮しちゃいましたし。できればまたお願いしたいところですね」 
「冗談じゃない。あのようなキスをされて喜ぶなんてどうかしているわ。まったく、こんなのと一緒に過ごさなければならないなんて悪夢としか思えない……」
「えへへ、そうですか〜？　きっと最後までやれば素敵な夢に変わると思いますよ。それとも、今ここで試します？　一条さんのことなら五分もかけずにくらげにして差し上げられますから♪」 
　ぽんぽんとベッドを叩く岬を、白髪のルームメイトは華麗に無視してのけた。これ以上相手をしていられないと態度で示しながら、クローゼットから衣類を取り出し、玄関の扉に向かおうとする。
「一条さん、どちらへ行かれるんです？」 
　岬がベッドから跳ね起きると、白い髪とネグリジェの少女は振り返りもせずにぴしゃりと言い放った。
「今から着替えるのよ。いいからついてこないで」 
　不機嫌なルームメイトが扉の向こうへと姿を消すと、編入生の少女は追いかけるべきか迷ったが、これ以上白髪美少女の機嫌を損ねさせるのもまずいと感じてベッドに座り直し、彼女と最初に出会った時のことを思い返した。

　　　　　Ⅱ







上野岬がボストンバッグを担いで聖黎女学園に訪れたのは四月四日の午後十時半過ぎのことだった。この日彼女は、遠方からの移動中にトラブルに見舞われ、到着が大幅に遅れてしまったのである。
「あなたが編入生さんね？　初めまして、三号棟の寮母を担当するシスター蒼山と申します」
守衛から連絡を受けて、白い修道服とヴェールに包まれた初老の女性が正門前にやってきた。シスター蒼山は遅れてやってきた岬に対して「よく来てくれましたね」と安堵といたわりの言葉を投げかけてくれた。長時間の移動を強いられた岬にとって染み渡るような言葉だ。おかげで寮部屋に着くまでもうひと踏ん張りできそうである。ボストンバッグを抱え直し、背筋をぴんと伸ばした。
　聖黎女学園の寮は本棟と、そこから繋がる四つの寮棟から成り立っていた。まず岬が通されたのは本棟の「談話室」のプレートの付いた扉であり、ボストンバッグを脇に置くと革張りのソファーに身体を落ち着け、白い修道服の寮母と向かい合った。
「こんな夜間に悪いけれど、入寮してきた生徒にはいちおう全員とお話することにしているの。あ、面接じゃないから肩の力は抜いてね」
　実際、肩の力を入れる必要のない質問ばかりだった。春休みは何をしていたの、この学園でどんなことをやりたいのなどといった問いに岬は自分なりの回答を示したが、ふいにシスターの表情があらたまったものに変わる。
「それで、次の質問なのだけれど……」
「はい」
「これから聞くことはデリケートな部分がかなりあるわ。だから答えたくないなら黙ってくれても構わないから」
　ずいぶんな念の入れようである。小首を傾げながら岬が二回目の「はい」を口にすると、穏やかな風貌のシスターはこんなことを言い出した。
「上野さん、あなたは女の子にキスされても平気？」
「……はい？」
　三回目の「はい」はかなり懐疑的な響きをもって発せられた。プルーンのような色合いの瞳が見開かれ、どういうことかと無言で訴えかけている。
「……そうよね。いきなりこんなこと言われても戸惑っちゃうわよね」
　恐縮しつつも、シスターはあらかじめ準備したと思われる一枚の写真をテーブルの上に置いた。制服姿の女子生徒で、うなじにかかる白髪と光沢のある灰色の瞳が、編入生の少女に鮮烈な驚きを与えた。
「彼女がルームメイトになる一条和佐さんよ」
「あまりキスをしたがるようには見えませんね？」
　正直な感想だった。人形めいた美しさを秘めた少女は、その容姿ゆえに浮世離れした印象を強く与えたが、理知的なかんばせは接吻の二文字とは縁遠いように感じられた。
「そうね……。一条さんがキスをしたのは三年前の一度きりのはずだから」
「どういうことです？」
「彼女は三年前、嫌がらせのキスでルームメイトを追い返したのよ」
　事件は今と同じ、入寮期間中の夜に起こった。寮母は初等科の教員から和佐の人嫌いの性格を聞いており、彼女の内情に配慮し、特異な容貌を気にしなさそうな少女をルームメイトとして据えたのだった。
　だが、その結果といえば。
　同室した最初の夜、ルームメイトの少女は寮母に泣きついた。話によれば彼女は白髪のルームメイトに無理やり押し倒されて唇を重ねられ、しまいには冷ややかな声で「出て行って」と宣告されたのだという。翌朝、シスターは二人を呼び出して話し合いの場を設け、短い論争のすえ、最終的にはルームメイト解消の判断を下すしかなかったそうである。
「……私たちも油断していたわ。最初からすべてが丸く収まるとは思っていなかったけど、まさかこのような手段に出るなんて思いもよらなかったもの」
「それにしても、なぜキスだったんでしょう？　部屋を追い出すなら、他にも方法はあったでしょうに……」
「一条さんは良家の生まれだからね。物理的な暴力を振るうのは避けるよう躾けられているのではないかしら？　まあ、相手に深いトラウマを負わせたという点では大して変わらないと思うけれど」
　溜息を吐いてみせたが、そんな問題児とルームメイトになるよう寮母は勧めているのである。
　疑いを込めた眼差しで、岬はシスターを見つめた。
「……もし、あたしがお断りした場合、一条さんはどうなってしまうんです？」
「どうもならない、そのままよ。あなたは新しい学園生活を謳歌すればいいし、一条さんは普段と変わらずふさぎ込んだ生き方をして、そしてそのまま卒業することになる」
「…………」
「一条さんは頭も良いし、決して口には出さないけど、高い目標があるように思えるのよね。でも、人との交流を果たせなければどんな夢であっても叶えることは難しい……。崇高な理想を抱いているのであらばなおさらよ。目標を達成させるためには理不尽な人間関係も避けられないし、逃げてばかりではそれが癖になってしまう。一条さんにはお節介と言われそうだけれど、私は彼女につまらない人間になってほしくないのよ」
　真剣で深刻な寮母の表情を受け、岬はプルーン色の視線を改めて写真に写った少女に移した。
　髪と瞳の色には驚かされたが、少なくとも美しさと知性については汚点をうかがわせる部分はまったくない。実際、この白髪の美少女は成績自体は非常に優秀らしく、論文大会にでも出れば賞を総なめすると言われるほどだとか。目立つのが嫌いだから彼女は辞退しているらしいが、ともあれ、この少女に輝かしい道を歩ませたいというシスターの気持ちが岬には納得できた。
「もちろん、彼女とルームメイトになるかどうかは上野さんの判断しだいよ。向かないと判断したら拒否してくれても構わない。過去の編入生にも同じ質問をして全員に断ふられてきたわけだからね。でも、私は本心ではあなたにルームメイトになってくれればと思っている。正直なところ、あなたは今まで来た子たちとは違う雰囲気を感じるから……」
　いつの間にか身を乗り出していたことに気づいたシスターは、息を吐いてソファーに深々と座り直す。
「……まあ、キスのことも考えると十分に悩ましい問題でしょうね。でも、それを黙ってあなたを一条さんのもとへ送り届けるわけにはいかなかったから」
「まあ、それはそうでしょうね」
　それから写真を前にして岬は深く沈黙していたが、やがて顔を上げてシスターに対して頷いてみせた。
「……わかりました。ルームメイトの件、お引き受けいたしましょう」
　少女の返答に白衣のシスターは胸を撫で下ろしたが、彼女に対して念を押すことは忘れなかった。
「ありがとう。でも、本当にいいのね？　頼んでおいて言うのもあれだけど、部屋に入ればもれなく一条さんにキスされることになるのよ？」
「キスについてはわかりません。正直、同性どうしで口づけを交わすなんて、考えたこともなかったですから……」
　少女の顔に逡巡がはしるが、それも一瞬で払われた。
「ですが、それ以上にあたしは一条さんの将来のほうが気がかりです。あたしも、彼女にお粗末な未来を歩んでほしくないから……。あたしが彼女の支えになれるなら、喜んで力を貸してあげたいと思ってます」
　岬の真摯な表情に、シスターはますます相好を崩した。
「そう言ってくれるとこれほど頼りになることはないわ。編入そうそう、お手数をかけてしまうけどいいかしら？」
「もちろんです」
　こうして話がまとまり、それからシスターはルームメイトに会う前にシャワーを浴びたらいかがかしらと提案した。寮の入浴時間はとっくに過ぎているが、岬が遅れてやってくるとの連絡を受けてシャワーブースだけ特別に解放したのだという。長旅による見えない汗と垢にまみれた岬は喜んでその申し出を受け入れた。
　談話室を出ると、編入生の少女はさっそく脱衣所におもむき、衣類をすべて脱ぎ捨てて、左右の三つ編みをはらりと流した。一糸纏わぬ岬の肢体は程よく肉がついており、白い柔肌は健康的に張っている。黒髪も腰までまっすぐ流したことで、三つ編みの時とはずいぶんと印象が異なって見える。
　脱衣所は大浴場とシャワーブースにつながっていた。衣類を籐とう籠かごにしまった岬は個室に向かい、内側から扉に鍵をかけた瞬間、恐ろしく不穏な笑い声を立てた。
「ふふ……ふふふ……」
　少女の体躯は熱湯を浴びる前からほてり出していた。そして、可憐な頭の中では蛍光ピンク色の妄想が一秒ごとに膨れ上がっていく。
（まさか、あんな素敵な子にキスされるなんてっ……！）
　岬は自分の胸の前で両拳を握りしめた。
　実は、シスターがキスの話題と一条和佐の写真を出した時点で、岬は「喜んで！」と即答したい衝動に必死に耐えていたのだった。あえて回答を渋ってみせたのは、さすがに会ったばかりの寮母にはしたない娘と思われたくなかったからである。
　同年代の少女の容姿を見て愉しみ、触れて悦ぶことが、清楚に見える編入生、上野岬の無上の趣味であった。さすがにその気のない相手の唇を強引に奪うような真似はしないが、向こうから嫌がらせのキスをしかけるというのであればやむを得まい。熱烈の歓迎にはきちんと応えてあげるのが礼儀というものである……。




　そう都合よく自分に言い聞かせながら、これから会うルームメイトのために、岬は自身のみずみずしい肢体を隅から隅まで丁寧に洗い清めたのであった。
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　熱いシャワーで柔肌を照り輝かせた岬は三〇分後、寝間着に着替え、入り口で待機していたシスター蒼山と合流した。
　下ろした黒髪をたなびかせ、暗がりの廊下を歩き出す。
「一条さんはこの時間はまだ起きてるはずよ。だけど、日が変わると自動的に部屋の照明が落とされてしまうから長話はほどほどになさいね」
「わかりました」
　岬は頷く。シャワーブースで晒した変態性はうかがえず、緊張した面持ちで白髪のルームメイトとの対面に臨む少女にシスターの目には映ることだろう。
　三号棟の２１７号室の扉は鍵がかかっていた。呼び鈴を鳴らしても反応がないため、寮母はマスターキーで問答無用に室内へ突入し、気後れしながら岬も後に続いた。
　玄関は暗かったが、磨りガラスが嵌め込まれた別の扉から明かりが漏れている。どうやらその先が居住スペースになっているようだ。
　奥の部屋へ訪れると、そこにあるのは二つのベッド、二つのクローゼット、そして二つの学習机。学習机のうちの一つはすでに椅子が引き出されており、そこに一人の少女が腰を下ろして読書をしていた。
　積もりたての新雪にも似た色の髪を持つ、ネグリジェ姿の美しい少女。
　直に会った一条和佐は、写真で見るよりもずっと華々しい印象を誇っていた。髪と肌はそれ自体が淡い燐光を放っているかのようであり、写真では決してわからなかったネグリジェに包まれた肢体は岬の心を華やがせた。
　均整がとれているだけでなく、非常に魅惑的な身体つきであった。たおやかなくびれと挑戦的に張り出された胸のふくらみ。ネグリジェの裾から覗かせた足の形も完璧で、スリッパも履いていないため、つややかな桜色の爪までもがはっきりと見てとれた。
　光沢のある灰色の瞳も、写真と比べると生気と知性に充ち満ちており、他人を嫌い続けて心を退廃させた少女のそれには見えない。だが、こちらをうかがう視線はかなり排他的な色合いが強かった。
　岬が白髪の美少女の容姿に見とれている間に、シスター蒼山は椅子上の彼女に歩み寄った。読んでいた本に目がけて手を伸ばす。取り上げるつもりだったのだろうか、その前に少女は本を閉じ、訪れた二人と初めて正対した。
　シスター蒼山が笑顔で言う。
「今日だけはギリギリまで起きてくれたことに感謝するわ。彼女が新しいルームメイトになる上野岬さんよ」
「編入生の上野岬です。よろしくお願いいたします」
　模範生の態度で岬は一礼したが、それを受けた少女の反応はけんもほろろであった。
「ふしだらな娘め。シスターと一緒に早々にこの部屋から去るがいいわ」
　これがルームメイトになる少女の第一声なわけだから、岬も寮母も唖然とする他ない。明白な敵意を示す和佐に、担当の寮母は眉をひそめた。
「あなたの物言いにもずいぶん慣れたつもりだけれど、ここまで酷いのは久しぶりね。上野さんの一体どこがふしだらと言うのかしら」
「彼女がシスターと一緒に来たということは、三年前のことはすでに知っているわけでしょう。その上で私のもとにやってきたのだもの。私に対して何かやましいことを考えているとしか思えないわ」
　岬は表情こそ変えなかったが、心臓がぐっしょりと冷や汗で濡れる思いだった。和佐が言い放ったことは完全に言いがかりに違いないが、彼女に読心術でも備わっているのではないかと一瞬、本気で疑ったものである。むろん、その動揺を顔に出してしまえば、彼女の主張を認めてしまうも同然であった。ここはしらばっくれるしかない。
　シスター蒼山が無自覚に岬に助け舟を出した。
「上野さんは、あなたのことを憂えてここまでやって来てくれたのよ。そもそも嫌がらせのキスでルームメイトを追い出したあなたが、会ったばかりの編入生さんをふしだら呼ばわりするとはどういう了見かしら？」
「さて、ね。とにかく私はこんな女とルームメイトだなんて御免こうむるわよ」
　シスター蒼山は嘆息した。気高いが傍若無人の美少女との交渉の無意味さをさとると、編入生の少女に対してすまなそうな視線を向けた。
「……こういう子なわけだけど、どうする？　もし彼女の態度が鼻につくなら考え直しても……」
「いえ、是非ルームメイトにならせていただきますよ」
　やや食い気味な答え方になってしまった。せっかく直に彼女の姿を見てルームメイトになる決意をさらに固めたというのに、何を水を差すようなことをと思ったのである。
　加えて、岬にはある予感があった。この白髪の美少女はルームメイトを追い出すために、わざと驕慢きょうまんな娘を演じているのではないのかという疑惑である。むろん、新たなルームメイトにプライベートを蹂躙される不快感は本物だろうが、初対面でいきなりふしだらな娘と罵ることで、訪れたばかりの相手をげんなりさせる狙いもあるのだろう。
　岬はプルーン色の瞳を椅子上の少女に向けた。同室になる動機は不純だが、このとき彼女の顔は真剣であった。
「実際に彼女を見て確信いたしました。一条さんは本当はそれほど人を嫌ってるわけではない。きっと何らかの理由で人嫌いを演じているだけなんです」
「どういうこと？」
　寮母は目を丸くさせた。発言内容もだが、それを洞察できる編入生の少女に驚いたのである。
　岬は寮母の投げかけた疑問に応じた。




「少なくとも、一条さんはすべての人を嫌っているわけじゃないはずです。もしそうなら、ここまで自分の容姿に気を遣うはずがない。おそらく校内か校外にこの容姿を示したい、あるいは示す必要のある相手がいらっしゃるのではないのでしょうか？」
「お生憎様、これはただの自己満足よ」
　和佐の静かな声は無理に感情を抑えた結果だった。全身から湧き立つ敵意はさらに濃くなり、灰色の瞳はさらに剣呑な輝きを増す。
　しかもシスター蒼山までもが余計な口を挟んできた。
「あら？　でも一条さん、あなたはかつて……」
「シスター」
　和佐が語気を強めて、寮母の言葉をさえぎった。
　そして一拍置いてからつぶやく。
「……了解したわ。私はこの少女をルームメイトに迎え入れることにする。これでいいのでしょう」
　急な主張の転換だが、シスター蒼山は驚かなかった。冷静さを保とうとする白髪の寮生に、意味ありげな微笑みを残して言う。
「そう、案外早く引き受けてくれて助かるわ」
「ええ……これであなたの気は済んだでしょう。ならば、これ以上この場に残っていても仕方のないことだわ」
　シスターに向けて鬱陶しげに手をひらひらさせる。年長者に対してあまりにも偉そうな態度にさすがに岬は肝を冷やしたが、内心はどうあれ、初老のシスターは笑みを崩すことはなかった。
「やれやれ……ね。そういうことなら、お節介な年寄りはここで退散するとしましょうか。新しいルームメイトさんとくれぐれも仲良くね」
「彼女が自分から出て行きたいと言い出した場合、私は一切引き留める気はないから」
　シスターはその言葉に応じず、立ち去る直前に硬い表情で編入生の少女にこっそり耳を寄せた。
「……上野さん、もし一条さんに酷い目に遭わされたなら、この棟の１０１号室を訪ねなさい。行く必要がなければそれに越したことはないけれど、私ももう少しだけ起きてるつもりだから」
「わかりました」
　そんな時は決して来ないだろうと確信しつつ、岬は頷きを返す。
　一条和佐が突然ルームメイトを認めた意図は、岬にも読めていた。一対一に引きずり込めば、編入生一人など、どうにでもできると考えたのだろう。ありがたい配慮である。
　寮母が部屋を去ると、岬はあらかじめ届けられた段ボールの中身を確認し、それから再び読書に耽った少女の顔を覗き込んだ。
「一条さん、一つお聞きしたいことが。…………っ⁉」
　だが、和佐はここで想定外の行動に出た。いきなり立ち上がると、両手を差し出し、黒髪の編入生の両頬を押さえたのである。読みかけの本がネグリジェの裾を滑って床に落ちたが、それを気に留める様子もない。
（ひゃあ……っ！）
　岬は呆気に取られた。来たか！　という感慨すら、このときは湧かなかった。白髪の少女が嫌がらせのキスを迫ってくることは容易に想定できたが、それが寮母が退室して五分も満たないうちにだとは思わなかったのだ。何とも性急な美少女ではないか。
　そんなことを思っているうちに、岬の顔は至近距離まで一気に引き寄せられた。
「…………！」
　彼女は時の魔女としての側面も持ち合わせているのかもしれない。時間を忘れ、呼吸を奪われ、身体の感覚すら失われていた編入生の少女は、やかましく鳴り続ける心臓の鼓動を感じながら、ほてった頬を中和させる手の冷たさだけを実感していたのである。
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　冷たい感触より凍てついた声が、岬の耳に注がれた。
「ふしだらだけでなく、生意気な口でもあるのね。たかが編入生ごときに私に意見しないで」
　岬の背筋が震えた。それは恐怖というより、危うさを秘めた恍惚に近い感覚だった。
「ここはあなたの部屋じゃない。さっさと出て行って。さもないと……」
「ど、どうなるんです？」
「とぼけるつもり？　それとも本気で察しが悪いのかしら」
　岬の顔に当惑と怯えの影が降り立った。白髪の少女が心地よく嫌がらせのキスを執り行ってもらうために、哀れな生娘きむすめを演じる必要があったのだ。
「私のことは忘れなさい。恨むなら、生贄として連れてきたあのシスターと、それにのこのこついてきたあなた自身だけにすることね」
「な、何をするの……？」
　瞳と声が揺らぐ。かりそめの動揺ではあるが、それなりの迫真はあるように思われた。少なくとも、白髪の少女に自身の優位性を錯覚させるには十分だった。




　怯えながらの岬の問いに和佐は応じた。口で。だがそれは言葉ではなかった。




　白髪の乙女はさらに顔を近づけ、編入生の『ふしだらで生意気な口』を自身の艶やかな唇で塞いだのである。
　唇どうしの接触は一瞬だが、それだけで岬の反応は一気に変わった。頬に当てられた手を振り払い、顔に衝撃と嫌悪を浮かべながら後方によろめく。
「ねえ、ほんとに何をするの⁉」
「あなたこそ、この期に及んで何を言っているの」
　青ざめる岬とは裏腹に、和佐の口調はそっけない。
　黒髪少女は背後の壁に追い詰められ、白髪少女がゆっくりと迫ってくる。
「やだっ、やめて、はなして……っ！」
　乱暴に顎を掴まれ、岬は恐怖に耐えきれずわめいた。
　嫌がる少女に、和佐はさらに無情に言い放つ。
「違うでしょう。あなたが言うべきは、今すぐこの部屋から出ます、ルームメイトは諦めます、それだけよ。——いえ、わざわざ言う必要もないわ。意思表示だけなら首を縦に振れば済む話なのだから」
　岬はこれ以上言い返さず、反射的にプルーン色の瞳を閉ざした。
　逃げ出すくらいなら、嫌がらせを受けてでもルームメイトに留まるほうがましと判断したのだろう。シスターの期待を裏切るわけにもいかないと思っているのかもしれない。健気なこと、と和佐は内心で皮肉り、怯える少女を見据えた。
「……なるほど、それがあなたの覚悟なの」
　意地でもルームメイトであり続けたいのなら、その選択を後悔させてやる。
　そう心に決めると、白髪少女は目を閉じた来訪者に再び顔を接近させた。
「んううッ」
　二度目のキスが行われた。
　岬の全身に痙攣がはしる。一度目とは比べ物にならない快感が、少女の神経にさざなみを立てた。白髪少女の息遣いと唇の動きが、触感を通してはっきりとわかる。
「くちゅ……ちゅぱっ、あむ、ちゅぷ……」
　淫猥な水音が鼓膜を打つ。岬が奏でたのではない。被害者であり続けるためには、唇の主導権はまだ和佐に握っていてもらう必要があったのだ。その彼女のキスは、清雅な容姿に似合わない、とんでもなく貪欲なものだった。
　愛情に基づいたキスではないから、初めからむさぼるように唇を重ねてくるのは合理的といえるかもしれない。だが、臆面もなくそれを実行に移せる人は少ないだろう。白髪乙女の行動力に、岬は素直に驚嘆した。
「んううぅぅッ⁉」」
　岬の口腔に柔らかく湿ったものが滑り込んだ。舌だ。白髪のお嬢様は色艶の良い舌をうごめかし、編入生の少女の心を内側から舐め溶かそうと試みたのだった。




　岬の背筋に官能が突き抜けた。危うく芝居を演じたことも忘れそうになったほどだ。脳天がしびれ、寝間着に包まれた手足が同時にひくつく。
「ぷは……ッ」
　ようやく和佐は唇を引き離してくれた。あれだけ情熱的な口づけをこなしたにも関わらず、両眼には冷ややかな理性が保たれたままであった。扇情的な接吻も、彼女には邪魔者を追い出すための一行為に過ぎないのだろう。編入生の少女にかける言葉には無情の響きがあった。
「呆けていいなんて、誰が許したかしら」
　灰色の瞳が剣呑なきらめきを見せた。
　次の瞬間である。
　何の前触れもなく照明が落ちる。岬も和佐も一瞬にして、お互いの視界から姿を消すこととなった。岬は寮母の言葉を思い出した。日が変わると消灯される。どうやらシンデレラの魔法の解ける時間が来たようであった。
　寮部屋のカーテンは閉め切られていなかったため、やがて月明かりで、二人は相手の姿をとらえることができた。和佐の目が編入生の姿をとらえたとき、その黒髪が勢いよくひるがえったのが見えた。
「きゃっ……！」
　このとき悲鳴を上げたのは和佐のほうだった。いきなり両肩を掴まれ、次の瞬間、今度は自分が壁際に追いやられたことに気づく。ネグリジェに包まれた背中からどっと冷や汗が噴き出た。
　襲いかかった人物が何者か、考えるまでもなく一人しかあり得ない。だが、それでも和佐には信じられなかった。その相手は、つい先ほどまで熱情的なキスで肉体も精神もとろけさせたはずではなかったか。
　灰色の瞳に映ったのは先ほどまで背を向けていた寮部屋の内装であり、その中央をくり抜くように編入生の少女がたたずんでいる。彼女は顔の半分を月明かりに照らされ、可憐なかんばせには魔性めいた一面を付け加えられた。
「呆けてなかったら、何を許してくださるんです？」
「…………」
「あたしの演技、いかがでした？　正直ちょっと自信なかったんですが、一条さんが気持ちよく乗ってくださって嬉しいです」
　和佐は答えない。まだ衝撃から立ち直れない様子で全身を震わせていると、編入生の少女が寝間着に包まれた胸を押し当ててきた。白髪少女には負けるが、なかなかに量感と弾力に富んだ胸だ。
　頬を上気させる和佐に、さらに顔を近づけた岬がきわめて魅力的な微笑みで告げた。
「あたしのことを追い出したいなら、せめてこれくらいはしていただけませんと」
　心臓の表皮をナイフで削がれたような恐怖が這い寄り、その恐怖が立ち消えぬまま、和佐は先ほど唇を奪った少女に、今度は唇を奪われてしまったのであった。
「ンあ……ッ！」
　真正面から唇を押し当てられて、和佐の表情にスイッチが入った。嫌がらせのキスをしたときでさえ変化の乏しかったかんばせが、暗がりでもわかるくらい赤く染まっている。
　岬は和佐の嫌がらせのキスと同じことをして、唇を離したとき、ぜえぜえと喘ぐ少女に向かってわざとらしく上唇を舐める動作を示した。
「そうです。それでいいんです……。この程度で屈してしまったら、今まであなた自身が培ってきたプライドに対して申し訳ないじゃないですか」
　今度のキスはさらに過激だった。唇だけでなく、胸どうしで激しくキスをしているという有様だ。岬が腰を振り、生々しく二人の胸がせめぎ合う。熱く湿った唇からは苦しさと色っぽさが混在した吐息が互いの顔の皮膚を撫でつけた。
「えへへ、今度はこちらでどうでしょう？」
　少し声にとろみが入っているが、変態淑女の編入生はまだまだ余裕だ。そして、次の岬の責めによって、辛うじて保っていた和佐の冷静さが残らず吹き飛んだのであった。
　岬の顔が白髪少女の耳元に移り、愛おしげにその部分を甘噛みしたのである。こそばゆさだけに留まらず、わざとらしく立てられた水音が、鼓膜を直接、筆先でもてあそぶかのようだった。嫌がらせのキスしか知らなかった和佐にとって未知の感覚である。
「あぁ……ああっ……！」
　和佐はついに立っていられず、壁に手をつけ、そのままずるずると床に座り込んでしまった。秀麗な少女にあるまじき醜態を、プルーン色の瞳がしかととらえている。
「へたり込んでるところ申し訳ありませんが、一連の行為はあたしにとってまだ自己紹介の段階ですらないんです。幕が上がれば、一条さんの身体なんて打ち上げられたくらげのごとく、かぴかぴです」
　和佐は顔を上げず、ただひたすらに息を荒げていた。ふつふつと怒りが沸き起こった。自分がとんだ道化を演じていたことを、ようやく理解したのであった。意気揚々と嫌がらせのキスをしたとき、この娘は怯えきった表情の裏でほくそ笑み、反撃の機会を虎視眈々と狙っていたというわけか。
　見下していた編入生にもてあそばれたと知ったときの和佐の憎悪はすさまじかった。その怒りの一部は、自分自身にも向けられていた。編入生の罠に、自分から乗り込んでしまったのだ。知的少女の矜持きょうじなどあったものではない。
　屈辱で目がくらむ思いをしながら、和佐は唾液で濡れた口を拭い、編入生の少女に毒々しい声を吐き出した。
「消えて」
　短い拒絶の言葉は、相手の恐怖心に届く前に弾かれてしまった。
「えへへ、それは無理な相談です〜。寮母さんにあなたのルームメイトになってくれと託されてますから」
「あなたは私だけでなく、シスターのことまで欺いていたということね。あなたの変態的嗜好を知っていれば、いくら彼女でもここまで平静でいられるはずがない……」
「まさか、あたしの性癖を寮母さんにばらす気ですか？」
　岬の表情に一瞬焦りがよぎる。隙が見えた、という和佐のかすかな希望は、先ほど騙された経験から疑惑へと転じてしまった。焦った表情さえ、こちらを釣り出す罠かもしれないではないか。
　絶望的な表情で白髪を押さえて立ち上がると、黒髪の編入生が嫌味なくらい爽やかな笑みを浮かべて言う。
「まあ、もしばらすようなことがあれば、それはそれで対応いたしますので。とにかく長旅で疲れてますので、あたしのベッドの場所を教えてください」




　和佐はきつく唇を噛みしめた。出会ったばかりの変態淑女に操を奪われるなどたまったものではない。だが、この変態淑女にかなう方法を、白髪少女は咄嗟に思いつくことができなかった。最善と思われた手段は、最悪のかたちで叩き潰されてしまったのであった。
　灰の視線をベッドに向け、声を絞り出す。
「……手前のベッドが空いているわ」
　言いながら、和佐は自分が泣くのではないかと思った。シスター相手に言い負かされるならまだしも、こんなへらへらとした同い年の編入生に終始主導権を握らされていたなど、許しがたい恥辱である。今まで生きてきた中で、これほど惨めな敗北もなかった。
　その敗北感に塩を塗りつけるかのように、岬の笑顔は暗がりの中できらめいている。
「えへへ、ありがとう。どうかこれからもよろしくお願いいたしますね、一条さん♪」
可愛げしかない岬の笑みも言葉も、和佐にとっては反骨の材料にしかならない。いそいそとベッドに入って寝息を立てる編入生に殺意に等しい一瞥をぶつけると、和佐はカーテンを閉め、ルームメイトになってしまった少女を最大級に警戒しながら毛布をかぶった。




第二章　少女楼閣





　　　　　Ⅰ

　ルームメイトが着替え終えるのを待っていたとき、玄関から呼び鈴が鳴り響いた。玄関には絶賛不機嫌中の和佐が向かっていたはずだが、応じる気配がない。洗面室で着替えの最中か、あるいはふてくされてそのまま立てこもってしまったのだろう。やれやれと思いながら、岬は玄関まで出向いて応じることにした。
「上野さん、時間があるなら少し話せるかしら？」
　寮母のシスター蒼山である。問題の美少女のもとへ送り出した彼女としては、昨夜に何があったか知りたいのは当然の心理だろう。岬は快諾し、白の修道服に包まれた彼女を部屋まで招き入れた。
「昨日はどうだった？　一条さんにキスされなかった？」
「キスですか？　うーん、確かにされましたが……」
　岬は少し対応に迷った。この問いは予想できたことだが、その回答は今まで用意できていなかったのだ。
　左右の三つ編みを傾げながら応じる。
「正直、何ということもなかったですね。これしきのことであれば、百回だってされても平気ですね」
　何ともなかったのも平気だったのも嘘である。もし事実であれば、発情して和佐の唇や耳を執拗に責め立てたりはしなかっただろう。むろん、そのような内情は白衣の寮母にはおくびにも出さない。
　シスターは呆気にとられた。嫌がらせのキスをやり過ごしてくれたのだから安堵すべきなのだろうが、あまりにも反応があっさりし過ぎていたため、かえって不安をおぼえてしまったのだ。
　逆に真顔でたしなめる事態となった。
「……あなたがこの一夜を乗り越えてくれたことは感謝するわ。だけど、その感想はくれぐれもあなたの胸の内だけに留めておきなさい。同性どうしとはいえ、それを聞いてあなたのことをよく思わない子も出てくるでしょうから」
「心得ました。……昨日の一条さんとのやり取りを経て感じましたが、やはりこのまま行けば将来に差し障るような気がしてならないんです。今後どうなるかはわかりませんが、彼女のこの先の憂いを断つためにも、引き続きあたしがルームメイトを……」
「またしてもシスターのことを欺くつもり？　私の容姿にしか興味がないくせに」
　岬の言葉をさえぎり、玄関から一条和佐がうんざりした様子で現れる。
　彼女はネグリジェから私服に着替えていた。
　私服姿のルームメイトを見た岬は、またしても彼女に時の魔女としての側面を見いださずにはいられなかった。純白のシルクのブラウスに、ふくらはぎの上半分を覆う丈の濃紫色のハイウエストスカート。スカートの裾からは黒色のタイツに包まれた脚をのぞかせる。全体的な飾り気で言うなら、むしろそっけないくらいであったが、その瀟洒さがかえって岬の心を騒がせた。思わず喉が鳴ったほどである。
　陶然している岬に構わず、和佐はシスター蒼山に冴え冴えとした視線を送っている。
「シスター、今からこの娘の化けの皮を剥いでやるわ」
　白髪の美少女の語る昨夜の顛末はシスター蒼山をさすがに絶句させた。だが、寮母の反応を和佐は不服に感じた。彼女が望んだものはシスターが変態淑女の編入生に幻滅し、ルームメイトの解消のために動いてもらうことだった。だが実際は、強い驚きは与えられたものの、そこまで深刻な不快感までにはいたっていないようである。
「本当なの？　上野さん」
　まじまじと見つめられ、誤魔化しの無益さをさとった岬は寮母に対して素直に頭を下げた。
「……騙すような真似をしてすみませんでした。本当のことを言ってしまったら、ルームメイトにしてくださらなかったと思いまして……」
「可能性はあったわね。でもね、実は上野さんにその気があるってことを会ったときから薄々感づいていたのよ」
「えっ、本当ですか？」
　驚いた様子で岬が顔を上げる。
「だって上野さん、昨日キスの話をしたとき恥じらう素振りを一切見せなかったでしょう？」
「あ…………」
　完全に油断した。確かにウブな乙女なら、キスの話を聞いたら顔を赤くして慌てふためくものであろう。シスターの前では完璧に擬態したつもりであったが、まだまだ甘かったらしい。
　だが、なぜだが岬は胸のすく思いをした。持ち前の頭の切れで相手を言いくるめたことは多々あったが、ここまで綺麗にしてやられたのが新鮮だったのである。
　その編入生とは裏腹に、据わった目つきになったのは和佐のほうだった。
「……シスター、あなたはこの編入生の性癖を察したうえで彼女を私の部屋まで連れてきたというのかしら」
「あなたは見抜けなかったというのね、一条さん」
　えぐるような反撃であった。和佐はぐっと押し黙り、寮母と編入生に憎悪をたぎらせた灰色の視線を向けている。
　シスターは岬に向き直った。
「上野さん、あなたが襲いかかったのは、あくまで一条さんのキスに対する報復、あるいは掣肘せいちゅうと考えていいわけね？」
「はい」
「一条さんがキスをしない限り、あなたは彼女に手を出すことはない……そう解釈して構わないわけね？」
「もちろんです」
　楚々としたポーカーフェイスで岬はこの場を切り抜けることにした。断腸の思いではあったが、さすがにここで本心をぶちまけるわけにはいかなかった。
　初老の寮母はまばたきせずに岬の態度を検分した。編入生の本心を見抜いたかどうかは不明だが、やがて表情に現れたのは苦笑である。
「……文字通りの老婆心で言わせてもらうけど、いくら一条さんの素行に問題があるからといって、あなたが彼女に好き放題振る舞っていいという理屈にはならないのよ？　もちろん、一方的に彼女にしてやられて泣きを見ろと言う気もないけれど。まあ、上野さんならそのくらいのさじ加減はうまくやってくれるでしょう」
「はい、お任せください」
「いいわ。自分の嗜好で他人に迷惑かけないと誓えるなら、昨夜起こったことは目をつむってあげる。引き続き、一条さんのルームメイトとしてすべきことを果たしなさい」
「この女のすべきことって何よ！」
　和佐が吠える。ルームメイトを追い返す算段が潰えてすっかりおかんむりのご様子だ。
「こんなあばずれ娘と同居していたら貞操がいくらあっても足りないわよ！　手遅れな事態になったらどう責任を取ってくれるのよ⁉」
　聞いていた岬は、白髪のルームメイトの印象を変えることにした。人嫌い以前に彼女はわがままで他人任せだ。ある意味お嬢様らしい驕慢さと言えなくもないが、これでは嫌がらせのキスがなくともルームメイトの定着は苦労することであろう。
　シスターが、その驕慢なお嬢様に語りかけた。
「前々からずっとだけど、あなたは内心で周りの生徒のことを見下しているでしょう。編入生の彼女も含めて」
「それが何だと言うの」
「本人の前で否定もしないとはね……。仮に上野さんがあなたより下だとして、その彼女を追い出すために他人の手を借りなければならないとはどういうつもり？　自分の知性を自負したいのならば、せめて私を介さずに自分自身の力で上野さんと話をつけてご覧なさいな」
　聞いていて岬は感心した。白衣の寮母は白髪の少女の気性を熟知しており、それを利用した誘導が鮮やかだった。和佐はもくもくと闘気をわだかまらせ、うなるように応じた。
「……いいわよ。やってみせようじゃない」
「あらあら、勇ましいわね。だけど今は上野さんのルームメイトなわけだから、お洗濯のやり方だけはきちんと教えておきなさいね」
「おせんたく……」
　先ほどの熱気が嘘のように、和佐は虚ろげにシスターの言葉を反芻はんすうする。
「ええ、そうよ。この寮は大所帯だからね。一人に一個の洗濯機なんて贅沢、できるはずないじゃない。ルームメイトと話し合って当番を決め、相手のと一緒に洗うのが洗濯室のルールだということを忘れたの？」
　和佐の反応を見る限り、忘れたというよりそもそも意識していなかったに違いない。なにぶん今までルームメイトがいなかったわけだから。だが、それはすでに過去のものとなってしまった。
　和佐のかんばせが悪寒に染まった。肌に通したものをただ触られるだけならまだましというものだ。だがなにぶん、相手は花も逃げ出す変態淑女の編入生である。その実績は、昨夜のうちに明かされたばかりだ。
　変態淑女に自分の脱いだものを預けなければならないという屈辱に、和佐の顔色は白から青に変化して、最後に発火したような赤になると、その変態のルームメイトに対して挑戦的な言葉を投げかけたのであった。
「私は決して、あなたをルームメイトとは認めないわ」
　そして岬と寮母に背を向けて部屋から出て行ってしまったのである。
　シスター蒼山の制止の声はあからさまに無視され、二人きりになると同じ口から溜息が漏れ出た。
「……私も甘くなったものだわ」
「一条さん、一体どちらへ向かわれたのでしょう？」
　宣戦布告と敵前逃亡を同時に果たしたルームメイトを憂う岬に、寮母は白いヴェールを振ってみせた。
「この学校に身を隠すところなどいくらでもあるわ。どうせ敷地から出ることはないでしょうし、いずれ戻ってくるだろうから安心なさい」
「は、はい……」
「こうなってしまった以上、上野さんには先に学校案内を受けたほうが良さそうね。担当者に会わせてあげるわ」
　こうして一条和佐が寮部屋を飛び出した五分後、岬とシスター蒼山も三号棟の２１７号室を後にしたのだった。
　日の差した廊下にはすでに起き上がった寮生たちがたむろしている。談笑をしていた少女たちも白い修道服を見て一礼し、岬もシスターにならって生徒たちに丁寧に頭を下げた。見知らぬ編入生に彼女たちは戸惑いを隠せずにいたが、感触としては悪くない。
　挨拶をしつつ、寮母は誰かを目で追っていた。そして、ある人物を発見してすかさず声をかける。

　　　　　Ⅱ

「赤城あかぎさん、ちょっとよろしいかしら？」
　シスター蒼山の指名を受け、その少女は長いポニーテールをひるがえして振り返った。直毛の髪は紅茶を透かした色艶をしていた。寝間着姿で表情は眠たげであるが、愛嬌に満ちていて、それでいて先輩としての風格も確かに持ち合わせているように岬には思われた。
　そのポニーテールの少女は、意識をシャキッとさせて二人に対してしっかりと頭を下げた。
「蒼山さん、おはようございます。あ、そちらの方は……」
「そうよ。編入生の上野岬さん。赤城さんに学校案内をお願いしたいのだけれど構わないかしら？」
「きたきたきたッ。はい、喜んで、お任せくださいっ」
　何だか異様なほどの張り切りぶりである。岬が呆気に取られている中で『赤城さん』と呼ばれた寮生は揚々と自己紹介をした。
「初めまして、どうかよろしくね上野さん。私は高等科二年の赤城沙織子あかぎさおりこ。三号棟の寮生委員を任されているわ」
「寮生委員？」
「各棟にいる寮母さんのサポート、それと寮に関するイベントの企画、運営を取り仕切ってるの。とってもやりがいのある仕事よ」
　沙織子のさらなる説明によれば、寮生委員は中等科一年を除く五学年から各棟二人ずつ選出されて構成されるとのことだ。来週におこなわれる新入生向けの入寮説明会も彼女たちの管轄らしいが、中途編入した生徒に対しては各寮棟の寮生委員が個別に対応してくれるそうである。
　シスター蒼山は沙織子に後を任せて立ち去り、二人は本棟の最奥にある食堂へと向かった。
　赤城沙織子は外見に合う裏表のない気さくな先輩で、寮生をサポートする人材として実にふさわしい。だが、その使命感が明後日の方向に行くことがあるようで、食堂にたどり着くまでに岬は「沙織子おねーさんとお呼びッ」と二回も言われてしまった。
　本来なら様々な料理の立ち並ぶ食堂であるが、春休み中ということもあって、メニューは非常に限定的だ。食堂の基本的な使い方を教わると、岬は親子丼定食、先輩はスパゲティナポリタンをそれぞれ注文して席に着く。
　それぞれの健啖けんたんで食事を進めながら、赤城先輩が聖黎女学園について教えてくれた。
「黎女は道路を一本挟んで寮棟区りょうとうくと学舎区がくしゃくに分かれてるの。ここ寮棟区は生活居住だけでなく、食堂や浴場、あと敷地の外れに図書館もあるわ。学舎区のほうには私たちが学ぶ大校舎のほかに、運動部系の施設がたいてい揃ってるわね。テニスコートに温水プール、弓道、剣道部の道場……ついでに茶道部や華道部用の和室もあるわ」
「なるほど。ちなみに大校舎は中等科と高等科が一緒くたになってるんでしょうか？」
「ええ、そうよ。中等科高等科で合同に授業をおこなうこともあるから、先輩後輩の垣根は他の学校より低いかもしれないわね。と言っても、他の学校がどんな過ごし方してるかは私もよくも知らないけど」
　沙織子は幼稚舎からの純・黎女生だということで、他校との交流はあれど、その生活がどういうものかはあまり実感できていないらしい。共学の小中学校の話でもしたら彼女は大いに関心を寄せてくれるかもしれない。
　朝食を済ますと、沙織子は一度自分の寮部屋に引き返し、ライラック色の制服に着替えて再び岬と合流した。制服姿の沙織子は一条和佐ほどではないが、岬の心を華やがせるものであり、しなやかな身体つきもしゅっと引き締まった脚も、目の保養に十分足り得た。
「黎女の寮生さんは学舎区に入る際は制服でないといけない決まりなのよね〜。面倒くさいけど。上野さんも蒼山さんからあらかじめ話が入ってるみたいね」
　何のことだと岬は一瞬思ったが、どうやらこの先輩は自分が寮母の説明を受けてライラック色の制服に着替えたと考えているらしい。本当は違うが、わざわざ訂正するようなこともでもないだろう。曖昧に微笑みながら、先輩とともに本棟の外へ出た。
　岬にとって、日が昇ってからの初めて見る寮棟区の光景である。塀の外から見える箱谷山の雄大な自然と、敷地内の手入れされた緑の対比が見事だった。闇のヴェールが払われ、視覚的な清涼感が訪れた少女を歓迎するかのようだった。
　それから横断歩道を通って学舎区へ。学舎区の風景は自然公園を思わせる寮棟区のそれとは異なり、箱谷山の鬱蒼たる森の一部が色濃く残っていた。
「見て上野さん。もうすぐ隙間から大校舎が見えるわよ」
　赤城先輩の指す緑の群がりを、岬は注意深く見据えた。目を凝らしつつ歩き続けると、枝葉の隙間が大きくなり、白亜の壁面が見えたときには、すでに岬はプルーン色の目を細める必要がなくなっていた。
　壮麗という言葉が似合いそうな建物で、穢れのない白い外壁にはアヤメの花をモチーフにした聖黎女学園の校章が掲げられている。燦然と輝くそれを見ると、岬は改めて少女のためだけの楼閣の一員になったことを実感したのであった。
　しばらくアヤメの校章を見つめていた岬は、やがて視線を下ろし、隣のポニーテールの先輩に呼びかけた。
「あの、赤城先輩……」
「沙織子おねーさん」
「……」
「…………」
　口をへの字にして黙り込んでしまったので、岬はやれやれと思いながら彼女に対する呼び方を改めた。
「……あの、沙織子おねーさん、ちょっとうかがいたいことがあるんですが」
「なになにー、おねーさんに何か用ー？」
　やたらと調子のいいおねーさんに、岬はどうにか溜息を押し殺して尋ねた。
「ご存知の通り、あたしはここに来てまだ数日も経っておりません。そこでお聞かせ願いたいんですが、一条さんはどんな感じの生徒だったんですか？」
「一条和佐さん⁉　ああ、あなたのルームメイトね、うん」
　沙織子の露骨な挙動不審ぶりに、岬は訝しげな視線を投げかけた。白髪少女を憎んでいるわけでもなく、怯えているのとも違う。あえて文章で起こすとすれば「きたか」という表現が適切のように思われた。
　だが、何が「きたか」なのか、このときの岬にはまったく見当がつかない。だから、彼女の本心がこぼれ落ちるまで自由に話させることにした。
「一条さんねえ。まあ、人間嫌いだとは聞くけど、少なくとも彼女が自分から進んで嫌がらせをしたという話は聞かないわね。自分の縄張りに異常に執着する子だけど、相手を冷ややかに睨みつけるだけで解決できてしまうから。彼女が喧嘩っ早い性格だったら、最低でも五回はカイゴ室送りになってたでしょうね」
「カイゴ室？　誰かのお世話をするとか……」
「介護かいごじゃなくて悔悟かいごね。素行に問題のある生徒を翌朝まで放り込む反省部屋みたいなものよ」
　悔悟室は各寮棟の１０１号室にあるという。つまり寮母の仕事部屋と兼用なわけだ。最初からその呼び名があったわけではなく、過去の生徒の誰かがそのあだ名を使ったことで定着していったらしい。
　悔悟室行きを宣告された生徒は、寮母の管理する予定で一日を過ごさなければならず、長大な反省文で合格を得られなければ解放させてもらえないのだとか。思ったよりも面倒な処置に岬が鼻白んでいると、おねーさんは後輩の懸念を愉快に笑い飛ばした。
「あはは！　別に何も起きなきゃ、悔悟室なんか一生お世話にならずに済むわよ。あまり深刻にならないで」
「いやあ、それはもちろん……あはは」
　岬の口から乾いた笑いが出た。昨夜、和佐を襲ったことはルームメイト成立のためのやむを得ない処置として寮母からお目こぼしを受けたわけだが、何度もそれが認められるはずがない。こちらとしては白髪少女とはキス以上のお付き合いをいたしたいわけであるが……。
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　平静を装った顔の裏で、岬は肌色ピンクの妄想に歯止めの利かない状況だったが、ある事実に気がついてその空想が急に打ち切られた。隣の先輩に呼びかける。
「沙織子おねーさん！」
「ようやくちゃんと呼べるようになったわね。……で、そんなに焦ってどうしたの？」
「いえ、些細なことかもしれませんが、おねーさんの説明で一つ気になったことがありまして……」
「わ、私のこと？　そ、それは一体何かしら……」
　わざととも思えるくらい声が裏返る。どうやら指摘される内容におねーさんは心当たりがあるようだった。彼女自身の口から白状する前に、岬はプルーン色の瞳をまっすぐ向けて言い放った。
「簡単なことです。どうしておねーさんの説明には一条さんの嫌がらせのキスについての言及が一切ないんです？」
　寮母が２１７号室に訪れたときは開口一番に「一条さんにキスされなかった？」と心配してくれたが、このおねーさんにはそういう素振りが一切見られないのだ。生徒を気にかける寮生委員としては不自然な態度でなかろうか。
　沙織子の反応はめざましかった。全身をこわばらせ、酸っぱいブドウを口いっぱいに含んだかのような表情が顔全体を支配した。こぼれ出た言い訳は、あからさまなぎこちなさがあった。
「あ、ああ、そういえば、そういうこともあったわねえ。おほ、おほほほほ……」
「先輩、何か隠してますね？」
　わざわざ洞察するまでもない。据わった目つきで沙織子を見つめると、おねーさんは先輩呼びを訂正するどころではなかった。狼狽の限界点が一気に訪れようとしていた。
「ばば馬鹿言わないでちょうだい！　私が上野さんに隠し事するわけ、ななないじゃない！　わ、私がキスごときでうろたえるわけなんかかか……‼」
「赤城先輩⁉」
　紅茶色のポニーテールの髪色ががっくりと落ちる。地面に膝をついた先輩は自身の髪色と並ぶ色の頬を両手で包み、そのまま身動きがとれない有様であった。
　岬も慌てて跪ひざまずき、おねーさんの顔色をうかがおうとしたとき、その彼女の口から弱りきった声がこぼれてきた。
「上野さん、沙織子おねーさんとお呼びなさい……」
　面食らった。いきなり何を言い出すのかと思ったが、彼女の反応を見る限り、そこまで深刻になる必要もないかもしれない。
　アスファルトの地面に何かが一滴、垂れ落ちた。涙ではない。おねーさんの身体を支え起こしたときに岬が目撃したのは、鼻から流れる赤色の線だった。
　その事実に気づいて沙織子の両頬がさらに鼻血の色に近づき、それでも編入生の少女にきちんと礼を述べ、自嘲気味につぶやいたのだった。
「ごめんなさい、見苦しいところを見せちゃったわね。これじゃおねーさんの面目丸つぶれじゃない……」
「いえいえ、かっちりとした先輩より、取っつきやすい点がある方のほうが、あたしはむしろ好きですよ」
「……そう、ありがと」
　後輩のフォローに感謝しつつ、沙織子はちり紙を受け取って鼻に詰めた。先ほどまでさんざん元気だったおねーさんは今やしおしおになって肩を落としている。
「はあ……結局こうなっちゃうのか。編入生さんの前で失態を演じないように何度も練習したのに。上野さんからキスの話題が……ウッッ！　出たとたんにこれなんだもの。あーあ異性のキスならともかく、どうして女の子どうしのキスでこんなにドキドキしなくちゃならないの……」
　沙織子は根本的に誤解している。女の子どうしの接吻だからこそ興奮するのではないか。岬は声を大にしてそう主張してやりたかったが、先輩の恐慌パニックがそれこそシャレにならないような気がして、代わりに無難なことを問いかけた。
「練習したってことは、おねーさんは寮母さんからあたしの学校案内をすることを聞いてたんですか？」
「いえ、でも蒼山さんなら私を選ぶことはわかってたから」
「それはまたどうして？」
「迷える寮生に手を差し伸べるのが私の使命だからよ！」
　得意げにふんぞり返る。胸に手を当てて、堂々たる態度ではあるが、鼻に詰めたちり紙のせいで何ともシュールに映ってしまう。
「たとえ他の人に指名されても、私は降りるつもりなんか毛頭ないから！　涙が出ようが鼻血が出ようが私はおねーさんとしての職務をまっとうするまでよッ」
　朝、寮母から編入生の案内を頼まれたときに「きた」と喜んだのはそういう事情があったからか。やたらと使命感に燃える人間は腹の内で何か良からぬことを考えているのが通説であるが、もしかしたら鼻血のおねーさんは数少ない例外なのかもしれない。
「このような醜態を晒した以上、おねーさんとしては聞き出さないわけにはいかないわよね。上野さんは……その、一条さんにキっ、キス……されたの？」
「はい」
　不用意におねーさんを刺激させないよう、むしろ淡白に岬は応じた。
　その反応に沙織子が驚く。
「……それなのに、そんな平気でいられるわけ？」
「付き合い甲斐のあるルームメイトだと思ってますから」
　岬の笑みは鋭気に満ちていた。
　その言葉自体に嘘はない。一条和佐の容姿を見てお近づきになったのではと指摘されれば返す言葉もないが、下心だけでルームメイトになったわけではない。彼女の屈折した性格をどうにかしたいという思いも確かにあったのだ。
「——すごいわ」
　溜息交じりに沙織子が感嘆する。
「……私にはとてもできそうにないわ。キスだけが理由じゃない。全生徒に喜ばれる素敵なおねーさんを目指してるわけだけど、彼女だけはどうにもならないとハッキリわかるの。蒼山さんから『彼女の相手は私に任せなさい』と言われて、それに甘えちゃってるわけだけど、私より後輩であるあなたが彼女の問題と真摯に向き合おうとしてるのを見ると、今まで逃げてきた自分が情けなく思えてくるわ」
「そんなこと言わないでくださいよ。沙織子おねーさん」
　すっかりダウナー状態になっているおねーさんの肩を岬が優しく叩く。
「人には適材適所というものがありますし、相性だってあるんです。沙織子おねーさんは大勢の寮生さんを気にかけてらっしゃるんですから、それだけで十分素晴らしいとあたしは思いますよ？　あたしはたまたま、一条さんと相性が良かっただけなんです」
　悪びれもなく岬は関係を既成事実化した。和佐が聞いたら物凄い渋面を浮かべそうだが、今は考えないことにする。
　後輩に励まされ、なおかつ至誠な（ように見える）態度を受け、沙織子おねーさんはぽかんと口を開けてしまう。やがて、急に茶色の瞳を潤ませ始めた。
「上野さん、あなたって人は……！」
　胸打たれたような声を沙織子は発した。ウブなだけでなく非常に涙もろいおねーさんでもあるらしい。このまま感極まれば編入生の少女に抱きつきかねない勢いだ。それはそれで岬にとって望ましい展開ではあるのだが。
「……そうよ、そうよね！　いくら苦手意識をあったとしても、寮生を見捨てるなんて決して許されないことよねッ。ありがとう上野さん。あなたのおかげで私、覚醒したわ。どうか何かあったら遠慮なく私に助けを求めにきてちょうだいね。力になってあげるから！」
「あ、ありがとうございます……」
　岬が声を詰まらせたのは、感動よりも焦りのあらわれだった。ここまで熱烈に賞賛されると、本性をあらわにすることなんてとてもできそうにない。むろん、進んで変態的嗜好をおねーさんに明かすつもりはないが、彼女の熱意が暴走した暁には、それがどこに向かい出すかまるで見当がつかない。
　なぜだか、とてつもなく嫌な予感がした。
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　寮棟区内にある図書館は、休日でも開館時間は午前七時と非常に早い。勉強熱心な生徒たちに配慮したものだ。
　２１７号室を飛び出した一条和佐はその後、まっすぐそちらへと向かっていた。人嫌いだが、一方で勉強家である彼女が開館時間と同時に図書館に入ることは珍しいことではなく、顔なじみの司書から許可を得て、禁帯出資料室に訪れるのもいつものことであった。
　シスター蒼山と同年代の司書は、決して勘の鋭い女性ではない。白髪少女が禁帯出資料室で本当は何をしていたのか、長い間知らなかったのである。
　むろん、埃っぽい空間で専門的な書物を読む時もあるが、今回は違う。このときの和佐は書架に眠る書物には目もくれず、部屋の奥にあるもう一つの扉に手をかけていた。
　開いた扉から春の陽光が降り注ぎ、その先に、平時なら誰も訪れなさそうな空間が広がっていた。高い塀が目の前にそびえ立ち、古くなった備品が野ざらしにされている。清潔さが売りの聖黎女学園にもこのような箇所は存在するのだ。
　一歩外へ出て扉を閉めると、和佐はハンドバッグから携帯端末を取り出し、メッセージ機能を開いた。操作の時間はごくわずかだった。文字すら入力しない。
　梟のスタンプを一つ、送信しただけである。
　それが白髪少女にとっての『来て』という合図だった。やがて相手から同様にスタンプによる返信が届く。白くてずんぐりむっくりのアザラシの赤ん坊がドヤ顔を決めているもので、なぜか頭にキノコが生えていた。いちおうこれが相手からの『了承』ということになる。
　端末をしまって待つこと数十分、図書館裏の狭い空間を通ってやってきた慌ただしい足音を和佐は聞き留めた。
「姉様ッ。遅れてしまい、申し訳ございません……」
　早足で駆け寄った少女がうやうやしく頭を下げる。和佐は驚いた様子もなく、社交辞令に彼女の来訪をねぎらった。
「そうそうに悪かったわね。円珠えんじゅ」
「とんでもない！　私は姉様のためならば、いついかなる時でも馳はせ参じる覚悟ですからッ」
　岬やシスター蒼山が見たら目を見張ることだろう。和佐は美少女だから、密かに想いを寄せる生徒がいたところで不思議ではない。だが、人嫌いと目された和佐が満面の笑みではないにせよ、やってくる生徒を拒否しないことは、彼女の気質を知るものからすればほとんど異常事態であった。
　彼女こそが先ほど一条和佐と通信していた相手で、名前は日生円珠ひなせえんじゅと言う。円珠は中等科三年に上がる少女で、年齢的には和佐を「姉様」と呼んでも差し支えないが、栗色のミディアムボブは、白髪の姉様と血のつながりのないのは明らかだ。胡桃のような色と形状の瞳が印象的で、控えめだが、姉様に対するまっすぐな情念がうかがえた。
　ゆったりとした若草色のワンピースに身を包む円珠は、一条和佐の家ほどではないが、それなりに大きな企業のご令嬢にあたった。二年前の社交パーティで大人たちの輪から逃げ出した円珠は、同じく会場の外で休んでいた和佐の姿を見て一瞬で魂を染め抜かれた。普段は気の弱い円珠が、このときだけは和佐の硬質な感情も気にならず、心身を前のめりにして詰め寄ったものだ。
　憮然としながらも、和佐がお近づきの申し出を受け入れたのは、友好よりも打算の思惑があったからだ。人付き合いは好まないが、手足として使うには円珠の従順さは好都合と判断したのである。
　承諾した際、和佐は円珠にこう告げた。
「まずは私の学校に入れるように努力することね。むろん、私のそばに居続けたいのなら編入試験の成績だけじゃとうてい足らないでしょうけど」
　尊大な態度を激励と受け取った円珠は、親に頼み込んで進路を聖黎女学園に変更してもらい、その編入試験に見事に合格して一条和佐との再会を果たしたのだった。
　和佐と円珠の逢瀬は、すべて極秘で執りおこなわれた。和佐としては周りが距離をおいてくれたほうが都合がよかったし、円珠としても二人きりの関係をわざわざ晒したいとは思わなかったのである。
　図書館裏での二人の関係は二年間続き、和佐は円珠の『姉様』呼びを認めるほどになっていた。この程度で『妹』が気持ちよく働いてくれるのであれば、呼び名くらいは認めてやっても問題はなかった。
　その姉様が白髪をかき上げ、硬い口調で言い放つ。
「編入生の女はいまだ私のルームメイトでいるわ」
　円珠の中に軽い衝撃があった。彼女は三年前のルームメイトの件もすでに聞いており、新たにやってきた編入生も彼女の二の轍を踏むものと信じて疑わなかったのである。
　姉様が押し付けられたルームメイトを追い出すのに手を抜くとも考えられず、それを乗り越えたという編入生に、円珠はかすかに興味が湧いた。
「一体、その編入生の方は何者なのでしょう……？」
　だが、白髪の姉様は問いに答えず、妹に対して突然このような質問を投げかけた。
「円珠、あなたは東野暁音ひがしのあかねを知っていて？」
　面食らった円珠であるが、やがて姿勢を正して頷いた。
「東野先輩ですか？　確かにご存知ですが……」
「彼女と話せる？」
　胡桃色の瞳がさらに丸くなったが、これも首肯にいたるまでの時間は短かった。
「可能です」
「なら彼女に伝えて。私は昨夜、編入生の上野岬に嫌がらせのキスをし、寝ていた際に寝間着をひん剥いてやったとね」
「へ……ふええぇぇっ⁉」
　一瞬で耳の先まで真っ赤になった円珠に、白髪の姉様は底冷えに近い視線を浴びせかけた。
「あくまで噂よ。誰があの女の着たものをむしったりするものですか。ただ、そう言っておけば暁音は目の色を変えて編入生の娘を私から遠ざけようと試みるでしょう」
「な、なるほど……」
　辛うじて円珠は頷くことができた。
　東野暁音の和佐嫌いは有名である。
　他の少女たちのようにつるんで陰口を言い合ったりするわけではないが、むしろ一切触れようとしないところに彼女の憎悪が如実に現れていた。一条和佐の存在を認知しようとしないのだ。それゆえか、視界に白髪美少女の姿をとらえた時の暁音の不機嫌ぶりにはぞっとさせられる。普段は気さくで人当たりの良い先輩なのであるが。
「確かに……編入生さんが酷い目に遭わされたと聞けば、あの人はじっとなさらないと思います」
「むしろできなかったら、私への憎しみもただの虚仮こけ威おどしということになるけれどね。まあ、あれが怒り狂うのであれば噂の内容などなんだって構わないわ。円珠に任せる」
「何でも……はい、了解いたしました」
　丁寧に一礼し、円珠はじっと動かずに姉様の態度をうかがった。行きなさいとの指示があるまで引き上げるわけにはいかない。それが忠義であると円珠は思っていたのだ。
　だが、次に姉様がもたらした質問は思いがけないものだった。
「それにしても、あなたに東野暁音とのつながりがあったとはね……。指示しておいて何だけど、まさか即答されるとは思わなかったわ」
　暁音は高等科一年、円珠は中等科三年に、それぞれなる予定だ。しかも、所属する部活もまったく違う。普通に学校生活を送っていれば縁の持ちようのない二人であるが、それに対して円珠はカスミソウのような笑顔で応じたのだった。
「先輩とは趣味が共通してるんです。ほら、こちらッ」
　和佐の前にぬいぐるみが突き出された。円珠がスタンプでよく使うキノコを生やしたアザラシだ。彼女がその奇妙な生き物の大ファンなのは知っていたが、最大の疑問は円珠の顔よりも大きなぬいぐるみを手ぶらの彼女がどこから取り出したということだ。
　灰色の瞳を見開かせる和佐に気づかぬ様子で『妹』はなめらかに語り始める。




「この子は『海洋生物ＫＩＮＯＫＯ』シリーズで一番人気のキノコアザラシちゃんで、大好物のキノコを食べまくっていたら、頭にキノコが生えてしまったらしく、しかも頭のキノコが取れてしまってもすぐに新しいものに生え変わるという設定でして」
「……まあ、つまり。東野暁音もその生き物が好きだと言うわけね」
「どちらかといえば、東野先輩はそのシリーズのシロナガスキノコクジラさんがお好きなようです。キノコアザラシちゃんは近年ではグッズ販売に留まらず、ＣＧを駆使して作られた動画もすでに一ヶ月で登録者数が五万を超えたと話題になりました。しかもそしてさらについになんと」
「……………………」
　何だか自分の頭にまでキノコが生えてきそうな気分だ。和佐は無為な時間を使ったことを激しく後悔し、疲れた表情で高速に動き回る円珠の舌を止めさせた。彼女は我を忘れて喋っていたことを恥じていたが、自分の熱中していることを姉様に打ち明けられて悪い気はしなかったようである。
　役目をきちんと果たすようにと強く念を押して円珠を送り出すと、浮ついた足どりに一抹の不安をおぼえながら和佐は禁帯出資料室へと引き返した。書籍に目を通して時を待つ。
　和佐の懸念は、幸い杞憂に終わった。
　日生円珠はきちんと役目を果たしたのだった。東野暁音に噂を伝達し、そして彼女は尻に火がついたような勢いで編入生の居場所まで突撃していったのである。




第三章　乙女たちの不本意な結末
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　大校舎の内部を歩いた岬は、早くも他の学校との格の違いを思い知らされていた。広さも清潔さも設備の充実さも、平凡な小中学校時代のものとは比較にならない。
　新たな場所を見るたびに率直な驚嘆を岬は口に出し、沙織子の気をいたくよくさせた。鼻血から完全に立ち直り、鼻に詰めたちり紙はすでにゴミ箱の中。手を当てた胸を勢いよく反り返らせ、編入生の質問に得々と答えていく。
　一時間ほどかけてあちこちの場所を見て回り、白亜の大校舎を出ようとしたとき、沙織子の足がふいに止まった。岬もそれに倣い、おねーさん同様に正面玄関をじっと眺める。
　大校舎は盛り上がった地面の上に建てられ、正面玄関と校内道路のあいだを十数段の階段でつないでいる。横幅が広いため、生徒一同は『大階段』と呼び親しんでいた。
　その大階段を現在、制服姿の少女が駆け上がっていた。上り終えると、速度を緩めず二人のもとへやって来る。
「沙織子おねーさんッ！」
　岬が口にするよりもずっと自然に響いた『沙織子おねーさん』である。声変わり前の少年のような声は緊迫をはらんでいたが、沙織子が気になっていたのは彼女の態度とはまったく別のところにあった。声が完全に呆れ果てている。
「東野さん……どうしたというのよ、その頭」
　突然現れた彼女の髪はチョコレート色のショートカットだが、その髪が今、通り雨にやられたかのようにしっとり濡れていた。それでいてライラック色の制服が無事なのが何とも奇っ怪である。
　東野さんと呼ばれた彼女は、岬と同等の背丈で、肌は浅く日に焼けている。紺色のボレロは羽織っておらず、スカートの丈はちょっぴり短くしていた。そこから伸びる脚は長く、しゅっと筋肉が引き締まっている。
　短髪の少女はおでこに張りついた前髪をわずらわしげに払いながら、いきなり彼女にこう申し出たのであった。
「すいません、沙織子おねーさん。彼女の学校案内の役目を代わってもらえないでしょうか？」
「はあ？」
　いきなりの要求に、おねーさんの右の眉が勢いよく跳ね上がった。
「何言ってるの東野さん。蒼山さんから仰せつかった役目を投げ出すなんて、できるわけないでしょうがッ」
「そのシスターから許可はもらってます。本人に直接確かめてもらってもいい」
「なんですって？」
　今度は左の眉が吊り上がる。岬は耐え切れず、おねーさんにそっと尋ねた。
「すみません。沙織子おねーさん、こちらの方は……」
「ああ、ごめんなさい。紹介がまだだったわね」
　改まった様子で沙織子が濡れた髪の少女をかえりみる。
「彼女は東野暁音さん。上野さんと同じ高等科一年になる子で、所属はお察しだろうけど水泳部」
「なるほど」
　岬は頷いたが、水泳部だろうが何だろうが頭を濡らして校内を走り回るようなことなどあるものだろうか。もっとも、赤城先輩は暁音の状態にこれ以上気を留めず、両手を腰に当てながら短髪の後輩を睨みつけた。
「確かあなた、この時間はまだ水泳部の午前練のはずでしょ？　部活はどうしたのよ」
「部長に頼んで抜け出させてもらいました」
「ふうん……。それで、蒼山さんには何と言って許可をもらったのよ？」
　暁音は今後はややためらった様子だった。
　黒々とした瞳を編入生の少女に向けてこう言う。
「そこの編入生が一条和佐の嫌がらせのキスを受け、あちこちにキスマークをつけられたと聞きまして……」
「きすまあく……⁉」
　沙織子の声が見事に引きつった。
「シスターにそのことを尋ねたら、そんなこと聞いてないわと一蹴されてしまったので、なら編入生の彼女に会って本当のことを確かめるまでだと思ったんです」
　プルーン色の瞳をしばたたかせて、岬は東野暁音という少女を見つめた。シスター蒼山が聞いてないのも当然だ。そのような辱めの事実など存在しないのだから。
　岬は当然、日生円珠の存在など知りようがなく、あちこちにキスマークをつけられたというのが、彼女の完全な創作デッチアゲであることも知らない。その一方で、暁音も円珠と和佐がつながっていることを知らない。円珠からもたらされた情報が虚報ではないかと疑われ、目に見えて戸惑っている。
　岬は首を振り、白けた様子で言葉を放った。
「誰から聞いたのかは知りませんが、そんなでたらめを吹聴するような方が、この学校には存在するんですか？」
　自校の名誉を傷つけられ、おねーさんはすぐさま『きすまあく』の呪縛から立ち直り、義憤の視線を暁音に向けた。
「嘘だというなら承知しないわよ。一体誰からそんなふざけた話を聞いたのよ？」
「いや、聞いた相手も又聞きみたいでしたから……」
　沙織子の怒りに気圧され、暁音はしどろもどろの対応になり、円珠の名を出すのをためらった。このとき沙織子は、強権的に後輩から情報を引き出そうとするべきではなかった。
　岬は真顔で沙織子おねーさんに向き合った。
「すみませんが、彼女と二人きりで話をさせていただけませんか？　沙織子おねーさんは寮棟区に戻って、噂の出どころの調査をお願いしたいんです」
「そ、そうね。こんな嘘、許せるわけないものねッ。上野さんが服の下にキスマークだなんて……ウウッ！」
　誰も『服の下』とまでは言っていないのだが。
　余計な発言で、余計な妄想を働かせた赤城先輩は再び鼻と口を押さえてよろよろと大校舎を後にした。大階段を駆け下りる音が聞こえなくなると、岬は改めて短髪の少女と正対した。好意的とは言いがたい態度は一条和佐と共通するものがあったが、こちらはずいぶんと野性味にあふれている。
　うなるような声が暁音の口から漏れ出た。
「……一条の野郎に襲われたのがでたらめだと？」
「そう言ってるじゃない。ひどい話だよねー。根も葉もない噂話で他人を傷つけようとするなんてさ」
　一条和佐のときと違ってくだけた口調になる。確かに、ひどい話だと岬は思っていた。現実の一条和佐も、本気で自分を追い出したいのなら、せめてそれくらいの気概を示してもらいたいものだ。
　和佐にあらぬところをキスされる妄想を思い描きつつ岬は可憐なかんばせを引き締めていたが、次に放たれた暁音の回答には目を見張った。
「嘘を吐くんじゃない。ルームメイトがやってきて一条の野郎が何もしないはずがないだろうが！」
　岬は珍しいものを見るような目つきになった。ここまできっぱりと事実を否定されるとは思わず、あまりのことに腹も立たなかった。
　怒れる少女に、岬は慎重に問いかける。
「あのね、東野さん」
「私のことは暁音でいい。こっちも岬って呼ぶから」
「じゃあ暁音。もしあなたの言うことが事実だとしたら、あたしは呑気に沙織子おねーさんの案内を受けていられるのかな？　心に傷を負ってふさぎ込んでいるのが普通でしょ」
　指摘されて、暁音は真面目に考え込んでいる。明らかに運動系に見える少女であるが、頭の回転が鈍いようには見えない。もっとも、一条和佐の場合もそうであったが、今の岬の清楚なかんばせから変態淑女と即座に見抜くことはできないようだ。
「……本当に、何もされなかったってのか？」
「うん。嫌がらせのキスを二回ほど受けただけ」
「結局受けてんのかよ⁉」
　暁音の日に焼けた顔がどす黒く染まった。掴みかからんばかりの勢いで編入生の少女に詰め寄る。
「そんなことされてなんで逃げなかった⁉　仮にあの噂がでまかせだったとしても、あいつのところに居続けたら、いつか本当にそんな目に遭わされるかもしれないんだぞ⁉」
　岬としてはむしろそれを切望しているわけだが、喧嘩腰の暁音に言うのはリスクが高すぎる。
　困った顔で言い返した。
「でも、あたしが去ったら一条さんはまた一人になっちゃうんだよ？　あれほどの綺麗な人が不憫な思いをしたまま卒業しちゃうなんて、あたしは見過ごすなんてできないな」
「あいつは好きで独りでいたいんだから、そっとしときゃあいいだろ！　お前がお節介焼いたところでしっぺ返しを食らうのがオチだ。それだけじゃない。一条を嫌ってる奴は私を含めて大勢いるんだ。もし、あいつと仲良くしようってもんなら、その連中を全員敵に回すことになるんだぞ⁉」
　必死の形相で暁音は叫んだが、岬はここで驚くべき行動に出た。唐突に暁音から顔を背け、いきなり玄関口を出ようとしたのである。
「……お、おい！　どこへ行きやがる⁉」
　話を勝手に切り上げるかたちで出て行こうとするのだから暁音が声を荒げるのも当然だ。岬はすぐさま足を止め、暁音に対して小悪魔的な笑みを浮かべて振り返った。
「暁音こそ何しているのかな？　おねーさんの代わりに来たんなら、きちんと学校を案内してくれないと困るよ」
「なんだと⁉」
「そんな大きな声で叫ばなくてもいいから。あ、そうだ。あたし、プールがいいな。暁音のツテなら部外者のあたしが覗き込んでも平気なはずでしょ？」
　とたん、暁音の顔に焦りが広がった。
「な、なんでよりによってプールなんだよッ」
　のけぞる暁音の心を見透かすように、岬はさらにいたずらっぽく目を細める。
「なんでって言われてもなあ。校舎はすでに見終えたし、あたしはむしろ暁音が慌てる理由のほうがわからないな。部長さんからちゃんと許可をもらってるなら引き返したって別に問題はないはずでしょ？」
「ぐうっ………！」
　せっかく乾きかけた暁音の短髪が今度は冷や汗でぐっしょり濡れるかと思われた。重々しく頷くまで彼女はどこまでもうなり続けた。部活を強引に抜け出したと自白したも同然の反応だった。
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　聖黎女学園の屋内プールは学舎区内にある体育館の隣に併設されている。温度と湿度は常に一定に保たれ、柔らかな日差しがプールの水面を反射し、天井に巨大な水影を映し出していた。
　岬はプールサイドチェアに腰かけ、ゆらめくプールの水面を眺めていた。右手にはストップウォッチを、左手には記録用紙を挟んだバインダーを持ちながら、軽やかに打ち付けられる水音に耳を傾けている。
　せっかくのプールだが、このときの岬は水着姿ではなかった。制服は紺色のボレロだけを外し、ローファーと紺のハイソックスも脱いでいる状態だ。まるで温室にいるかのような熱気と湿気に、肌に薄汗が滲んでいるのが実感できる。
　そもそも、なぜ岬が記録係のようなことをさせられているのか。
　きっかけは数十分前までさかのぼる。
　東野暁音は「部長にはちゃんと話した。ただ返事聞く前に駆け出しただけなんだ」と必死に言い訳をしてから、引き続きルームメイト解消をひたすら訴えかけつつ、岬を屋内プールまで導いた。そこで、ちょうど練習を終えた部員たちと鉢合わせになり、暁音は鉛を飲み込んだような顔になる。
　脱走犯の短髪少女に部員たちが殺到したが、それを制して手を差し出してくれたのが水泳部の部長さんである。
「暁音ちんが脱走したことは顧問には黙っといたげる〜。こちらの彼女さんに記録を三本とってもらったらね〜」
　部長の差し伸べた手が天使のものか悪魔のものか、今でも暁音は判断がつかない。だが、いずれにせよ彼女に選択の余地はなかった。顧問の雷を回避するためにも編入生の少女の協力を仰ぐしかなかったのである。
　暁音の水着姿を見られると知り、岬は暁音の頼みを快諾したが、部長さんの意図を考えないわけにはいかなかった。こちらに対して意味ありげな視線を向けたのは「今後も水泳部をご贔屓に〜」ということだろうが、残念ながら、水泳部に入る意思はこれっぽっちもない。
　プールの縁に手がかかり、岬は急いでストップウォッチを止めた。白い飛沫を散らして暁音が水面から跳ね上がる。
　キャップとゴーグルを競泳水着の肩紐に挟むと、岬のもとにやってきて記録用紙を覗き込んだ。
「ちゃんと記録できたかよ？」
「うん、たぶん大丈夫」
「そうかい。まあ、なんだっていいんだけどな」
　投げやりに言い放ち、暁音は自分で用意したタオルで頭をふき始める。
　その様子を岬はさりげなく観察した。
　暁音の身につけた競泳水着は、紺色の地に赤と白のラインが入ったシンプルなものだ。シンプルゆえ、彼女の肢体のラインを惜しげなく際立たせている。胸のふくらみはまだまだ発展途中ではあるが、腰回りはスポーティに引き締まっており、対して小尻から太ももにかけての曲線はあどけない柔らかさを秘めていた。首筋から肩甲骨にかけて水滴が艶かしくつたい、競泳水着の繊維は水分を含み魅惑的な照りを見せている。すました顔をしながら、岬はハイビスカス色の喜びに打ち震えていたのだった。
　二人が口を閉ざす。すべての音がプールに吸い込まれるかのような静寂が満ちたが、ややあって暁音が再び口を開く。
「一条と一緒にいたっていいことなんて何もないんだぞ」
「まだその話を引っ張るんだねえ。暁音ってさ、ひょっとしなくても一条さんのこと嫌ってるの？」
「あいつと一緒にいたいってほうがどうかしてる」
　唾でも吐きかねない様子で暁音は言い、何の前触れもなくプールサイドを歩き始めた。先ほど勝手に話を切り上げた意趣返しなのだろうかと疑いながら、『どうかしてる』認定を受けた岬は、プールチェアから立ち上がって競泳水着の少女の後を追った。
「暁音が一条さんを嫌うのはわかるけどさ、だからと言ってあたしまで巻き込まないでほしいな。何が起ころうか暁音の知ったことじゃないじゃない」
　冷たくあしらわれて、暁音は足を止めて剣呑な目つきで振り返った。
「人が心配してやってるのになんだ、その態度は」
「それについては感謝するよ。だけど、よく考えてみて。そもそも暁音はこの噂を流した張本人は誰だと思う？」
「張本人だあ？」
「あたしはこの噂を流したのは一条さん自身だと思うんだ」
　暁音は露骨に馬鹿にしたような顔つきになった。
「なんで一条が自分のしたことを吹聴したがるんだ」
「そうだとすれば腑に落ちることがたくさんあるんだよ。だいたいさ、キスマークをつけたことが事実だとしたら、そのことを知ってるのは一条さんだけじゃない。あなたが誰から情報を又聞きしたかは知らないけど、一条さんから直接そのことを口伝くでんしてもらわなければ、こんな噂は出てこないはずなんだよ」
「馬鹿言うな。一条に手を貸す連中なんかいるもんか」
「それはどうかなあ？　一条さんは気難しい性格かもしれないけど美人さんでしょ。彼女の容貌に惚れ込んで密かに忠誠を誓っている人がいてもおかしくないんじゃない？」
　暁音はうなった。どれだけ憎い相手でも彼女の美貌を否定するのは難しいようである。和佐の美貌に生徒がコロリとやられてしまう可能性はゼロとは言えない。もっとも、暁音はその対象を円珠と結びつけようとはしなかった。
　派手に舌打ちをして、柄も悪く言葉を吐き捨てた。
「あんな奴に協力したがる馬鹿な奴もいるもんだな」
「何言ってるの。暁音も一条さんの悪だくみに十分加担してるじゃない」
「なんだとお？」
　暁音の両目が凄絶な怒気で血走り始める。
　岬はそれに気づかないふりをして語り続けた。
「一条さんがこんな噂を流したのは、暁音があたしにルームメイトをやめろと訴えかけてくれると確信してたからじゃないかな？　あたしを追い出すためなら自分を貶めることくらい平気でやりそうだもん。あなたは一条さんにまんまと利用されたんだよ。これであたしが出て行ったら、一条さんは手を叩いてあなたに感謝するだろうね」
　ことさら意地悪く言ったのは、和佐に利用されている事実を印象付け、暁音のルームメイト解消を諦めさせるという魂胆があったからだが、岬の予想は大きく外れた。
　けたたましい咆哮が響き渡り、次の瞬間、岬の身体は宙に投げ出された。怒れる競泳水着の少女に突き飛ばされた制服姿の編入生は、プールサイドを飛び越え、次の瞬間、プールの水面に白い巨大なあぶくの花を咲かせていたのである。
「…………」
　岬は今の自分の状況がまったく呑み込めなかった。無意識で濡れた前髪を払いのけると、先ほどまで自分が踏みしめていたはずのプールサイドに競泳水着の少女が慌てふためいているのが見える。
「お、おい、岬。泳げるかー……？」
　ようやく我に返った岬は、あたりを見回し、近くにただよっていたストップウォッチとバインダー（挟まれた用紙は耐水性のため無事）を回収した。それから生まれて初めての着衣での立ち泳ぎに挑戦し、差し出された暁音の手を掴み引っ張り上げられる。
　暁音は自分の非を認めることに関しては潔かった。濡れネズミになった岬に対して盛大に頭を下げる。
「悪い！　突き飛ばすつもりはなかったんだ！」
「ううん、こっちこそ怒らせるようなこと言ってごめん。でも……さすがに困ったな」
　自分の姿を見回して苦笑する。ライラック色の制服は今や深ブドウ色に変色させており、制服の下も当然、びしょ濡れであった。
　暁音は内線で三号棟の寮母と連絡をとった。そして２１７号室から予備の制服と下着を届けてもらう間、二人は屋内プールにあるシャワー室で身を清めることにしたのだった。
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　屋内プールに付属されたシャワールームは、床面の広さもシャワーの数も、一部活の部員たちが交代で浴びるには申し分なかった。ただ寮棟のシャワーブースと違って仕切りは存在せず、同じ空間にいる相手に裸体を見せつけあうことになってしまう。
「こんな開放的なつくりで大丈夫なのかな？　すっぽんぽんに抵抗のある子がいたら大変だと思うけど……」
「他の運動部との折り合いだよ。水泳部だけ専属のシャワー室があるのに、そのうえプライバシーまで完全に守られてるとなれば、共同で使ってる部員らから盛大に恨まれることになるだろ」
「そっちのシャワー室には仕切りがあるんだね」
「そういうこった」
　答えつつも、暁音の表情には覇気がない。岬を突き飛ばした後ろめたさもあるだろうが、一条和佐にいいように使われていたと指摘されたことが相当に堪えたのだろう。
　プールに落とされた岬のほうがむしろ平然としていた。もっともその岬は、内心では暁音のみずみずしい裸体を見て歓喜に打ち震えていたわけであるが。




彼女の肢体は日頃から運動しているだけあって岬よりも引きしまっており、浅く日に焼けた肌に水滴が張りつき、スポーティな色香を引き立たせていた。
　ここではシャンプーは各自持ち込みで、当然岬は持っていない。そのため暁音からシャンプーを借り受けることにしたが、岬はすぐには自分の場所には戻らなかった。
「……あたしの裸を見てみなよ」
「ぬなッ」
「変なことを想像しないで。あたしの身体にキスマークが本当についてるか確認してほしいって意味なんだけど」
　変なことを期待していたくせに、ぬけぬけと言い放つ。暁音は露骨に胸を撫で下ろすと、噂の真偽を確かめるために、編入生の裸体を至近距離から眺め回した。憎き一条和佐の罪を証明するために熱心に検分したが、ややあって彼女の表情に変化が訪れる。沙織子おねーさんほど大袈裟ではないが、短髪の少女の中に狼狽と恥じらいが訪れたのだ。
　それだけの値打ちが岬の体躯にはあるかもしれない。三つ編みはすでにほどかれ、余すところなく晒した白い肌に長い黒髪が蠱惑的にまとわりつく。全身の肉づきもたおやかで、同性からしても陶然とするものなのかもしれない。
　もっとも、平静でないのは暁音だけではなかった。
　一糸纏わぬ姿を舐め回すように見つめられた岬は、唇を引き結び、熱い吐息を押し殺した。後背にキスマークがあるかどうかを確かめるために長い黒髪を持ち上げられたときは、思わず清楚の殻が割れ、変態淑女の本性がはじけ飛びそうになったほどであった。
　岬の裸体を調べた暁音は、流れた噂が嘘であると観念せざるを得なかった。虚報に散々振り回されて疲れた様子で肩を落としたが、黒い瞳を見る限り、ルームメイト解消の件はまだ諦めきれいないようだった。
「……デマでも一条の思惑通りでもいい。お前を絶対、あいつのもとに居続けさせるわけにはいかないんだ」
「こだわるねえ。理由を聞かせてくれる？」
　ここまで来ると、単に一条和佐の態度が気に食わないだけとも思えない。何か特別な事情がなければしつこく食い下がることもないはずだ。
　岬の問いに暁音は非常に言いづらそうな反応を示したが、彼女を突き飛ばした負い目もあったのだろう。やがて、ぽつりと語り始めた。
「……幼馴染なんだ」
「えっ？」
「一条の三年前のルームメイトは、私の幼馴染なんだよ」
　予想外の回答だったが、それだけで岬は暁音の想いを把握することができた。声が同情するものに変わっていく。
「なるほど……ね。そりゃあ暁音が恨むのはもっともだ。最初からそれを話してくれればよかったのに」
「幼馴染がキスされて頭に来てるのはあくまで私個人の事情だからな。そんな理由じゃあお前のことを納得させられないと思ったんだ」
「暁音の怒りは理解できるよ。でも、ルームメイトをやめろって言うのはやっぱり聞けないかな」
「結局、駄目なのかよ……」
　悔しげにうつむく暁音だが、そんな彼女に岬は魅力的な笑みを浮かべて顔を近づけた。
「……で、暁音はその幼馴染さんのことがどれくらい好きなわけ？」
「ばっ！」
　文字通り、暁音は飛び上がった。
「ば、馬鹿言うなよ！　幼馴染って女だぞ⁉」
「そりゃ女子校の寮生ならそうでしょうよ。それに女の子どうしで愛し合ってもあたしは別に気にしてないよ？　同性にファーストキスを奪われて腹を立てるなんて、よほど幼馴染さんが大好きでないとできないと思うんだ」
　ここまで堂々と踏み込まれると、腹を立てるのも馬鹿馬鹿しくなる。
　暁音は湯気よりも濃い溜息を吐き出し、額を押さえた。
「確かに、あいつは私とずっと一緒で、関係も悪くないとは思ってるよ。それが愛だが何だがは知らないがな。その大事な幼馴染が、一条の勝手な都合で傷つけられたんだ。許せるわけがないだろ」
　黒々とした瞳に見えない炎が燃え上がる。
「お前はまだ事の重大さをわかってないからな。だが、あいつにキスされたことをいつか後悔することになるぞ。好きでもない相手に身体をもてあそばれた時の屈辱や絶望感を、これ以上誰かに味わってもらいたくないんだ」
「暁音は優しいね」
　岬は静かに暁音を見つめた。嫌味のない、心からの賛美であった。その気持ちが通じたようで、暁音は褒められ慣れていない調子で顔を背ける。
「なら、あたしも一条さんのルームメイトになりたがる理由を教えてあげないといけないね」
「……一条の将来を心配してたんじゃなかったのか？」
「もちろんそれもあるけどさ、というか、そっちがメインなのは今でも変わらないから。最初にそれだけは断っておかないと」
「ずいぶんもったいぶるな。理由とやらはどうした？」
「理由、ねえ。これがそうだよ」
　言うと同時に、岬は暁音の肩甲骨に指を滑らせた。かなり意味ありげななぞり方であった。引き締まった暁音の肢体がピアノ線のようにピンと張り、目を白黒させながら編入生の少女の顔を見つめる。
　何しやがる、と問う隙も与えず、岬はスポーティな少女を壁際に追いやり、壁に手を押し当て、前身を近づけた。たおやかな曲線を張った乳房が触れ合う直前まで迫っている。
「騒がないで。誘いかけてこない限り何もしない」
　変態淑女の笑みを清楚なかんばせに飾りながら、岬は念を押した。信じてもらえるかは限りなく怪しいが、暁音は完全に平常心を失っているようで、その言葉に応えるどころではないようだ。
「ただ、あたしが一条さんに何を求めてるかを知ってほしいだけなんだ。あたしが一条さんと寮部屋で密かにいちゃいちゃしてようが、暁音は別に気にならないでしょ？」
「いや、気になるとかそういう問題じゃ……」
　ついさっきまで人畜無害そうだった編入生の変容に、暁音はまだ置いてけぼりの状態だ。もっとも、身動きがとれなかったのは事態についていけないだけでなく、岬の艶麗な肢体と雰囲気に呑まれたせいもあった。編入生の表情はきわめて扇情的で、暁音は貞操の危機を脳裏に描いた。ついには壁にもたれてずるずると崩れ落ち、尻餅をつきながら悲鳴交じりに叫んだ。
「ち、ち、近づくな‼」
　平時であらば手も足も十分に振るえた暁音も、真に危機的な状況におちいると虚勢めいた声を張り上げることしかできない。そんな彼女に視線を合わせて、岬は四つん這いになって顔を近づけた。
「暁音のこと、もっとドキドキさせたいなあ……」
　色っぽいささやきとともに、岬は投げ出された暁音の手に自分の手を重ねた。手と手が触れ合うだけで、暁音の心臓が小魚のように跳ね上がる。腰がさらに砕け、口から出るのは呼吸だけだ。室内にシャワーの水音だけが満ちている。
　花も恥じらう変態淑女が喜悦に満ちた表情で暁音の困惑するさまを見つめていた時、突然シャワールームの扉が勢いよく開かれた。二人が反応するより先に、呑気な声が響く。
「上野さーん、蒼山さんに頼まれて制服と下着を届けにきたんだけど……」
　中を覗いた赤城沙織子の表情が一瞬で凍結した。変態淑女の少女も四つん這いの姿勢のまま、突然現れた先輩を見て全身をこわばらせている。不敬にも編入生の少女は、ポニーテールの先輩に尻を向けるかたちとなってしまったのだ。
　おねーさんの視界には、壁際にまで追い詰められた暁音を編入生の少女が手籠めにしているとしか映らなかったに違いない。暁音からすればそれは決して間違いではなかったが、その暁音はいまだにショックから立ち直れず口を動かすことができない。
　沙織子おねーさんから錯乱寸前のうめき声が漏れた。一糸まとわぬ二人の絡みに完全に脳がショートした結果、人間と思えない悲鳴が吐き出された。
「ぴッ……ぴゃああぁぁああぁああっっ⁉」
「沙織子おねーさん⁉」
　二人の叫びもむなしく、ウブなおねーさんは新たな鼻血をまき散らし、白目を剥いて倒れてしまった……。
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　赤城沙織子は五分後に意識を取り戻した。
　その彼女と寮棟区の本棟で別れた後、岬と暁音は１０１号室に訪れて、寮母に事のしだいをすべて話した。赤城先輩に箝口令かんこうれいを敷くことも考えたが、応急処置でガーゼを鼻に詰めたことを誤魔化すことは非常に難しいと判断して諦めたのだった。いずれシスターの耳にも届くことになるだろうから、その前にすべてを白状し、心証の悪化を抑える道を選んだのである。
「困ったことをしてくれたわねえ……」
　報告を聞き終え、シスター蒼山は深い溜息を吐いた。
　もともとシスターは二人が来ることはわかっていた。暁音が編入生の少女をプールに突き落としたと聞いたから、その事情を尋ねるためであったのだが、編入生の行動と沙織子おねーさんの失神は完全に予想外であったのだ。
「まさか、上野さんがこんな騒動を起こしてくれるとはね。あなたはもう少ししっかりした子だと思っていたのに」
「お言葉ですが、沙織子おね……赤城先輩が闖入ちんにゅうしなければ全員が不本意な結果に見舞われずに済んだんです」
「あら、赤城さんのせいにするつもり？」
「とんでもない。先輩はただの被害者です」
　シスター蒼山の仕事部屋は、寮生の住まう部屋と内装はさほど変わっていない。ベッドと椅子と机も二つずつあり、その二つの椅子に岬と暁音がそれぞれ座っている。二人の寮生を座らせた本人は立ったままだ。
　事件のもう一人の被害者である東野暁音は今まで二人の会話にほとんど口を挟まなかったが、ここで疑わしげな様子で寮母に問いかけていた。
「……シスターは岬の本性を知ってたんですか？」
「隠していたことはお詫びするわ。別にわざわざ知らしめる必要もないと思っていたからね。……赤城さんがああなってしまった以上、誤魔化すわけにもいかなくなったけど」
　寮母は話題を変えた。
「それで東野さん、これからどうするの？　上野さんと一条さんとの寮生活をこれからも妨害するつもり？」
「はぁ……もう結構です」
　うんざりしたように肩を落とす。結局、一条和佐だけでなく、この編入生にもしてやられたというわけだ。もう編入生の身を守ることなど、どうでも良くなった。白髪少女といちゃいちゃするのが希望なら迷惑のかからない範囲で勝手にやりやがれという心境であったのだ。
「襲われた東野さんには同情するけどね。あなたには部活動の練習を抜け出したこと、上野さんをプールに突き飛ばした件があるからね。とりあえず水泳部の顧問に処遇を決めてもらい、悔悟室に入れるべきかはそれから決めましょう」
　暁音の顔が絶望に染まり、次いで岬に対して激しい怒りをほとばしらせた。この編入生が余計なことさえしなければ、顧問に脱走のことを知られることもなかったのにと恨めしげであるが、寮母の意向には逆らえない。
　悔悟室という言葉を受け、岬は不安そうに白衣の寮母の表情をうかがった。
「あの、あたしは……？」
　シスターの下した決断は、暁音よりもさらに厳しかった。
「上野さんには本日いっぱい、悔悟室での生活をおこなってもらおうかしら。理由は私の言いつけを破ったこと、それから生徒たちを不要に動揺させたことの二点よ」
「うええぇぇ……」
　世にも情けない悲鳴を上げ、それからぼそりと嘆く。
「実際突き落とした暁音のほうが罪は大きいのに……」
「ああ⁉」
「およしなさい、東野さん」
　噛みつく暁音をなだめ、寮母は二人に対して厳しい視線を向けた。
「理由はどうあれ、あなたのやったことは評価されるべきものではないわ。上野さん、あなたもね。せめてあなたの良いところが知られたうえで嗜好が明かされていれば、周りの被害も衝撃も最小限で済んだでしょうに……」
　とにかく今日一日はここで生活ねと宣告され、岬は白髪美少女との濃厚な時を奪われる事実に強い憂いをおぼえた。頭の切れる少女とは思えぬ見苦しさで寮母に食い下がる。
「あのお、ここであたしが過ごしてしまったら、寮母さんの本懐である一条さんの心のケアが……」
「う・え・の・さん」
　未練がましい抗弁を、悔悟室の主は慈悲の欠片もなく両断してのけた。顔は笑っているが、眼は全然笑っていない。反応はむしろ暁音のほうが顕著だった。椅子に座ったまま後ずさろうとし、岬に対して「いいからとっとと受け入れろ」と目で訴えかけている。
　岬もさすがに肝を冷やして謝罪し、そこにシスターが仕上げの一言を放った。
「あなたも聖黎女学園の一員になった以上、特別扱いは認められないわ。まあ、悔悟室が嫌だというなら、代わりの物件でも紹介しましょうか。敷地外に『出る』と噂されている旧礼拝堂もあるけど……どっちがいいかしら？」
　岬の表情が凍りついた。暁音が黒い瞳を丸くさせて青白い顔色を浮かべた編入生の反応をうかがう。やがて編入生の少女が示した頷きは、人間というより絡繰人形のそれに近いものだった。

　そして、不本意な結末に見舞われたのは一条和佐も同じであった。
　正午から数時間が過ぎ、水泳部顧問にこってり絞られた暁音から事のしだいを聞き出した円珠は、その情報を持って図書館裏まで訪れた。禁帯出資料室から現れた和佐に一連の出来事を報告したが、聞き終えた時の姉様のかんばせは満足から程遠かった。
「どうやら東野先輩は、姉様と編入生さんのルームメイトの件について、これ以上介入する気はなさそうです……」
　そう告げた円珠の表情は、近親の通夜に参列したときのそれに限りなく近かった。姉様の反応も怖いが、暁音の思いつめた表情を思い返すと、悪いことをしてしまったという罪悪感に駆られてしまう。だからといって、姉様との関係を明かすのは論外であった。
　このときの和佐の視線は抜き身の刃より鋭かった。
「それで、円珠……」
「ひ⁉　は、はい……！」
「誰があの女をキスまみれにしたですって？」
　円珠は極限まで表情を引きつらせた。東野暁音を怒らせるために噂にだいぶ脚色をしたが、それが完全に仇となってしまった。もっとも、姉様がそのことで自分に罰するとは考えにくい。あるとすれは、罰すらも与えられず関係を打ち切られる未来だけだ。
　だが、和佐は名ばかりの妹をこれ以上なじろうとはしなかった。彼女を追い詰めても仕方がないと自分を戒めたのかもしれない。社交辞令のねぎらいを投げかけて、暁音の話に戻った。
「東野暁音は他に何を言っていたかしら」
「は、はい。確か『とんでもない編入生だった』とか『もう二人で勝手にいちゃいちゃしてやがれ』など……」
　和佐は苦い顔をさらに苦くし、抑圧しきれぬ息の塊が吐き出された。円珠はこんな状況でもキノコアザラシのぬいぐるみを持ち込んでおり、今や窒息しかける勢いでそれを抱き締め、姉様の次の言葉を待っている。
「……社交辞令で聞くのも馬鹿らしいけれど、私たちの関係は暁音にさとられてないのでしょうね？」
「あ、はい。それは気づいてない様子でした……」
「そう……」
　和佐は白い髪をかき上げて言った。
「それならいいわ。今回はあなたの責任ではない。ただ単にあの女が不甲斐なかっただけよ。次の作戦が思いついたら、またあなたを呼ぶことにするから、それまでは大人しく待っていて」
「わかりました。すべては姉様のために……」
「そこまでかしこまらなくていいわ。別にあなたに難しいことを頼むつもりなんかないから」
　そう言い残すと、和佐はミディアムボブの後輩を引き下がらせたのであった。




第四章　白いドレスの聖花（前編）
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　上野岬は悔悟室で過ごす時間を無駄にはしなかった。悔悟室では寮母の管理するスケジュールに則のっとって生活しなければならなかったが、反省文さえ提出できれば、空き時間は比較的自由に使えたのである。
　もっとも、その反省文の提出は容易ではなく、岬もシスターから容赦なく指摘を受けたものだ（それでも他の生徒より指摘はかなり少なかったらしいが）。文章慣れしていない生徒からすれば、地獄と感じてしまうのも無理もない。
　自由時間を手に入れてからは、岬はシスターの手を借りて寮生活についてさらに学び、就寝まで聖書や聖歌の内容に徹底的に触れた。その勤勉ぶりに変態淑女の様子は微塵もうかがえず、寮母も思わず感心したものだ。翌日、四月六日の朝を迎えたときには、知識に限定すれば岬は周りの黎女生と遜色そんしょくないものになっていた。
　この日、岬は起き抜けにシスターにこう告げられた。
「今日、上野さんのもとにお客様が訪れるわ。予備の制服に着替えて九時までに大校舎へ赴きなさい」
　仮に目と頭が冴えていても、岬の反応は鈍かったに違いない。急にお客様と言われても、編入したばかりの岬に心当たりなどあるはずがなかった。
「あたしにお客さま、ですか？」
「そうよ」
「一体どなたがあたしにお会いしたいと？」
「『聖黎女学園の最後の聖花せいか』と呼ばれている方よ」
　聖花と言われても、やはり岬にとって心当たりのない人物のようだ。もっとも聖花の名称自体はまったく知らないわけではなかった。昨夜、学校紹介の冊子を通して、岬は初めてその存在を知ったのだ。
　聖花祭せいかさいは毎年、十一月下旬に二日間にわたっておこなわれる。二日目は一般開放される文化祭が開催され、一日目は生徒向けに各部活の出しものが披露され、その中で聖花さまの最終選考が執り行われるのである。
　聖花さまというのは高等科の最上級生から選出される、今期最高の黎女生の称号である。いわば『お姉さま』的ポジションに該当されるが、創作物ではともかく、実在の人物として出会うのはむろん岬は初めてだった。
「その聖花さまがあたしにお会いしたいと？」
「実を言うとね、その聖花さまを呼び出したのは私なのよ」
　プルーン色の瞳が驚きに見開かれる。
「その方から一条さんにルームメイトがついたら是非報告してほしいと頼まれたものだから、昨日の夜に連絡を入れさせてもらったの。東野さんの登場で一時はどうなることかと心配だったけれど、どうにか残ってくれてよかったわ」
「その方は一条さんとどのような関わりがあるのです？」
「彼女のお姉さんよ」
　一瞬で眠気が吹き飛んだ。編入生の少女は流した黒髪を揺らし、ベッドから転げ落ちる勢いで身を乗り出した。
「一条さん、お姉さんがいらしたんですか⁉」
「そうよ。知らなかった？」
「いえ、もうぜんぜん！　えへへ、なるほど。一条さんにお姉さんかあ……」
　感慨しきりである。あの一条和佐のお姉さんのことだ、さぞ素晴らしい美人に違いない。そもそも生徒たちにとってもお姉さんは『聖花おねえさま』と讃えられる存在なのだ。素晴らしい存在でないわけがない。
　岬はさらにお姉さまの詳しい情報を聞き出した。
　聖花さまの名前は一条黎明いちじょうれいめいというらしい。和佐の五つ上の二十歳で、先月、聖黎女学園の附属短期大学を卒業したばかりであった。和佐と同様、美しい白い髪の持ち主で、容姿端麗、頭脳明晰というのはもはやお約束であろう。
「まあ、上野さんが知らないのも無理はないかもね。一条さんが進んでお姉さんのことを話すとは思えないもの」
「一条さん、お姉さんと仲悪いんですか？」
「あなたもよくご存知の性格よ。……と言いたいところだけど、上野さんは一昨日の夜のことを覚えていて？」
「あたしが一条さんと初めて会った日の夜ですね？」
「ええ、その夜よ。その時、あなたは一条さんに対してこう言っていたわよね。彼女が美しくあり続けているのは、意中の相手がいるかもしれないって」
　とたん、岬の顔に笑みがはじけた。
「あ！　もしかして、そのお相手というのが……」
「お姉さんであると私は確信しているわ。本人は決して認めたがらないでしょうけれどね」
　岬は興奮を隠しきれなかった。あの気難し屋の一条和佐にそんな微笑ましい一面があるなんて。これは是非とも寮部屋に戻って話をうかがわなくてはならない。
　鼻息を荒くする編入生の少女にシスター蒼山は苦笑した。
「まあそうがっつくものではないわ。一条さんにあれこれ尋問するのは腹ごしらえの後でも遅くはないでしょう？」
　悔悟室の拘留期間は翌日の朝食を摂り終えるまでと決まっていたのだ。岬は急いで三つ編みを結わえ、軽く身だしなみを整えてからシスターとともに食堂へと向かったのである。
　献立にあった英国風クラムチャウダーに舌鼓を打ちながら、岬は寮母に聖花さまについてさらに聞く。
「それにしても、二年前に卒業された方がいまだに『最後の聖花』と呼ばれ続けているのも不思議な感じがしますね」
　本来なら昨年度に就任した人物が最後の聖花になるのではなかろうか。彼女の疑問を汲み取るように、お茶をすすりながら寮母は応じてみせた。
「昨年度の聖花さまはいらっしゃらないわよ」
「えっ」
「前々年度もね。冊子には書かれてなかったでしょうけど、聖花は毎年選出されるわけじゃないのよ」
　思わず食事の手を止めた岬に、シスターは聖花についての説明の必要性を感じた。
「今年度の聖花祭が締め括られると、生徒会のメンバーから次年度の聖花祭運営委員が組織され、その人たちが高等科二年の生徒の中から特に評判の良い人を聖花候補生として選び出すの。むろん、毎年毎年注目を引くような候補生が現れてくれるとは限らないし、選出された子が辞退したりすれば、聖花の就任式も無しということもあり得るわけ」
「お断りすることがあるんですか？　候補の方が」
「まったくないということもないわね。候補者は基本、運営委員による推薦制だけれど、当人の意思が何よりも優先されるの。まあ当然よね。皆が皆、聖花を目指して努力しているわけではないから、祭り上げられるのが嫌だという場合、その役目を降りることもできるの。まあたいていは、根強い愛好者ファンに推されて、やむを得ず参加する場合がほとんどでしょうけれどね」
「そうなんですか」
　岬がつぶやくと、寮母はどこか懐かしむような顔つきになった。
「黎明さまは……歴代の生徒の中でも特にカリスマ性に秀でていたからね。ファンも大勢ついていて、卒業後も彼女を慕う子がいまだにいるくらい。……彼女と比較されちゃうことを考えると、次に聖花に就任される子はかなり肩身の狭い思いをすることになるでしょうね」
「だから『最後の』聖花さまと呼ばれるわけですね」
　納得しかけて、岬は新たな疑問に首を傾げた。
「寮母さん、さっきからお姉さんのことを『さま』付けで呼んでらっしゃいますが……」
「ああ、そう言えば」
　今、気づいたと言いたげな寮母の反応である。
「生徒の皆がそう呼んでたから、ついつい移ってしまったわね。まあ実際に会えば、上野さんも彼女たちがそう呼びたくなる気持ちがわかるでしょう」
「なるほど、それは是非ともこの目で確かめねばですね」
　意気込むと、岬はさっさと残りの朝食を片付けて本棟でシスター蒼山と別れた。悔悟室生活もこれでめでたく終了というわけだ。
　久々の娑婆シャバの空気、と言ったら大げさだが、それだけの解放感があったのは確かだ。岬は全身を大きく伸ばしながら、三号棟の２１７号室へと帰還したのだった。
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　岬が部屋に戻ってきたときには、彼女はすでに私服に着替えており、朝食も摂り終えていたのだった。
　白髪の美少女は机に向かって読書をしていたが、この時は珍しく彼女のほうから声をかけてきた。と言っても、決して好意的な雰囲気を醸成するものではない。
「すっかり悪評の渦中にいるようね。まあ自業自得でしょうけど」
　渦中にいることを岬は自覚していた。沙織子おねーさんの失神と編入生の手籠め未遂事件は一日のうちに寮生の大半に知られてしまい、廊下を通ったときも、自分に対する乙女たちのひそめきが聞こえたのだった。
「一条さんにあちこちキスされた件も、なぜかあたしが悪者にされちゃってるんですけど」
「廊下を堂々と歩いていれば、疑われても当然よ」
　噂を流した（正確には脚色したのは円珠だが）張本人は、被害者に対して冷淡である。
　だが真理であった。キスの噂だけならまだしも、東野暁音の件の後では、変態淑女の疑惑は真実ですと認めてしまっているようなものだ。
　岬はベッドの上に座り込み、脚をばたつかせた。
「ま、ずっと隠すつもりもなかったんですがね。本性を誤魔化し続けてもくたびれるだけですから。さすがにここまで早くばれるのは想定外でしたが……でもまあ」
　三つ編み少女の口元に小悪魔的な微笑が広がる。
「これであたしはこの部屋以外、居場所は完全になくなってしまいましたね？」
　和佐はぎょっとなった。まさに藪から出た蛇に噛まれた心境である。驚きが去ると、和佐の中に急速に腹立たしさがせり上がった。東野暁音も同じような理由でこの娘をこちらへ押し付けてきたのだと考えると、身体能力しか能のない娘の分際でいらぬ機転を、と不快感がさらに募るのであった。
「えへへ、今さらルームメイトを解消するなんて言わないでくださいよ〜？　今ここで別れてしまったら、あなたのお姉さんにとても顔向けできませんからね♪」
　ここで和佐は初めて、驚きの表情で顔を上げた。
「あなた、黎明と会うつもりなの？」
「ご存知でない？　というか一条さん、お姉さんのことを呼び捨てしてらっしゃるのですか」
　和佐は岬の質問に答えるどころではなかった。再びうつむかせた顔には今まで見たことのないような翳りがよぎり、灰色の瞳には強い揺らぎが浮かんでいる。絶望のうめきが、半ば無意識的に漏れた。
「そんな……私は、何も知らされてない……」
　ただならぬルームメイトの様子に岬は息を呑んで見守っていたが、やがて慎重に問いかけた。
「お姉さんのことについて聞いてもいいでしょうか？」
　和佐は全快から程遠い表情で編入生に視線をやった。
「なぜ？　あなたはこれからその本人に会うのでしょう。聞きたいことなら、あいつに直接尋ねればいいわ」
「いえ、直接会う前に予習の一つでもしておきたいと思いまして……」
「あいつを慕う連中は現在もごまんといるわ。話を知りたいというならそこを当たってちょうだい」
　先ほどから姉を「あいつ」と呼んで憚はばからない妹に、岬は眉をひそめ、ルームメイトの顔を覗き込んで問いかけた。
「どうしてです？　あなたの憧れのお姉さんのことだというのに」
「憧れ？」
「寮母さんが仰ってましたよ。一条さんが美しさを保っている理由は、お姉さんの存在を強く意識してのことだと」
「はっ！」
　和佐の声には露骨なさげすみがあった。
「幼少期からあいつと比べられて、私がどれだけ不快感を募らせてきたか、あなたは永久にわからないでしょう。周りは『お姉さんはあんなに周囲と打ち解けられるのに、どうしてあなたは心を開くことができないの？』と繰り返し、そのたびに私は打ちひしがれてきたの。そっちから私のことを奇異な目で見ておきながらよく言えたものと思うわ。優秀な姉がいるおかげで、私は今までずっと惨めな気分を味わうことになったのよ」
　そんな姉のために意識など向けるはずがないと白髪の美少女は言外で訴えかけている。それから、玲瓏な声でさらに続けた。
「この格好に関しても姉抜きで簡単に説明がつくわ。自己満足は前にも言ったけれど、一条家の娘として恥のない容姿をしていたかっただけなの。滅多に会うことはないけど、産んでくれた両親には感謝しているわけだから」
　過去にルームメイトをキスで追い出しておいて恥も何もあったものではないと思うが、岬はその点について言及しなかった。
　代わりに、別のことを思いついた。
「そうだ。一条さんもお姉さんに会いに行きません？　なぜ連絡を寄越さなかったのか、これを機に問い詰めればいいじゃないですか」
「別に知りたくもないわ」
　和佐の返答はにべもなかった。
「それに、あいつが私をどう思っているかなんて、連絡を寄越さない時点で明白でしょう。わざわざ制服に着替えて無為な会話を交わすくらいなら、他のことに時間を当てるわ」
　そして和佐は有言実行を果たすために、読んでいた本を机に置いて椅子から立ち上がった。そのまま早足で部屋から出て行こうとする。岬が制止の込めて呼びかけると、
「トイレよ！」
　と、短く鋭い回答が返ってきた。思いがけない返答に、さすがの岬も二の句が継げずにいた。知的な反撃ではないが、効果は確かにあり、出まかせとはわかっていても、嘘と即断できず、岬は彼女を無理に引き留めることができなかったのであった。まあ、結論から言ってしまえば、部屋を出た白髪少女は迷いなく玄関の扉を閉めていったのだが。
　和佐を追うことを、岬はしなかった。必死に追いかけた結果、聖花さまとの待ち合わせに遅れてしまったら目も当てられないし、ルームメイトの態度に興が削がれてしまったのもある。もともと和佐の言い分を信じる気はなく、姉の来訪を知らなかった時のショックのみが真実であると岬は確信していた。
　気を取り直して予備の制服に袖を通し、念入りに身だしなみを整えから、出立の時間を見計らって岬は２１７号室を後にした。
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　先日、沙織子おねーさんと歩いた道を今度は一人で進み、待ち合わせ時間の五分前には岬は大階段の前までたどり着いていた。
　すぐさま校舎の方向から足音が響き渡り、岬はその人物を仰ぎ見た。相手が階段を降りていくたびに、プルーン色の瞳が大きく見開かれていく。
「あら？」
　こちらを睥睨へいげいしておられる方が待ち合わせの相手で間違いないだろう。穢れのない白髪が、彼女の正体を如実に物語っていた。
　ただ、ルームメイトのお姉さまは、岬が想像していた以上に美人だった。というより、絢爛である。
　妹と異なり、波打たせた髪は腰までたっぷり流しており、全身を包んでいたのはフリルとレースをふんだんにあしらった純白のロリータドレスであったのだ。裾は足首まで覆っており、手首も襟首も布地で詰められている。妹の和佐も十分華やかな容姿をしていたが、それを上回るとは、さすがは白髪少女のお姉さまである。
　岬は放心状態におちいっていたが、それが消えると情報を提供してくれたシスターに内心毒づいた。情報提供してくれるのならば、まず服装について話してほしかった。
　強い印象を放つ女性だが、ロリータドレスの衣装は意外なほどしっくり馴染んでいた。年齢の割に顔つきが幼く、岬と同年代にさえ感じさせられる。それでいて柔らかくも暖かな母性も感じさせ、両眼の金の瞳も慈愛に満ちていた。
「うふふ、わたくしの姿にすっかり言葉もない様子ね」
　春の柔らかな日差しを思わせる笑みを受け、岬はようやく白いドレスの美女に頭を下げた。
「お初にお目にかかります。一条和佐のルームメイトになった、編入生の上野岬です」
「一条黎明と申しますわ。どうかよろしくお願いいたしますわね。エミリーのルームメイトになったこと、心より感謝いたします」
「えみりー？」
　そんな外国人な名前の方とルームメイトになりましたっけと思っていると、白ドレスのお姉さまは笑顔で付け足してくれた。
「わたくし、妹のことをそう呼んでおりますのよ」
　本名とまるで関係ないような気がするが、岬のささやかな疑問は黎明が動き出したことで中断された。下りたばかりの大階段を軽やかに上っていき、岬は白いドレスの聖花に従うかたちで大校舎の中に入っていく。
　岬が連れてこられたのは四階の、ずいぶんと奥まった部屋であった。『特別会議室』のプレートが掲げられ、黎明の解説によれば、聖花の選考に関わることなど、特に秘密色の強い話し合いをおこなうのに使われる場所らしい。特別会議室の議題に参加できることは黎女生にとって一種のステータスらしく、編入されたばかりの岬が本来おいそれと立ち入れる場所ではなかった。
「現会長の子にお願いして、午前中だけ貸し切りにしてもらってますの。岬ちゃんと二人きりでお話がしたくて」
　過去最高と謳われた聖花さまならではの荒技であろう。特別会議室は大きな円卓の置かれた会議室の他にもう一つの部屋があり、そこには異様な空間になっていた。狭い室内に豪奢な長椅子が一つあるだけである。
「特別な撮影をする時に使われますの。機材は別室にしまってありますけど」
　説明しながら黎女ＯＧは迷いなくその長椅子に腰かけ、岬に隣に座るよううながした。岬はうながされるままに分厚い生地の上に小尻を乗せる。大きな長椅子に見えたが、二人が座るとことのほか窮屈であった。
「岬ちゃんのことはシスター蒼山さんからうかがっておりますわ。エミリーの嫌がらせのキスに返り討ちをし、プールのシャワールームで裸の女の子に襲いかかろうとしたとか」
　岬の頬の筋肉が引きつった。ボレロに包まれた肩を縮こまらせ、聖花さまが笑顔でこのことを指摘する意図を思案せずにはいられなかった。
「あのう……もしかしてお説教しにいらしたとか？」
「お説教？　とんでもない。エミリーとルームメイトになるにはこれくらいできないとつとまらないと思ってますし、もし岬ちゃんが妹と親密になりたいというなら、これほど嬉しいことはございませんわ」
　聖花さまの懐の深さに変態淑女は安堵したものの、これ以上この話題に触れられるのは非常に都合が悪い。早々に話題を変えることにした。
「ええっと、黎明さま」
「んー、なんですの岬ちゃん」
　彼女を『さま』付けで呼ぶことに、岬はまったく抵抗をおぼえなかった。シスター蒼山の予言は誠に的確で、白髪の優美な女性に多くのファンに慕われるのもごく自然のように感じられた。
　だが岬のまっすぐな視線は、ファンの持っている敬愛とは無縁のものだ。
「一条さんに連絡を入れなかったのはどうしてです？」
　黎明の表情が初めて変化した。笑顔が消えたわけではないが、春の陽光の笑みに薄曇りのヴェールがかかり始める。
　玲瓏な声にも複雑な色合いがにじみ出た。
「岬ちゃんにちょっとお願い事がございまして……」
「一条さんに秘密にすべきことですか？」
　岬は聖花さまの思惑を先読みした。妹に連絡を寄越さない理由など、内緒話を持ちかける以外にないと思っていたが、黎明は豊かな白いかぶりを振ってみせた。




「そうではありませんの。岬ちゃんからエミリーに伝言を頼みたいと思ってまして」
　妙な話である。別にこちらを介さなくとも、言いたいことがあるなら妹に直接打ち明ければいいものを。この聖花さまの妹に対する想いを、岬は正確に測りそこねた。
「一条さんに一体何をお伝えすればよろしいので？」
　無難な問いかけに対し、白い髪とドレスの美女は声にわずかの緊張をはらませながら応じた。
「わたくしはあなたの想いに応えられそうにない……どうか妹に、そう伝えてやってくださいな」
　岬は押し黙った。この発言で聖花さまの評価を変えてしまうのは性急だと自分に言い聞かせていたが、それでも急速にせり上がった不信感を完全に払うことはできなかった。
　編入生の態度に白い髪とドレスの聖花さまは表立った反応は示さず、笑みを消して静かな口調で続けた。
「あの子がわたくしに強い想いを秘めていることはわかってますわ。素直に口にするとは思えませんけど、血を分けた姉妹ですもの。わからないはずがありませんわ」
　岬はようやく口を開くことができた。
「どうして？　あなたは一条さんを嫌ってるんですか？　それとも、他に好きな人ができたから彼女を遠ざけようと考えているんですか？」
「いいえ」
　聖花さまは断言してのけた。
「わたくしは今でも妹を愛してますし、あの子以外に強い思い入れを持つつもりはありませんわ。ですが、いくらエミリーと相思相愛になれたところで、一緒にいることで幸せになれるかどうかはまったく別の問題ですわ」
「何があったんです？」
「それは……ごめんなさい。詳しい事情は申し上げることはできませんの」
　本当にすまなそうに黎明は目を逸らしたが、岬としては眉をひそめざるを得ない。理由もわからないまま、ルームメイトに想いを諦めろなど、言えるはずがなかった。
　真顔で黎明さまに言い放つ。
「申し訳ありませんが、一条さんを傷つけることなんか言えませんよ。一条さんがお姉さんのことを密かに好いているなら、その想いを形にして何が悪いんです？」
「悪いけど、それはお教えすることはできませんわ」
　かたくなかつ深刻な、聖花さまの反応である。その精神に呼応したわけでもないが、白髪のルームメイトの心を守るために、岬も意固地になることを決めた。
「どうかお考え直しください。あなたは妹の気持ちを何だと思ってるんですか。事情は知りませんが、あなたの一方的な都合で踏みにじっていいものではないはずです」
　プルーン色の視線をまっすぐ受け、黎明さまの心の揺らぎは表情を介して描かれた。もしかしたら思い直してくれるかもしれない。だが、岬の期待は裏切られた。
　黎明はついに物理的な反撃に躍り出た。岬の肩を掴むと、そのまま肢体を長椅子の上に横たわらせたのである。







　　　　　Ⅳ

　分厚い布地の上で岬の顔が驚きのまま凍結される。
　その編入生を見下ろす聖花さまは、余裕を失ったかんばせで、緊張で震えた声を発した。
「ごめんなさい、本当にごめんなさい……。もし岬ちゃんが引き受けてくださらないというのなら、わたくしは力づくであなたを従わせなくてはならなくなる……」
　黎明の金色の瞳には潤みさえ見せているが、言っている内容は「何言ってんだこの人は？」の一言でしかない。暴力を振るう意図はなさそうで、その点は一安心だが、こうまでして妹を近づけさせまいとする彼女の気概に、岬は唖然とする他なかった。
　黎明は顔を近づけ、今度は違う声音でささやいた。
「わたくしの手にかかれば、どんなに反抗的な子でも、最終的には言うことを聞かせることができますの。ですが、それはその子の本来の気質をねじ曲げてしまうということ。わたくしも、できれば岬ちゃんのその心を損なわせたくありませんの。だからお願い、わたくしが手を出す前にどうか頼みを聞き入れてくださいませ」
　脅迫と少しも変わらない訴えに、岬ははっきりと反感を示した。妹だけでなく、こちらの意向も完全に無視してのけようと考えているのは、もはや疑いようのないことだった。
　失望の声が漏れ出た。
「ひどい話だ。それが最高と謳われた聖花さまのやり口なんですか？」
「そう思ってくださっても構いませんわ」
　開き直り、それから黎明は神妙な顔つきで付け加えた。
「わたくしが人払いをお願いしたのもそのためです。岬ちゃんが拒否した場合に、強硬手段で協力を取り付けられるように。……そもそも、この取引が岬ちゃんにどのような損をもたらすのか、わたくしにはわかりかねますわ。エミリーからわたくしに対する執着を取り除くことで、岬ちゃんはあの子と心置きなく春を謳歌できるというのに」
「ずいぶんと見くびってくれたものですね。あたしが一条さんの想いを踏みにじるような真似を許すと本気でお考えなんですか？　だいたい、わざわざ二人きりになれる場所を設けてる時点で、あたしが拒否し、強硬手段を取らざるを得ないとわかっていたんじゃないですか？」
　なぜ強硬手段しか手がないとわかるのか。それは聖花さま自身が自分の隠し事がまっとうなものでないと自覚しているから他ならない。それを見抜いた岬は反発と決意とを表情に鮮やかに飾り、受けた黎明さまはこれ以上の説得の無益さをさとった。金の瞳に苦悩の波をちらつかせながらも、ついに実力行使に出ることを決めたのだった。
　仰向けにした岬をさらに強く押さえつけ、唇を重ねる。
「んうッ……！」
　岬の脳裏に早くも非常ランプがともった。変態淑女の自負として、彼女に責めを受け流す自信はあったのだが、思い上がりかもしれない。一昨日の夜に一条和佐が犯した認識違いを、岬もやらかす羽目におちいった。
　粘着質な水音が連なる。豪奢だが淫猥さとは無縁に見えた聖花さまのキスは、器量において変態淑女の編入生にも劣らなかった。その境地にいたるまでにどれだけの乙女を餌食にしたのか、つい邪推したくなってくる。
　ねちっこいキスが中断されると、岬は呼吸を整えながら半ば茫然と聖花さまのかんばせを仰ぎ見た。頭がくらくらするのはキスの巧みさだけでなく、彼女の纏う花のかぐわしい香りのせいもあったかもしれない。
　やらしいキスを交わした黎明さまは自身の接吻の巧みさを誇示する意思もなく、あくまで真顔で岬に問いかけた。
「どう、観念する気になりまして？」
　煽るような響きはないが、岬はむっとなって聖花さまの嘆願をはねつける決心を固めた。理性に基づいて考えるなら、ここで情事を打ち切って、快楽の沼から這い上がるべきなのだろうが、ここで降参すれば、聖花さまに折れてルームメイトに想いを諦めるように告げねばならない。詳しい事情を何一つ聞かされていないというのに、そんな指示には従えなかった。
　承服するふりをして、実際には黙っておくという手も考えられたが、岬はあくまでも自分の信念を貫き通すほうにこだわった。乱れた前髪をかき上げて声を絞り出す。
「……冗談じゃありません。ここで諦めたら、一条さんに不都合なことを言わなきゃならないでしょうが」
　屈服させられるならしてみろと言わんばかりである。うら若き少女の強情に、聖黎女学園のＯＧは嘆息してみせた。
「岬ちゃんがそこまで仰るなら、わたくしも心を決めねばなりませんわね。どのみち同じ結末をたどるのだから、気持ちいい目に遭ったほうが岬ちゃんとしては喜ばしいことなのかもしれませんし」
　嫌な言い方をするものだ。それではまるで自分が聖花さまに犯されたがっていると言いたげではないか。控えめだが優位性を確信している物言いも、岬は気に入らなかった。
　黎明は再び編入生の少女と唇を重ね、彼女の足元にそっと手を伸ばし、履いていたローファーを脱がした。そして脚全体を長椅子に収めると、聖花さまはライラック色のスカートに隠された太ももの裏を指でなぞった。
「ひうッ……⁉」
　岬は悲鳴を押し殺せなかった。いかに変態淑女でもこの愛撫に無反応でいられるはずがない。全身を大きく痙攣させ、不意打ちを決めた聖花さまを恨めしげに見つめる。
「……考えてみれば、岬ちゃんにこのことを打ち明けないほうが都合がよかったのかもしれませんわね。何も知らなければ、岬ちゃんはわたくしが何も言わずとも、エミリーの心をとろとろに溶かし尽くしてくれたかもしれませんのに」
　またしても痛いところを突かれて、岬は官能の余韻も忘れて頬に血をのぼらせた。聖花さまの意地の悪い言葉を否定する材料を彼女はまったく持ち合わせていなかった。自分の気質を鑑かんがみると、知らぬままにルームメイトの心を蹂躙する可能性は十分に考えられ、岬は自身の卑しさを思い知らされて心に暗い影を落とした。
　その影が一時的に消えたのは、聴覚が遠方からの足音をとらえたときだ。足音は外の廊下から響いている。いちおう聖花さまは人払いを依頼したが、事情を聞かされていない生徒がやってきた可能性も決してゼロではないのだ。
　黎明さまも外部からの音を聞き留めたようだ。だが彼女がもたらした行動は、岬の求めたものとはかけ離れていた。
「んん————ッ‼」
　黎明は岬を離すどころか、さらに熱烈に抱擁して長椅子の上でもつれ合おうとした。編入生と同等以上の変態淑女ぶりを発揮させた聖花さまは、弾力と柔感に富んだ胸のふくらみを押し付け、身体的、精神的の両方の理由で岬にスカートの裾を直す余裕を与えない。
　足音は着実に特別会議室へと迫っている。乾いた音が一足鳴るごとに、岬の心臓に氷の杭が打ち込まれていく。
　抱擁から逃れなくてはと本気でもがいた。第三者にこんな場面を見られたら、変態淑女の悪名に箔がつくだけでは済まされない。ファンの面々の恨みを買い、始業式の前から暗澹たる学校生活を約束されることになるだろう。
　その事情を知ってか知らずか、聖花さまは緊張の中で肉感的な気持ちよさに耽溺しようとしている。
　岬はだんだん腹が立ってきた。彼女は自分が聖花さまだからお咎めを受けることはないと確信しているのかもしれないが、こちらはそういうわけにはいかないのだ。その事実をまるで考慮しない白髪の美女に、岬は思い知らせてやる必要を感じた。
「ひにゃんッ⁉」
　間隙を縫って、岬は聖花さまのかんばせ目がけて手を突き出した。手のひらの硬い部分が偶然、黎明の形のいい鼻に直撃し、白髪の美女は顔を押さえて悶絶する。同時に、即座に抱擁から抜け出した岬は、脱がされたローファーを履き直し慌てて長椅子から立ち上がった。
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　足音の主が長椅子の部屋に訪れたのは岬が長椅子から立ち上がってから、わずか十秒後のことである。すんでのところで岬は他者に、自分の痴態をさらさずに済んだのだ。
　憮然としながらスカートの裾を直していた岬は、やって来た人物を見てプルーン色の瞳を見開かせた。その人物はライラック色の制服でも白の修道服でも教員らしいスーツ姿でもなく、クラシカルなメイド服という格好だったのである。
　年齢は白髪の聖花さまと同い年くらいか。身長も彼女と大して変わらないが、幼顔の黎明に比べてずいぶんと落ち着いた印象がある。切れ長の瞳は藍色で、ホワイトブリムを乗せた黒髪は光の関係か、わずかに青みがかって見えた。
　メイド服の女性は、長椅子の上でのたうち回るドレスの美女に向かって呆れた声を出す。
「ご主人様、一体何たる事態ですか、これは」
　聖花である女性を『ご主人様』と呼ぶことに、岬はさして強い驚きを抱かなかった。黎明さまの纏うセレブリティな雰囲気を考えれば、側仕えが存在していることは決して衝撃的な事実ではない。
　そのご主人様は顔の下半分を手で押さえながら、金の瞳を潤ませていた。
「ううう……お鼻が潰れるかと思いましたわ……」
「言っておきますが、不可抗力ですからねッ」
　強い語気で岬は自身の潔白を主張した。これは黎明さまよりも、そのメイドさんに向けての弁明である。聖花さまとのまぐわいを口にする気はないが、理由もなく聖花さまに手を上げたと曲解されるのは不本意の極みというものだ。
　もっとも、そのメイドさんは話のわかる人物のようだ。
「どうせ、そこのご主人様が行き過ぎた悪ふざけをしたのでしょう。返り討ちに遭うのが必定というもので、岬様が特に気に病む必要はございません」
　様づけで呼ばれることにむず痒さをおぼえた岬だが、事情は汲んでくれたようでひとまずは良かった。
　頭を下げると、メイドの美女も鄭重ていちょうに一礼を返した。
「突然の闖入、大変失礼いたしました。私は一条家長女の専属メイドをつとめる子夜風月しやふうげつと申します。この度は、そこのご主人様が大変無礼なことを……。まったく、お嬢様を出し抜いてルームメイトの方を先に味見とはなんて不埒な」
『お嬢様』というのは次女の一条和佐のことだろう。それにしても、風月の主人に対する態度を岬は気にせずにはいられなかった。言動自体は慇懃いんぎんであるが、舌鋒は鋭く、態度は容赦はない。聖花さまにされたことを考えると、まったくもって正しい態度だと思えるが、この二人が普段どのようなやり取りをしているのか、岬は非常に興味が湧いた。
　その頃には、ご主人様こと黎明さまも鼻の痛みが引いたらしく、長椅子から勢いよく立ち上がって、自身の専属メイドの傍まで寄り添った。すっかり笑顔が戻っており、岬としては「やれやれ」の心境である。
「ふうちゃんはわたくしと同学年でしてね。かつては寮長職もつとめていたこともありますの」
「なるほど」
　ようは沙織子おねーさんの所属する寮生委員会のトップというわけか。ふうちゃんこと子夜風月がメイド服で寮内を駆け回る姿しか想像できなかったが、その風月は現在、白髪の主人に対して何やら申し上げているところだった。
「それで、ここへ訪ねた理由でございますが……」
　風月の話によれば、そもそもご主人様と別行動をとっていた理由は寮棟区におもむき、ファンたちの暴走を抑える都合があったからであった。聖花来訪の報せを受ければ、彼女に憧れてやまない乙女たちが一斉に押し寄せてくるのは目に見えており、岬と二人きりになりたい黎明にとって都合が悪い事態である。そのため、忠実な（？）メイドが抑え役として派遣されたというわけだ。
「彼女たちの忍耐はそろそろ限界です。どうにか今は大校舎前で待機するようお願いしておりますが、しびれを切らしてここまでなだれ込む可能性も低いとは言えません」
「まあ、それは大変。彼女たちのこともきちんとなだめてあげないとね」
　にこやかに黎明さまが応じる。規模にもよるだろうが、好意を寄せる人にファンサービスをほどこさなければならないとなれば、元聖花という立場も大変なものだ。岬としては想い人と二人きりの世界に浸れればそれで十分なので、大勢に慕われたところで社交辞令以上の振る舞いはできないような気がする。
　特別会議室を後にし、大校舎の玄関へ向かう途中、岬はメイド服の女性にそっと耳打ちした。聖花さまにされたことを告げ口したいというより、彼女の思惑をこのメイドさんがどこまで知っているかを聞き出したかったのだ。
　だが、風月の返答はかんばしくなかった。
「ご主人様がお嬢様と距離をおきたがっているのは存じ上げております。ですが……申し訳ありません。ご主人様の厳命により、その理由を打ち明けることはできないのです」
　いくら慇懃無礼なメイドさんでも何でも発言することはできないらしい。岬としても「そこをなんとか」と無理強いするわけにはいかず、そのまま風月の次の言葉を受けた。
「それにしても、あの方は妹との離別をご自身で告げず、岬様に言わせるおつもりだったのでしょうか」
　主人の背中に皮肉めいた視線を投げかけ、ささやきにはかすかな悪意を浮かび上がらせる。指摘されて、岬はその事実を見落としていたことに気づいた。気づいたところで、いい気分にはなれなかった。なぜ自分で言おうとしないのかという苛立ちが、プルーン色の瞳をきらめかせた。後背を覆う波打った白髪をまっすぐ睨みつけ、正面玄関にやってくるまで離さなかった。
　正面玄関の外では、すでにライラック色の制服の人だかりが待ち構えており、燦然と輝く白いドレスが見えた瞬間、何層もの歓声とともに少女たちがなだれ込んできた。
「わあ、聖花さま！　今日もまた神々しい……‼」
「再び聖黎女学園でお会いできるなんてなんたる僥倖ぎょうこう！」
「子夜先輩も、お会いできて嬉しく思います！」
「辛抱できずに学舎区まで来てしまいましたが、会談を邪魔したわけではないですし、結果オーライですよね？」
「罰するなら、私たち全員にしてくださいませ！」
　歓びの声が炸裂し、黎明と風月は瞬く間にその中に囲まれてしまった。編入生の少女の存在など、胸をときめかせる彼女たちには眼中にない。風月がアイドルの敏腕マネージャーというべき手際の良さで密着する乙女たちをさばいている。
「お触り厳禁です！　破ったものは当面、ご主人様とのお目通りが叶わぬことを覚悟していただきます！」
　だが、その風月自身にも少女たちの喝采が浴びせられたのだった。どうやら、そのお付きのメイドさんも中々に人気らしい。確かに、聖花さまとは別ベクトルで美人さんなわけであるから、注目されるのも当然と言えよう。
　岬はさりげなく乙女の包囲網から離れ、様子をうかがうことにした。それしかできなかったのだ。ないがしろにされたこと自体は別に気にならないし、何より目の前の光景に圧倒されていたのだ。
　代わる代わるにファンから詰め寄られる黎明さまを、岬は何とも言えない表情で眺めた。表層的には非常に眼福ものの光景だが、これを和佐が見たら何を思うか。
　あまりにも聖花さまと（彼女のメイドと）ファンとのやり取りに夢中になっていたため、編入生の少女はこっそりと近づいてくるものの存在に気がつけなかった。
「まったく、見るに耐えない光景ね」
　ぎょっとした。玲瓏だが恐ろしく不機嫌な声に、岬は心当たりはあまりにもありすぎた。だが、ここへ訪れることを彼女は散々渋っていたはずではなかったか。
　驚愕の面持ちで岬はプルーン色の瞳を声の主に向ける。
　制服姿の一条和佐が立っていた。




第五章　白いドレスの聖花（後編）
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　一条家の次女はライラック色の制服を華麗に着こなしていた。紺色のボレロもきちんと羽織っており、膝丈のスカートから黒いタイツに包まれた脚が伸びている。私服の時とは違い魅惑的なふくらはぎがあらわになっており、それを眺めると、彼女の姉から受けた屈辱もかなり昇華されるように感じられるのだった。
「じろじろ見てないで」
　白髪の令嬢のご機嫌を損ねてしまい、編入生の変態淑女は慌てて視線を正面に向き直した。そこには、麗しの聖花さまが大勢のファンたちから熱狂を受けている。和佐はよくファンたちに気づかれずにここまで来れたものだ。
「えーっと……それで、一条さんは、一体どのようなおもむきでこちらへ？」
　お姉さんが距離をおきたがっていることを口にするわけにはいかず、最も無難で興味深い疑問を岬は投げかけることにした。
　和佐は持ち前の美しい白髪をかき上げて応じる。
「さっき風月から連絡があったのよ。黎明があなたに対して何か秘密を打ち明けるかもしれないと」
「子夜先輩が？」
　メイドの呼び名が思いつかず、岬はファンの使った呼称を借り受けることにした。それにしても、子夜先輩は何を思ってお嬢様——和佐にそのことを告げたのだろう。
　だが、実際に口にしたのは別のことだ。
　口元にからかうような微笑を形づくって言う。
「つまり、あたしに知られたくない秘密が一条さんにはあるということなんですね？」
　失言をさとって和佐はバツの悪そうな顔になったが、すぐさま持ち直す。
「秘密だろうが何だろうが、あなたに語るべきことなど何一つ存在しないわ……って、ちょっと待って」
　ふいに語調を改めると、続く行動は唐突であった。岬のボレロを掴んで引き寄せると、白髪少女はその胸元に顔を近づけたのである。匂いを嗅がれ、岬はくすぐったい感触に襲われたが、和佐は編入生の狼狽に構う余裕もなく、やがて低い声でうなった。
「……黎明の匂いがする」
「えっ」
「長時間密着でもしない限り、ここまではっきりと残り香が移るはずがない！　あなた、黎明と何をしたの⁉」
　一喝されて、岬の心臓は一気に凍えた。聖花さまに何をされたかなんて、今の和佐相手に口にできるわけがない。
　だが幸い、岬はルームメイトの追及をかわすすべを持っていた。我ながら卑怯だと感じつつもそれを口にする。
「何とも思ってない相手の匂いをそこまで気にします？」
　今度は和佐が押し黙る番となった。美しいかんばせが本音と建前のせめぎ合いで揺れ動き、葛藤に耐えかねた彼女は、ついに本心を言葉で表明した。
「……気になるわよ。なるに決まっているじゃない。幼い頃から、私はあいつの姿をずっと追い求めていたのだから」
　プルーン色の瞳が見開かれたが、内心では「やっぱりか」という感想がより多く占められていた。
　和佐がボレロを握りしめたまま、半ばすがるような口調で再度問いかける。
「私はあなたの質問に答えたわ。次はあなたが私の疑問に答える番よ」
　岬は困り果てた。珍しく正論を言い放った和佐に不誠実な態度をとりたくはなかったが、想い人と長椅子の上でもつれ合っていたなどと語ったら、彼女の受ける心の傷は根深いものとなるだろう。
　岬が黙然とすると、その間に事態は動いていた。ファンの相手をしていた聖花さまが制服姿の妹の存在に気づき、メイドの風月とともに駆け寄ってきたからである。２１７号室の寮生二人の表情は、このときばかりは息を合わせたかのように顔を渋くさせた。愛情深いが、白々しくも聞こえるような声で歓迎される。
「まあ、エミリー！　お会いできて嬉しく思いますわ」
「よく言うわよ。連絡すら寄越さなかったくせに」
　和佐の声は反発より沈鬱の色が強かった。黎明に対してひりつくような視線を向けたのはむしろ岬のほうだ。距離をおきたがる妹相手に、よくもまあぬけぬけと笑顔を向けられるものである。
　白髪の妹が姉を指弾した。
「この編入生が語らないなら、代わりに黎明に聞くわ。どうしてこいつにあなたの香りが移っているのよ」
「エミリー、『こいつ』はよくないですわ。岬ちゃんは将来、大切なお友達になるかもしれませんのに」
　黎明は回答をはぐらかした。これは妹を欺くというより、周囲のファンに配慮しての発言なのかもしれない。メイドの風月から『お触り厳禁』を命じられた彼女たちが、ぽっと出の編入生との濃密な絡みを知ったら納得いかぬとなって憤慨するのは自然である。憤怒と嫉妬は岬に一方的に向けられる可能性が大だが、聖花さまも責任の一端は免れ得ない。
　ここで風月が控えめに、さっと動き出した。白髪のご主人様に耳打ちをし、頷きを得ると、ファン一同をかえりみて口を開いた。
「皆様、どうか冷静にお聞きください。ご主人様はどうやらさらなる内緒話をご所望のようです」
　憧れの聖花さまともっと接したいと願ってやまない少女たちの反応は渋かった。だが、言葉では表明しない。聖花さまと双璧を成す美人ＯＧは、表立った知性と威厳さにおいてはそのご主人様をも上回る。その彼女と正面から渡り合うのは容易なことではなかった。
　風月は和佐と岬の両名を見直した。
「お嬢様、お話の続きは例の会議室で。岬様もどうかご同行願えますか」
　ファンたちの間からどよめきが上がった。鬱憤が閾値いきちを超えてしまったらしい。聖花さまの妹だけに飽き足らず、会って間もない編入生まで密談に加えさせようと言うのか。
　慇懃だが、はっきりとした抗議の声がついに出た。
「この場には数年以上前から聖花さまをお慕いし続けている方もいるのです。そんな彼女たちを差し置いて、そちらの編入生を特別扱いしてしまうのは……」
「岬様は普通の編入生の方ではございません。お嬢様のルームメイトを自ら買って出た方で、ご主人様が関心を抱くのは無理からぬことと思われますが？」
　ファンの少女が言葉を詰まらせる。聖花さまが妹にルームメイトがつくことを切望していたのは知っており、知っていながら、妹の態度を恐れて今まで誰も立候補しなかったのである。
　憮然となるファンに、風月はなだめるように付け足した。
「ご主人様の目的はあくまで岬様がお嬢様のルームメイトにふさわしいかどうかを見定めるため。この一件であなた方への寵愛に不都合が起こらないことは、この子夜風月が約束いたしましょう」
「で、ですが……」
　なおも食い下がろうとする少女に、風月は今度は静かに笑いかけた。クールな彼女であるが、そのかんばせに浮かぶ笑みはことのほか魅力的だ。
「スーパースペシャルブロマイド、一枚で」
「……はい？」
「ここにいる皆様方にご主人様の秘蔵の一枚をご提供いたしましょう。むろん、ご主人様のサイン付きで。色々と思うところはありましょうが、どうか今回はこれで手を引いていただきますよう……」
　一同に新たなざわめきがはしった。先ほどのような緊張感はなく、全体に興奮のオーラが立ち込める。頬をつやつやさせながら、ファンの少女は大きく頷いた。
「……絶対ですよ。約束してください」
「ええ。お約束いたしましょう」
　それで手を打っちゃうんかい。
　呆れ果てた岬だが、その彼女も現在の心理状況でなければ聖花さまのブロマイドに興味をおぼえたかもしれない。ともあれメイドのお墨付きを受けて、岬は特別会議室へと引き返すことになったのだった。







　　　　　Ⅱ

　和佐を含めた四人は、長椅子の部屋ではなく、その手前にある大きなテーブルの部屋に集合した。まだ午後にはなっていないから、人払いの効果はまだ有効であるはずだ。
「エミリー、どうかわたくしのことを好きなどと思わないでちょうだいな。あなたのことはむろん大切な存在だと思ってますけど、あなたの想いに応えることはできないの。できれば岬ちゃんとともに、新しい幸せの道を模索していただくと嬉しいわ」
　長椅子でのやり取りは一体何だったのと岬が舌打ちしたくなるくらい、黎明はあっさりと妹に自分の願いを口にしたのであった。
　白髪少女の衝撃はさすがに大きかった。だが、完璧に打ちのめされたというほどではない。もしかしたら薄々言われるのを予期していたのかもしれなかった。重く息を吐くと、激情を押し殺した声で姉の要求をしりぞける。
「ふざけたこと言わないで。私はずっとあなたの姿だけを見て過ごしたのよ。今さら他の人間と生きたいと思うつもりはないわ」
　岬は目を見張った。ルームメイトが姉を好いていることはすでに知っていたが、ここまでストレートに想いを打ち明けてくるとは思わなかったのだ。
　だが妹の告白に、黎明は白いかぶりを振った。
「やはり、簡単に聞き入れてくださらないというのね」
「どうして聞き入れる必要があるのよ。事情も話そうとしないくせに。私のことを夢中にさせておいて、いきなり切り捨ててしまうなんて身勝手だわ」
「勝手。そう、確かにわたくしは勝手な女ですわ。そんなわたくしにあなたが想いを寄せる必要などありませんことよ」
　和佐は愕然とした。このようなかたちで開き直られるとは予想できなかったようである。黎明の重たげな表情から和佐は姉が本気で距離をおこうとしていることをさとり、気高いかんばせを薄弱のものに化してしまった。
「……わかった。黎明がそう言うのなら、これ以上あなたにかかずらうことをやめることにする。それであなたは気が済むのでしょう」
「エミリー……」
「ただ、一つだけ条件があるわ」
　黎明の金の瞳が驚きで迎えられる。
「もし、それを満たせなかった場合、私は自分の発言を撤回することにするからね。いきなり心変わりしろと言われてもそう簡単にできるものではないわ」
　話に乗ってくれるとわかり、黎明は少し気を軽くなった状態で頷いた。
「確かに一理ありますわね。それで、エミリーは一体何をお望みなのですの？」
「私を抱きなさい、黎明。編入生にしたのと同じように」
　黎明だけでなく岬まで面食らった。ちなみにメイドの風月はこのとき闖入者にお引き取り願うために廊下で待機していたが、彼女ですら呆気にとられたに違いなかった。
　こんな状況だが、岬の心は舞い上がってしまった。変態淑女の編入生の悪い癖だ。ルームメイトの言う「抱いて」が単なる抱擁であるとは思えず、長椅子の上で展開される芳醇な絡みと息遣いを想像して血を熱くさせてしまうのである。それと同時に、白髪少女がなぜこのような挑発に出たのかと考える冷静さを持ち合わせている。理非善悪はともかく、一見清楚に見える三つ編みの少女は、シスター蒼山が称すようにただものではなかった。
　だが考察してから、岬は不吉な悪寒に襲われた。果たして和佐が勝算もなしに自分が不利になるようなことを口にするだろうか。もしかして、姉が駆け引きに負けることを妹は初めから確信しているのではないか。
　真相は、聖花さまの次の反応に如実に現れた。
「だ、だめ……っ！」
　黎明さまは、小さな悲鳴を上げてしりぞいた。大切な存在と言ったはずの妹に対して。
　あえて聖花さまを擁護するならば、彼女の表情に妹に対する嫌悪感はないように思われた。だが、紛れもない恐怖の感情が青くなったかんばせを彩り、妹に対する弁解はもはや不可能であった。
「……もういい、十分だわ」
　その声は落胆と失望と憤怒と悲壮感のすべてを、静寂をベースにして混ぜ合わせたようなものだった。
「五年前からずっと疑っていたけど、これでようやく確信できたわ。あなた……私に触ることができないのね」
「え、エミリー……違うの！　これは……」
「違う？　何が？　あなたはたった今、自分の行動で自分の言葉を否定したじゃない。そもそも、これだけ近づいてやったのに手を伸ばそうともしないのはどういうつもり⁉」
　傍観者である岬のほうが胸が痛くなってきた。確かに和佐の言うとおりだ。自身の愛情を証明したければ、たとえ社交辞令でも妹に接触しようと努力すべきなのである。だが現実は、聖花さまの両手は自身のドレスの裾を掴んだまま。
「……っ、うぅッ……」
「何よッ、泣きたいのは私のほうなのに」
　和佐は怒りを叩きつけた。言葉の通り、和佐の声も泣き出す寸前の有様だったが、その姉は妹の悲憤などお構いなしに嗚咽を奏でていた。うなだれ、前髪に隠れてしまった瞳から雫が音もなくつたう。
　痛ましい光景だった。岬は基本は終始、一条和佐に肩を持っている。聖花さまの態度は不自然だし、言動はお世辞にも好感をもたらすものではない。それでも、今の黎明さまを責めることはしのびなかった。
　彼女の苦しみが何から起因しているのか岬には知りようがなかったが、ここまで辛そうに涙するのを見ると、よほど深い事情があるに違いない。
「一体何たる事態です、これは？」
　そのとき、メイドの風月が会議室の扉を開けて現れた。ただならぬ事態を察したのだろう。岬が一連の出来事を説明すると、秀麗なメイドは藍色の瞳を閉ざし、軽く嘆息した。
「確かに五年前から、ご主人様はお嬢様との接触を避けておりましたが……」
　それから白髪のお嬢様に視線を送る。
「まさか、お嬢様のほうから触れてほしいとはご主人様も予測できなかったのでしょう。姉に甘えたいと口になさるはずがない、それはお嬢様にとってこの上ない恥辱であると、ご主人様は高をくくっておいででしたから」
　聞いていた三人は、それぞれの顔で風月に対する不信感を表明した。彼女の態度は静かだが、そこからにじみ出る悪意が意図的であり、黎明に好意を抱いていない岬ですら気分を害さずにはいられなかったのである。
　だが風月は冷静さを保ったまま、さらに言い募った。
「こうなってしまった以上、もはや隠し通すことはままなりますまい。ご主人様がお嬢様に触れられなくなった所以、お二人の耳にだけでも入れておく必要はございましょう」
「ふうちゃん！　それは言ってはいけない約束ですわ‼」
　黎明が顔と悲鳴を同時に上げた。今まで見せたことのない決死の形相だが、後ろ暗いところがあると自分から認めたようなものだ。
　和佐だけでなく、岬も懐疑的な目つきで聖花を見た。
「どういうことです、黎明さま？」
「言えません。それだけは死んでも言えませんわ……」
　自分の身体を抱いて震え上がる。どうやら本気で怖がっているらしい。尋常ならざる聖花さまの様子に、岬が思わず口をつぐんでしまうと、
「ご主人様」
　白髪の聖花さまに対し、風月は初めて私的な感情をあらわにした。諫めるともたしなめるとも違う。今のメイドの口調は『なじる』というものがふさわしかった。
「ご主人様が渋るのなら、私が代わりに説明させていただきます。五年前のことは私の心にも大きな傷を与えたもの。これ以上押し殺して生き続けるのは私にとっても、もはや耐えがたいことなのですよ」
「ふ、ふう、ちゃ……」
　愕然とし、黎明は声を出すのもままならない。その反応を見る限り、メイドの美女が主人に対して牙を向けたのは初めての事態であろう。刃の気質を込めた藍色の視線を受け、白い髪のご主人様は全身を小刻みに震わせている。
　そして、そのご主人様の妹としても驚きを隠せない。
「何よ、これ……どういうこと、風月。説明なさい」
「だめよ、ふうちゃん！　言わないで！」
　白髪姉妹のそれぞれの要望に対し、メイドの反応は異質であった。ことさら丁寧な態度であるが、その内実は二匹のネズミを面白半分にもてあそぶ猫のようであった。
「事情を語りたいのはやまやまですが、すべてを話してしまったら、そのまま午後を迎えてしまうでしょう。ご主人様はこれ以上の貸し切りの延長は望まれませんでしょうし……」
「勿体ぶって……ならば、どうするつもり？」
「私から一つ提案があるのですが」
　悠然と一条家のメイドはのたまった。
「お二人とも、我が主の屋敷まで足をお運びいただけないでしょうか？」
「屋敷？　一条さんのお宅ですか？」
　岬が面食らって聞き返した。
「さよう。もっとも、我々も都合がございますゆえ、お迎えに上がれるのは午後六時頃になりますが……。むろん、ささやかながらおもてなしはさせていただきましょう。お二人がお望みとあれば、シスター蒼山氏から外泊許可を受け取られてはいかがかと」
　お泊り！
　岬の心がさらに色めきだったが、同時に一抹の不安も禁じ得なかった。黎明さまの反応を見る限り、外泊の提案は子夜先輩の独断のようにしか映らなかったからだ。いくらなんでも僭越せんえつが過ぎるのではないかと心配になり、和佐は和佐で別の理由でメイドの提案に疑問を感じていた。
「どうしてわざわざそんな手間を？　話が終われば、さっさと黎女へ送り返せば済む話なのに」
「ご主人様と積もりに積もった話をするには絶好の機会かと思われまして……。特に、五年前の真実を聞いた後では時間がいくらあっても足りなくなるはずでしょうし」
「だから話しちゃだめって言ってますでしょう⁉　お家に招くのは構いませんけれど……あの話を打ち明けるなんて冗談じゃありませんわ‼」
　黎明が怒りの声をほとばしらせた。彼女の二十年の人生を通しても、これほど激情をあらわにすることは滅多になかった。だが、彼女の渾身の怒りは、メイドの冷ややかな態度を助長させるだけだった。声だけがひたすら慇懃である。
「ご主人様……あなたはご自身の立場をわかっておいででない。私はその気になれば、この秘密をファン一同に暴露することも可能なのですよ？　お嬢様も岬様も聡明なお方。大勢に知られてしまうくらいなら、いたずらに口外しないであろう二人に打ち明けることくらいなんだと言うのです？」
　このメイドは、明らかに主人を脅迫している。それだけ聖花さまの秘密には力があるというわけか。岬もそうだが和佐も言葉が出ない。
　風月の脅迫に、せっかくの黎明さまの闘気も呆気なくしおれ果て、彼女はもはや豪奢な白いドレスを纏っただけのひ弱な葦あしと化してしまった。
「それで、いかがでしょう？　屋敷に来ていただけるという流れで話を進めてしまっても構わないでしょうか？」
「え、ええ……」
「はい、あたしも……」
　何食わぬ顔で尋ねられ、制服姿の二人は上の空で返答するしかなかった。
「ご協力感謝いたします。そうと決まれば、早いところ歓迎の準備をしなくては。ほら、ご主人様、いい加減その表情を改めなさいませ。ファンに見られたら色々と面倒なことになりますよ」
　自分で追い詰めたくせによく言うが、とにかくファン一同を別所に誘導させるために黎明と風月が先に大校舎を出ることになった。二人の廊下の歩く音が小さくなると、残された二人はどちらからともなく息を吐いた。
　何だか聖花さまよりもメイドさんの一声で今後の方針が決定されてしまった。岬としては、彼女の意図について考えずにはいられなかった。なぜメイドさんは主人の意向を無視して話の主導権を握ることができた・・・のか。彼女の思惑は果たしてどこにあるのか。
　あることを思い返して、岬は嫌な胸騒ぎをおぼえた。そもそも、一条和佐がここにいるのはなぜであったか。彼女をこの学舎区へ呼び出した人物——それは他ならぬ子夜先輩ではなかったか。

　　　　　Ⅲ

　黎明と風月が去ってから時間を空け、岬と和佐も大校舎を後にした。寮棟区に戻るまで二人と大勢の取り巻きの姿は見当たらない。どうやら宣言通り、あの二人が引き付けてくれたらしい。現状の聖花さまがファンの寵愛を無事にやり過ごせるか非常に気がかりではあるが、今さら不安がっても仕方がない。そそくさと本棟へ戻り、シスター蒼山に外泊許可を申請した。
「入寮してから三日でもう外泊？　どうやら予想より早く関係が進展しているみたいねえ」
　明らかに揶揄するような口調であったが、和佐も淡白な態度をとりながらも岬の宿泊を認める構えらしく、寮母としても悪い気はしなかったようだ。特別会議室でのやり取りを聞いていれば対応も少しは変わっていただろうが、岬も和佐もそのことは口にしなかったため、特に深入りせずにあっさりと二人に外泊許可を出したのである。
　それから三号棟の２１７号室に帰還した二人はそれぞれ私服に着替え、別々に昼食を摂った。話し合いをするのに人気のある食堂は不都合であったし、そもそも和佐は編入生にまとわりついた姉の匂いの件を根に持っている可能性があったのだ。彼女が相談に乗ってくれるかすら怪しいところであったが、その点は杞憂だった。
「一体何があったんでしょう、あの二人は？」
「知らないわ。私もあんな二人は初めて見たもの」
　そんな精神状態でもないだろうに、和佐はいつものように椅子に腰かけて本を開いている。岬はこのとき外泊のための荷物をバッグに詰めているところだったが、白髪のルームメイトにとっては自宅に帰るだけなので、その準備さえ不要といったところだろう。
「それじゃあ、五年前の状況について聞かせていただけないでしょうか？」
　白髪少女は細く美しい眉をひそめたが、思案の迷宮にとらわれていたのは彼女も一緒だ。やがて本を机の上に置き、重たげに口を開いた。
「……私も五年前のことについて大して知らないわ。黎明も風月も、揃いも揃って私に隠し事ばかりするのだから」
「一条さんの知ってる範囲で構わないので、教えていただけませんか？」
「五年前は黎明の専属メイドが突然辞めていった年よ」
　プルーン色の瞳を丸くさせたまま、岬は大袈裟にまばたきをしてみせた。
「専属メイドって子夜先輩じゃなかったんですか？」
「風月はもともと私の専属メイドだったの。そのメイドがいきなり辞めたことで、私から黎明の専属に移ったわけ」
　移ったというより押し付けたのだけどね……と、和佐は最後に付け足した。どうやら彼女との関係もうまくいっていないようである。二人の過去のやり取りもに多大な関心はあるが、今はとにかく辞めたというメイドさんの話だ。
「それで、黎明さまの専属だった方というのは？」
「黎明と風月の同期生だった女よ。名前は夕霧火影ゆうぎりほかげ」
「火影さん、ですか」
　黎明や風月ほどではないが、彼女もなかなか珍しい名前の持ち主のようである。
「その火影さんは一体どのようなメイドさんで？」
「ただのやかましいメイドよ。能力も高くなかったし、常に浮ついた態度をとっていて、家事中も鼻唄を歌ってばかりで風月に呆れられていたくらい。黎明に気に入られていなければ一瞬でクビになるような人材だったわ」
「一条さんにとってさぞ嫌な相手だったんでしょうねえ」
　思わず口角が持ち上がった岬だが、過去の『恋敵』に対して、和佐の反応は淡白だった。
「あいつ個人で言えばそうだったけど、当時は私は黎明からしつこいくらいべったべた触られてたからね。正直、火影を憎むどころではなかったわ」
「べったべた、ですか？」
「そう、べったべた」
　もしかして彼女もお姉さまに長椅子の上であんなことやこんなことをされたのだろうか。変態淑女の肌色ピンクの妄想は、ルームメイトの深刻な嘆きによって打ち払われた。
「……火影が五年前に突然メイドを辞めて、それ以来、あいつは、私に触れることをぴたりとやめるようになったの。理由はわからない。私は別に、鬱陶しく触れられなくても構わなかったけど、いきなり露骨に接触を避けるようになったというのは、さすがに不自然でしょう」
「確かに、そうですね」
　和佐の屈折した本心を汲み取って、岬は頷く。
「火影さんがどうして辞めたかはご存知なんですか？」
「表向きは突然重病にかかって実家に帰ったとされているけれど、それが事実だとは私は思わない。その証拠に、黎明は火影が去って以来、一度もあいつの実家に訪ねたことがないのだもの。あいつと火影の間に何か確執があった、そう考えるのが自然でしょう」
「あたしは最初、火影さんが嫉妬のあまりに一条さんにひどい嫌がらせをしようとしたのがばれて、メイドをクビにされたものかと思ったのですが」
　なかなか悪くない推理だと思っていたが、和佐は白いかぶりをゆっくりと振った。
「それだと、同時期にあいつが私に触らない理由に説明がつかないでしょう。それに、もし仮にそれが真実だとすれば、黎明はここまで必死になってそのことを隠そうとするのかしら……」
　それもそうだ。メイドの風月が主人を余裕で掣肘できるとなれば余程の秘密でなければならないはずである。岬は少なくとも、火影の辞職と黎明の態度の変化が無関係とは考えていなかった。
　だが、どう知恵を絞っても答えは出ず、荷造りを済ませると、岬は完全に諦めた様子でベッドの上にひっくり返ってしまった。
「まあ、屋敷で真実は教えてくださるということですし、ここで考えたところでどうにもなりませんね。せっかくの一条さんのお宅です、可能な限り堪能しましょうか」
「正直なところ、何が真実でもどうでもいいわ」
　こわばった声で和佐は言い放ち、岬はベッドから顔を上げてスカートを握りしめるルームメイトの横顔を見た。
「あいつが五年間私のことをないがしろにした事実は変わらないのだから。私をずっと苦しめてきたこと……必ず、その責任を取らせてやるわ」
「お二人の仲が元のかたちに戻るといいですね」
　その言葉は、ルームメイトの強い反応をうながす効果があったようだ。真意を尋ねようと顔を向けたが、ここで反骨心が沸き立ったらしく、すぐに仏頂面に転じてしまう。
「心にもないことを言わないでちょうだい。あなたにとって私たちの復縁は何のメリットもないはずよ。それとも何？　姉妹仲を取り持った功労者として、私に最大限の恩を着せるつもりなのかしら」
　呆気にとられた。さすがにそこまでひねくれた考えはしていなかったが、つっけんどんな様子はだいぶ和らいでいたように感じられた。まあ、彼女に素直さを期待するのが時期尚早であることは岬も把握できていた。
　白髪少女が部屋を出ると、岬はベッドで横になり、枕と顔面でキスをした。自然と笑みがこぼれる。恩を着せると和佐は言ったが、改めて考えてみれば決して邪推とは言い切れないところもある。白髪の美しい姉妹の仲を取り持ち、それをきっかけとしてルームメイトと仲良くしていければどれだけ素晴らしいことなのだろう。
　まだまだ秘密は薄闇色のヴェールに包まれたままだが、このときの岬は期待感に胸をふくらませ、すべてがうまくいく瞬間を夢見ていたのだった。

　一方、険悪なムードに見舞われたのは黎明と風月である。
　どうにか内情をさとられずにファン一同の相手をこなした二人は、学舎区の来賓用駐車場に停めてあった車に乗り込んだ。お金持ちの家の車だからどれだけの高級車かと思われるが、彼女たちが乗っていたのは薄ピンクのアルトラパンであった。
　ウサギが名前の由来である軽乗用車をメイドの風月が運転し、母校を後にする。助手席に収まった黎明さまは無理に取り繕った笑顔の反動が一気に訪れ、シートに深々ともたれかかり、くたびれ半分、恨みがましげ半分の視線で隣のメイドを睨みつけていた。
「一体どういうつもりですの。ふうちゃん？」
「私はただ、今のお嬢様の有り様に心を痛めたまででございます。五年間、ご主人様のせいで苦しみ続けてきたお嬢様のことを……」
「そらとぼけないでくださいまし。ひいちゃんのことをお二人にばらそうとしたのは、ふうちゃん自身の目的があるからでしょう？」
　黎明は夕霧火影のことを「ひいちゃん」と呼んでいた。かつての専属メイドの名前を呼ぶとき、黎明の声に悪意は一切うかがえず、代わりに彼女を偲ぶような響きが強かった。
　ハンドルを切り、正面を向いたままメイドは応じる。
「夕霧火影は、私にとって親友でした」
　風月の声は平淡だが、さめざめとした凄みを感じさせる。
「ご主人様が火影の件で苦しんでいたことはむろん存じております。それでも、私は友を傷つけたあなたを許すことはできない」
「…………」
　黎明は思いつめた様子でうつむいていたが、しばらくして金の瞳を動かしてメイドの本意を探ろうとした。
「でも……どうして今になってこんな裏切りを？　五年間、あなたはずっとわたくしのために尽くしてくださいましたのに……」
「今になって、ではありません。私はずっと、あなた様に復讐できる機会をうかがっていたのです」
「それが今だと言いますの？」
　風月は答えず、ただ静かに笑った。穏やかな美しさを持つ彼女に似合わない、陰鬱とした笑い方。自分の計画が着実に進行していると確信している表情であった。
　黎明は目をつぶってメイドから顔を背けた。これ以上彼女の暗い笑みを見たら、今までの信頼関係が崩壊しつつある現実を受け入れなければならないような気がしたからだ。
　窒息しかねないほどの沈黙の中、風月の運転するピンクのアルトラパンは一条家の屋敷に向かって走り続けた。

　　　　　Ⅳ

　暖色のグラデーションがかかった空に、菫色のうろこ雲がなだらかに広がっている。鬱蒼とした樹々に影が染み込み、流れる空気も温暖から清涼なものへと変化していった。
　暮れなずむ箱谷山の自然は実際よりも強いきらめきを感じさせ、岬の心に沁み込むようだった。
　彼女は寮棟区の正門を出て、ボストンバッグを肩に担いだまま、胸を上下させている。比較的プレッシャーに強い彼女だが、ルームメイトの邸宅にこんなに早く上がれるのと、そこで繰り広げられる話の内容を思ってさすがに緊張していたのだ。和佐は岬ほど大袈裟な反応ではないが、やはり隠された真実を前にして表情を硬くしていた。
　やがて軽快なエンジン音とともに、ピンクのアルトラパンが正門前の石畳に停まった。誰が選んだのか容易に想像できそうなデザインだ、と岬は思う。運転席の窓が開き、メイド服を着た美女が顔を覗かせた。
「お嬢様、岬様。お待たせいたしました」
「黎明は？」
「屋敷でお待ちです。どうかお乗りくださいませ」
　後部座席にバッグを置き、岬はその隣のシートに腰を下ろした。助手席には白髪のルームメイトが収まり、再発進したアルトラパンは箱谷山内の道路を下り始めた。
　移動中、岬は子夜先輩に、五年前のメイドの退職についての推理を打ち明けた。恋敵であるお嬢様をおとしめようとしたのが主人にばれてクビにされたのだと。夕霧火影の名を聞いた瞬間、フロントミラーに映った風月のかんばせに笑顔がともった。
「すでにお嬢様から火影のことを聞き出しましたか。さすがは岬様、お見事でございます」
「いえ、大したことではないです」
　社交辞令に取られるかもしれないが、実際、大したことがなかったので岬は素直にそう答えた。それにしても、常日頃丁寧な呼称をつけるメイドさんが、ふいに他人を呼び捨てするとは、なかなか新鮮であった。
「なかなか興味深い推理ではありますが、残念ながら岬様の推理は外れです。少なくとも火影はご主人様に対して何一つ粗相はいたしておりませんよ」
「じゃあ火影はどうして消えたの。黎明はどうして私に触らなくなったのよ」
　矢継ぎ早に問いかけられた風月は、かつての忠誠の対象であったお嬢様の態度に嘆息してみせた。
「そうがっつくものではありません。屋敷に着けば、嫌でもご主人様から真実を聞かされることになるでしょうから」
「あいつが真実を語る気になったというの？」
「いかなご主人様も聖花の名声を墜とす風評は避けたいご様子でした。再三の説得のすえ、ようやく観念なさってくださいましたよ」
「あんなくだらない称号……！」
　前方を蹴りつけかねない和佐の憤激である。
「卒業すれば何の価値もない栄誉にこだわる人間の気が知れないわ。そうまでしてファンからちやほやされたかったのかしらね」
　和佐の発言は苛烈だが、岬としても多少は共感のいく内容であった。どれだけ素晴らしい称号だとしても、それは一歩学校の外に出てしまえば何の効力ももたらさない。聖花選考を辞退する少女が現れるのもそのためだろう。聡明な彼女たちは、煌びやかな称号の空虚さをすでに知っているのだ。
　ハンドルを切りながら、風月はぼやく。
「まあ、お嬢様がその虚名を嫌うのは理解できます。しかしながら、ご主人様にとってそんな虚名でも意味のあるものだったのですよ」
「愚かしい。仮に意味があったとしても大した価値があるとは思えないわ」
　お嬢様がそう決めつけたため、会話は途絶え、車内に奇妙な沈黙が降り立った。
　それを打ち破ったのは岬である。
「子夜先輩、質問をよろしいでしょうか？」
「もちろんです。私に答えられる範囲でしたら」
「むしろ先輩しか答えられないことです。一条さんを学舎区まで呼び出した目的はなんです？」
「…………」
「お姉さんが秘密をばらすかもしれないという名目で呼び出したそうですけど、明らかに嘘ですよね？　本当は一条さんに五年前の話を聞かせようとして、適当な理由をでっち上げて誘いかけたんじゃないんですか？」
　風月は思わず車を停めた。
　それだけ書くと、編入生の問いに衝撃を受けたように取れるが、そうではなかった。たまたまこの時に信号が赤になっただけである。
　それを機に一条家のメイドは後部座席を振り返った。はっきりと浮かべた笑みには、大人の余裕がうかがえた。
「なるほど、ずばり切り込んできましたね。岬様」
「恐れ入ります」
「いかにも、私はお嬢様に五年前のことを知ってもらいたくて学舎区までお呼び出しいたました。お嬢様も、ご主人様が何を隠しているかは知りたいはずですので」
「あなたが善意のために動くとは思わなかったわ」
　口ぶりからして明らかに皮肉だが、一条家のメイドは丁重な態度を貫いたままだ。フロントガラスに視線を向き直し、青信号を見て再び車を発進させる。
「私はもともと、お嬢様とご主人様の仲が深くなるのを好ましく思っておりませんでした。別に仲違いをせよと申すつもりではないのです。ただ、仲が良いならまだしも、お嬢様はあまりにもご主人様に依存しているように感じられましたので……」
「なんですって？」
　和佐は血相を変えたが、聞いていた岬も意外に思えた。前席の白髪少女はメイドが危惧をおぼえてしまうほど姉に執着しているというのだろうか。
　風月はあくまで淡々と応じた。
「すぐにでもお二人の関係を引き離す……というより、あるべき姉妹の距離感に戻したかったのですが、そうなると今度はお嬢様の心のよりどころが問題となります。お嬢様を代わりに受け入れてくださる方なんて、そうそう見つかるものではない……。ですが五年を経て、ようやくふさわしい相手が現れました。岬様、あなたでございます」
「…………」
「私は岬様がお嬢様を変えてくださるだろうと確信しております。血のつながった姉に拘泥こうでいし、それ以外に関心を寄せようとしなかったお嬢様に光を当て、前に進ませる力になってくださることを」
「子夜先輩」
　絶賛された岬は、絶賛されたとは思えない深刻な顔で運転席のメイドに問いかけていた。
「先輩に期待されるのはありがたいのですが、本当にそれだけなんですか？　そこに先輩個人の都合が含まれてないと、間違いなく断言できるものなんですか？」
「と、仰いますと？」
「先輩が一条さんとあたしの関係を強く推すのは、先輩が黎明さまと……」
「私がご主人様の寵愛を狙うために、お嬢様を蹴落とそうと目論んでいると、そう仰りたいわけですか」
　回答を先取りされ、岬は頷くのに一拍を要した。
「……まあ、そういうことになります」
　風月はフロントガラス越しから、遥か遠くを見つめながら答えた。
「私にとって、火影は無二の親友でした」
「…………」
「メイドとしての素養に難はありましたが、それでも私にとっては陽だまりのような少女だった。彼女を失った悲しみをご主人様で癒すというのは興味深い意見ですが、どのような相手であっても、彼女の代わりになるということは決してございますまい」
　このときの風月の声は、他者の干渉をはねつけるような硬質さが秘められていた。

　窓の景色はいつの間にか、にぎやかな紅金市の大通りから閑静な住宅街に移っている。そこからさらに数分後、風月は澄み切った声で告げた。
「屋敷が見えてまいりました」
　一条邸はモデルハウスと見まがう邸宅の中でも特に敷地が広く、英国風の一軒家を思わせた。二階建てで青銅色の西洋瓦の屋根が目を引いたが、規模で言えば、正直なところ金持ち令嬢の屋敷としては少し物足りないような気がする。もっと凄まじい豪邸に住んでいるものと岬は思っていたのだ。
　それでも、正門前からその建物を見たときはその規模に圧倒されたものだ。だが、じっくり鑑賞する暇はなかった。この屋敷の住人である白髪美少女がさっさと早足で玄関に向かったからである。彼女に追いつくために、岬は駆け出さなければならなかった。
　庶民にはまるで無縁と思われる立派なロビーに足を踏み入れた岬は、そこで立ち止まってしまった。和佐はさっさと正面の廊下を駆け抜けていったが、常識的な判断から、岬はこれ以上の追跡は不可能だった。人の家に勝手に上がり込むのは変態淑女にとってもアンモラルな行為なのである。
　立ち往生していたところに、車を納めた風月がロビーに現れた。岬が困った様子で一条和佐の行動について語ると、メイドの彼女も溜息を吐き、まずはお荷物を置きましょうかと気を取り直した。
　一条邸の客室は二階にあるという。ボストンバッグは風月が運んでくれて、手ぶらになった岬は移動中に素朴な疑問を彼女に投げかけた。
「この屋敷をお一人で管理されているのですか？」
「今はそうですね。昔は火影と、私たちがお師匠様と仰いでいた年輩のメイドさんの三人で手入れしていましたが、そのお師匠様も私が高等科を卒業した際に本邸に戻られました」
「本邸？」
「ああ、説明が遅くなりましたが、こちらは一条家の別邸でございます」
「べってい……⁉」
　思わず仰天が顔に出た岬である。
　それを受けて、風月がくすぐったそうに微笑む。
「本邸は隣の市にございまして、旦那様と奥様もそちらにお住まいなのです。学校との移動が手間という理由でお嬢様とご主人様は幼稚舎からこちらに移り住んでおりましたが」
　岬は溜息が出た。すでにルーメイトとの彼我ひがの格差を思い知らされていたが、どうやら経済規模において大いに見くびっていたようである。
　編入生とメイドは客室までやってきた。内装と調度品は落ち着いた雰囲気で統一されており、どうせビックリするだろうと身構えていたから、岬は今度はお上りさんのような驚きを見せずに済んだのである。
　風月が立ち去ると、岬は受け取ったボストンバッグを床に置いて椅子に座り込んだ。何だかあまりにも考えることが多過ぎて、高級な空間に慣れていないこともあって、頭が思った以上に疲労困憊している。
　一条黎明、子夜風月がそれぞれ何かを企んでいるのはわかる。自分とルームメイトはその目論見に巻き込まれているだけに過ぎない。白髪の美少女と仲良くしたい気持ちはなおも失われていないが、あそこまで自分たちの友誼ゆうぎを強く推されると、その想いにもわずかな揺らぎが生じる。親密になることで大きな陥穽ワナに足を取られるのではないかと不安になってしまうのだ。
　まあ、ここで悩んでも仕方ない。そう思い直すと、岬は椅子から立ち、客室を出ることにした。あまりうろつくのは感心されないだろうが、一条和佐の行方が気になりだして居ても立ってもいられなかった。黎明や風月と鉢合わせしたときの言い訳を適当に考えつつ、階段を下りる。
　一階に戻ってくると、岬は和佐が駆け出した廊下の方面に足を進めた。一回角を曲がったところに目的地はあった。ご丁寧に扉に『黎明』のプレートがぶら下げられている。鍵はかかっておらず、そっと扉を押し開けると、和佐と黎明による玲瓏な声の応酬が飛び交っているのが聞こえた。

　　　　　Ⅴ

「やはり、どうあっても私に触れようとしてくれないのね」
　一条和佐の声は沈痛に満ちていた。
「お姉ちゃんが触れるのを避けてきた五年間、私はお姉ちゃんに再び触ってもらえるよう一生懸命頑張ってきたのよ。お姉ちゃんにとって理想的な身体になっているはずだし、知性にも磨きをかけてきたつもりなのに。性格だけはどうしようもできなかったけれど、お姉ちゃんに対する想いだけは今も色褪せていないから……」
　お姉ちゃんだって？　岬はやや唖然となってルームメイトの言葉を聞いていた。彼女は裏で姉のことをこんな風に呼んでいたのか。だが硬派な白髪少女のギャップに悶えるには、その声は切なく突き刺さりすぎた。
　一方、黎明の声も必死である。
「そんなことはわかってますわ！　エミリーに会うたびに、あなたの努力は手に取るようにわかりますもの。ああ、わたくしに愛されようと頑張ってくださってるのね……って。それを疑ったことなどただの一度もないわ！　でも、仕方ないじゃない……わたくし、もうあなたに触れることができなくなってしまったのだから」
「だから、どうして⁉」
　やるせない苛立ちをほとばしらせてから、和佐は今度はすがるような口調で『お姉ちゃん』に訴えた。
「どうすれば、あなたに受け入れてもらえるというの……？　いえ、お姉ちゃんにつっけんどんな態度をとり続けたのは私のほうだけど、まさかその態度を真に受けていたわけではないでしょう」
「もちろん、エミリーの素直でないところも素敵ですわ。あなたが改める点は何一つございませんの。問題はそう、すべてわたくしにあるのですから」
　黎明は、ややためらいがちに自らの想いを吐露した。
「わたくしがあなたに触れられなくなったのは、あなたの姿があまりにも理想的すぎたから。そのせいで……触るのがためらわれてしまいまして」
「理想的すぎた……？」
「ええ、今だって興奮を抑えるので精一杯ですもの。もしエミリーがこの場で服を脱いだりしたら、わたくし、牝牛のごとく鼻息を荒くして、あなたに飛びかかってしまいそうですもの」
「別に私はそれでも構わないけれど」
　な、なんだって——⁉
　鼻息が荒くなったのはむしろ岬のほうで、思わず扉を押す手に力がこもってしまった。そのまま扉が勢いよく開かれ、室内に変態淑女が転げ込む。
　白髪姉妹は呆気にとられた。
　起き上がる岬に、二人の足音が接近する。白いドレスの姉は「あらあら」と言わんばかりに微笑んでおり、紫のロングスカートの妹は不信と敵意をむき出しにしながら、盗み聞きの現行犯を見つめている。
　その和佐が吐き捨てた。
「本当に底の知れないくらい不愉快な女ね。一体私たち姉妹の何を探りたかったのやら」
「一条さんのルームメイトとして、お二人の行く末を案じるのは当然です」
　もっともらしく岬はのたまった。和佐は露骨に信じていないし、黎明でさえ編入生の弁明に苦笑をたたえている。
「うふふ、岬ちゃんのことですから、エミリーが脱ぐ予感を察してここまで駆けつけたのではないかしら？」
　岬はむっとなった。確かにルームメイトの脱いだ姿は気にはなったが、この変態淑女の聖花さまにそれを指摘されると癇に障る。
　黎明はエミリーと呼ぶ妹に告げた。
「まあ、でもいくらエミリーがわたくしに飢えていたとしても、岬ちゃんの前ではさすがに服を脱ぎたいとは思わないでしょう？」
「なっ、別に私は別に黎明に飢えているわけじゃ……」
　すっかり動転し、言いさした彼女は狼狽の原因となった編入生を鋭く睨みつけた。
「あなたのせいよッ」
「どうもすみませんでした」
　すかさず岬は深々と頭を下げた。
　妹とそのルームメイトのやり取りを、聖花さまは実に楽しげに見つめている。
「別に岬ちゃんのせいではないですわよ。たとえ岬ちゃんが盗み聞きしてなくとも、わたくしは最初から妹を抱くつもりはなかったのですから。その権利は快く岬ちゃんに譲って差し上げますわ」
「……ふざけるのも大概にして」
　変態淑女の少女が何か弁解する前に、和佐が姉に対して獰猛にうなった。
「おね——黎明のためだけに用意した私のすべてを、どうしてどこの馬の骨とも知れぬ小娘にメチャクチャにされなくてはならないの？　私のことを理想的と言ってくれるのは感謝するけれど、本当にそう思うのなら言葉でなく、かたちで表明してちょうだい。私の体躯を他の誰かに食われるのも、手をつけられずに腐らせてしまうのも、私はごめん被るわ」
「それは……困りましたわね」
　黎明は深刻げに息を吐いた。
「正直なことを申し上げるなら……わたくしにはエミリーが理想的すぎて、むしろそのことに恐ろしささえ抱いているのです。あなたは岬ちゃんにメチャクチャにされるのを警戒してるようですけど、一体そのメチャクチャはどの程度の代物なのか……。わたくしの理性が完全に弾け飛んだときの欲情と比較すれば、岬ちゃんの愛欲は果たして何百分の一に過ぎないのか……」
　岬は仰天した。内容だけを聞けば、和佐エミリーに対する遠回しの惚気ノロケにしか思えなかったが、黎明は本気で妹の体躯の素晴らしさに対し、畏怖に似た感情を抱いているようだった。
「なんだ、それしきのこと」
　姉の重い苦悩に、妹は軽快な呆れで返した。
「そんな理由で今まで私に触れなかったなんてね。私としては、あなた相手なら、むしろ望むところだというのに」
　和佐が意気込んだ。沙織子おねーさんならば詰めたちり紙が吹き飛ぶ勢いで鼻血をまき散らしたことだろう。この白髪のルームメイトは姉にハードなプレイをご所望なのかと、思わず変態淑女の血を熱くさせた。
　ちょうどそのときである。
「これはこれは、一体お三方で何を話しておいでです？」
　メイドの風月が現れて、三者三様の感情は一時的に初期化された。クラシカルなメイド服からは食欲のそそる匂いが立ち込め、今さらながら岬は強い空腹をおぼえた。
「ご夕食の準備が整いました。話の続きがおありなら、食卓の上にてお願いいたしましょう」
　否やを唱えるものは誰もいない。昼食から時間もかなり空いていたし、この時間にいたるまでに全員想像以上に活力を消費させていたのだった。
　食堂に案内され、三人はそれぞれテーブルに着いた。岬の向かいに黎明が座り、和佐は姉の隣の席に腰を下ろす。風月がそれぞれに飲み物を注ぎ、社交辞令の「いただきます」が唱えられた。
　料理に関して言えば、岬はケチなどまったく必要としなかった。ビーフシチューは野菜と肉がルウの中で絶妙に溶け合い、クルトン入りのチキンサラダも絶品で、思わずここに来た本来の目的まで忘れてしまいそうだ。素直に賞賛の言葉が出て、風月もこのときは忌憚きたんない笑顔を返してくれた。
　だが、その風月は表情を改めて、主人に向けて鋭い一言を浴びせかけた。
「それで、ご主人様は火影を追い出した理由をお二人にきちんと告げたのでしょうか？」
「もちろんですわ」
「ほう、ではお二人に確認させていただきましょう」
　いきなりの指名に岬も和佐も戸惑ったが、結果として回答をしたところで無駄のように思われた。黎明さまが競泳オリンピック選手並みに金の瞳を泳がせていたからである。
　それでも一応、生真面目に岬は聞いた（盗み聞きした）ことを話し、その回答は冷静なメイドを落胆させた。
「まったく情けない。あれだけ口を割ると明言しておきながら、この期に及んで及び腰とは。よほどファンたちに事実を知られるのが怖くないと見える」
「ちょっと、何よ。この女の言ったことは嘘っぱちだと言いたいわけ？」
　姉から理想的と称賛された和佐にしては、風月の態度は聞き捨てならないものがあった。灰色の瞳がさらに黎明に向けられると、その様子を見た風月はブリムに包まれたかぶりを振ってみせた。
「ご主人様の回答は赤点と言ったところでしょう。お嬢様の理想的な容姿を前にして、理性を失ってしまうのではと懸念を抱いているのは事実ですが、そこにいたる背景が今の話にまったく語られておりません」
　なかなか辛口な評定を下すメイドさんである。
「ここまでご主人様が物怖じなさるのであれば、やむを得まい。ファンたちの失望と誹謗を回避するためにも、私の口からお嬢様に触れられなくなった事情を説明いたしましょう」
「ふうちゃん、だめッ‼」
「あなたはいつまでご自身の罪から逃げるおつもりか‼」
　風月が主人の倍の勢いで言い返した。黎明は当然だが、和佐も岬も心臓に氷水を浴びせられた気分だ。
　痛ましい沈黙の後、最初に声を出したのは和佐だった。
「黎明の罪って何……？　あいつが一体何をしたというの」
「火影に関することです」
　風月は激情を落ち着かせて応じた。
「お嬢様も岬様も薄々察せられたでしょうが、ご主人様がお嬢様に触れなくなったのは五年前の夕霧火影の退職がきっかけでした。彼女が辞める数日前、火影はご主人様に誘われてベッドの上で抱き合っていたのです」
　和佐は煮えたぎるような視線を姉に投げかけた。主成分は羨望と嫉妬と思われるが、同じく聖花さまともつれあった岬としては余計な発言をするのは憚られた。
「その日のことはよく覚えていますよ。高等科に入ってからの初めての夏休みのことでしたか。お嬢様の習い事が終わるのを待っていたとき、ご主人様が半狂乱の状態で私に連絡を入れてきたのです」
　黎明がもたらした内容はほとんど要領を得なかったが、少なくとも火影にとんでもないことが起きたことだけは理解できた。お嬢様の習い事が終わるのがまだ先ということもあって風月は一度、一条邸に帰還し、その途中で風月と火影の教育係であった年輩のメイドと合流を果たし、屋敷で黎明と火影と会ったのである。
「ご主人様の私室には異様な光景が広がっていました。ご主人様は全裸で泣きじゃくっておられ、ベッドの上では同じく全裸の影が『痛い‼　痛い‼』と絶叫しながらのたうちまわっていたのです。火影の頭部は血塗れになっていて、その血がシーツにも生々しくこびりついていた……」
　和佐も岬も揃って愕然とした。真意を問うために黎明を見る。白い髪とドレスの聖花は、それらの白色に負けないほど顔を蒼白にさせており、それこそ血を残らず奪われたかのようだった。唇を噛みしめ、うなだれることで三者からの視線を回避しようとする。
「一体、何があったというの……」
　不安で声まで青ざめさせた和佐に、風月は内面にくすぶる熱を声に交えて、主人を弾劾するように言い放った。
「この方は火影の右耳を食いちぎったのです」




第六章　絶望の夜





　　　　　Ⅰ

　食堂がしんと静まり返った。一条家のメイドは表情に冷静さを装う意思もなく、焼き切らんばかりの視線で白髪のご主人様を睨みつけている。
　岬と和佐は椅子の上で身動きがとれなかった。声も出せなかった。タチの悪い冗談と信じたかったが、その黎明さまは慚愧ざんぎに堪えない様子で肩を震わせている。
　先に立ち直ったのは和佐のが椅子から身を乗り出して姉に対して声を震わせた。
「火影の耳を食いちぎった……？　本当なの、黎明⁉」
　問われた姉は頑として答えようとしない。
　代わりに風月が激情を押し殺した声で説明した。
「私はお師匠様の協力を受け、この件を極秘で処理いたしました。火影を秘密裏に病院へ送り、現場の痕跡を完全に消し去り、そしてお嬢様と学校の方々には、耳の持病が悪化したとだけ説明したのです」
「……私は、何も知らなかったわ」
　和佐の声は屈辱感にまみれていた。
「私も一条家の娘だというのに、家の事情を何ひとつ打ち明けてもらえなかった。あなたたちにとって、私はその程度の存在でしかなかったわけね」
「当時お嬢様はまだ十歳でございましたから、語るには重すぎるとお師匠様が判断なさったのです。……火影はそれまで仕える当初からご主人様にぞっこんでございましたが、治療を受けて戻ってきた後には偏愛した様子から一変し、まるで化け物を見るかのごとくご主人様に恐れおののき、失意のまま屋敷を去っていったのです」
　悪意を込めて説明し、悪意を込めてご主人様を見る。黎明は引き続き無言を貫いていたが、代わりにその向かいの席から尋常ならざるうめきが低く響いた。
「まさか、そんな……人間の歯で？　それで耳たぶを噛みちぎるなんて、そんなことが……」
「過去にプロレスラー選手が興奮のあまり対戦相手の耳を食い破ったという事例もありますが……あ、いえ、これ以上はやめておきましょう」
　上野岬は四人の中で最もひどい顔色を浮かべていた。凍った汚水が溶け、それが体内に染み込んでいくような嫌悪感に彼女はとらわれていた。取り込んだばかりの夕食が逆流しないよう、必死にこらえる必要があったのだ。
「岬ちゃん、だいじょうぶ……？」
　今まで黙っていた黎明さまが、久しぶりに口を開く。
「もし苦しいのなら、客室に戻って休みなさいな。夕食なら後でふうちゃんに届けさせますから」
「いえ……最後までここに居させてください」
　岬は声を振り絞った。和佐のルームメイトをまっとうする身として、ここで逃げ出すわけにはいかない。風月は編入生の少女に対しては真摯に謝罪した。
「では火影の件はここまでにいたしましょう。ともあれ、これでご主人様がお嬢様に触れられない真の理由はおわかりでしょう？」
「まさか……」
　和佐は息を呑んだ。
「もし黎明に抱かれたら、私は火影の二の舞を演じることのなる……そう言いたいわけなの？」
「二の舞程度で済むならまだましなほうです」
　風月の声は重い。
「私の目から見ましても、お嬢様のお身体は素晴らしいものと思われます。それはもう、火影の肢体などと比較にならないくらいに……。だからこそ、ご主人様の理性が飛んだ際の行動がまったく予想ができないのです。少なくとも、狂気に駆られた結果、右耳だけで済むとは思えません」
　和佐が姉によって体躯を欠損させられる様子を想起し、再び岬の胃が揺り動かされる。聖花さまの仰った「メチャクチャにしちゃうかも」の本当の意味を否が応でも思い知らされたのだ。
　岬の生理的嫌悪は、聖花さまのおぞましい真実のみに留まらない。長椅子の上で、もしそこで聖花さまの理性の箍たがが外れてしまったら、自分も火影と同じ目に遭ったのかもしれなかったのである。
　編入生の顔色の悪さも大したものだが、彼女と同じくらいかんばせを憔悴していたのが聖花さまである。潤んだ声で、ぽつぽつと当時のことを語り始めた。
「わたくしは……このとき、頭が真っ白になって……あまりにも気持ちよくって、自分で自分が抑えきれないくらいに興奮しちゃって……でも、あれは決してわたくしの意思でしたものではないですわ！　そんなこと、ひいちゃんを傷つけるなんてこと、わたくしが望むはずが……」
「ご主人様が何を思おうが、火影の人生を狂わせたのは事実ではないですか。……まあでも、あなたにとっては幸運なことでございましょう。お嬢様にとってもです。もしご主人様が幼い妹に手を出すような節操なしならば、火影の代わりに耳が奪われたのは実の妹の可能性もあったのですから」
「やめて‼」
　半狂乱の様子で豊かな白髪を振り乱す。
「エミリーもひいちゃんも大切な存在ですわ！　不幸な目に遭わせたいなんて誰が望むといいますの⁉　一体どうして！　わたくしはただ、お二人のことを心から愛してやりたかっただけなのに……‼　せっかくエミリーのほうから歩み寄ってくれたというのに、それに報いてあげられないなんて‼」
　悲痛げに叫んだ黎明さまはそのまま椅子にもたれかかって苦しげに胸を上下させたが、ふいに額を押さえながら立ち上がった。
「……申し訳ありませんが、わたくしはここで失礼させていただきますわ。これ以上エミリーの姿を見てしまったら、わたくしはもう、歯止めが利かなくなってしまいそう……」
「お姉ちゃん‼」
　椅子を蹴倒す勢いで和佐が立ち上がる。黎明は食堂の扉をすでに開けていたが、最後に愛する妹に向けて告げた。
「どうか、岬ちゃんとお幸せに。そして、大好きなあなたを愛してやれなくてごめんなさい……ッ」
　泣き出す衝動を語尾に連ねさせ、妹を愛する姉は逃げるようにして食堂を後にした。すぐさま和佐が追いかけ、風月、岬と後に続く。岬の移動速度が遅いのは、彼女の腹の具合を鑑みればやむを得ないことであった。
　ようやく追いつくと、そこには一足遅かった和佐が必死の形相で扉を叩き続けている。そこには冷静なお嬢様の面影はどこにもうかがえない。
「お願い！　お姉ちゃん、開けて‼　顔を見せてよッ‼」
　このときの和佐のかんばせは、岬にきわめて深い感慨を与えた。五年間、ずっと不器用に塗り固めてきた知的少女の化粧が完全に剥がれ落ち、十歳から時を止め続けた、いたいけな少女の顔がそこに表れていた。
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　屋敷の主人が自室に立てこもってしまい、夕食会がなし崩し的に終了すると、岬は胃袋より先に精神に消化不良をおぼえながら客室へと引き返した。
　黎明が妹に触れられなくなった事情はようやく理解できたが、それはとうてい自分の想像力の及ぶものではなかった。どう解決に結びつくか、見当もつかない。
　過去のトラウマによって、最愛の妹に触れられなくなった一条黎明。そのお姉ちゃんに受け入れてもらうために、触られなくなってからも裏で懸命に努力を続けてきた一条和佐。双方の気持ちはわからなくはないが、どちらかと言えば白髪の妹に同情する気持ちのほうが強い。ファンからの聖花さまの評価はいざ知らず、長椅子の上でのやり取りや妹に対する態度など、共感を誘いにくい点は多い。だが、すべては好きな相手への愛が重すぎるがゆえの悲劇であり、その愛自体を否定するような真似は岬はしたくなかった。
　頭が痛くなり、三つ編みごと全身をよじらせて思考を追い払う。しばらくベッドで寝そべり、胃の調子がようやく快方に向かったとき、ノックの音が響く。開けるとメイドの風月が深々と頭を下げた。
「岬様、この度はご迷惑をおかけして誠に申し訳も……」
　岬は社交辞令の口調で「そんなことは」と返した。一条家のメイドは入浴の準備が整ったとを告げると、後にこう付け加えた。
「本来ならお嬢様と一緒に入っていただこうと考えていたものですが……」
「現状をわかって仰ってるんですか」
　と、よほど言いたい気分であったが、さすがに客人として傍若無人に振舞えなかった。代わりにこう聞いた。
「一条さんは今どうしてます？」
「自室に引きこもっておいでです。かなり疲労されておいででしたが、このまま引き下がるような性分とも思えません。次の出方に警戒をしなければ……」
　それに関しては岬も同意見であった。あの時の和佐の調子だと強行突破も辞さないという雰囲気だ。単にお姉ちゃんと話をつけるだけなら、まだよい。このまま夜の展開を迎えてしまったら誰一人、幸せな夜明けを迎えることはできないであろう。
　入浴を勧められたこと自体はありがたかったので、岬は礼を述べて浴室までの案内を受けた。さっさと身に着けたものを脱ぎ捨て、身体を綺麗にしてから広い湯船に浸かった。
　良質な入浴剤を使っているらしく、かすかな芳香が岬の鼻腔をくすぐった。凝り固まった脳を弛緩させる効果もあるようで、リラックスしだした岬はルームメイトの彼女が一緒に入ってくれないことに今さら名残惜しさをおぼえた。
　湯にあたる前から湯あたりしそうな光景を思い浮かべてから、慌てて首を振る。二人に芳醇な関係性をはぐくんでもらうというメイドの魂胆があざと過ぎたのが、岬の警戒心と自制心をうながす結果につながったのだ。変態淑女界からへっぴり腰と謗られようとも、現状の回復のほうを優先させるべきであった。
　そのようなことを考えながら岬は浴室を出た。
　それとほぼ同時である。
「岬様、お湯加減はいかがでございましたか」
「わわっ、子夜先輩……⁉」
　せめて扉の外で待ってくれればと思う。さすがに前は隠していたが、メイドの姿を見て、岬はのぼせ上ったような顔色で笑みを引きつらせた。風月の容姿は仕えるべく主人と引けを取らない優美なものと想像でき、岬は身体的劣等感で心をチクチクと刺激される。
「訪れたのが私で何よりではないですか。私の目からしてもお嬢様と遜色のない身体つきでございましたし」
「あはは……さすがに社交辞令ですよね、それ」
　謙虚と卑屈の交じった声で応じ、岬はそれから彼女がここにやってきた理由を尋ねた。
「ご主人様から、岬様のことを鄭重にもてなすよう仰せられましたので。私としましても岬様にご迷惑をかけたお詫びをしたく、参上いたしました」
「ありがとうございます。でもさすがに自分の身体くらい自分で拭けますので」
「それでは外でお待ちしましょう」
　最初からそうすればいいのにとは言わず、風月の退室した後、岬は肌と髪に張りついた水分を取り除き、そそくさと寝間着に着替えた。
　子夜先輩と合流したとき、岬は言った。
「あ、そうだ。子夜先輩に会ったら色々とうかがいたいことがあったんです。お時間よろしいでしょうか？」
「むろん、構いませんとも。せっかくですから岬様の御髪おぐしを整えながらうかがいましょう」
　岬は断らなかった。二階の客室までやって来ると、彼女は化粧台の椅子に腰を下ろし、流した黒髪を優秀なメイドにゆだねた。
　風月は迷いない手つきで少女の黒髪を梳き始める。岬が和佐のようなネグリジェを着ていればさぞ絵になるだろうが、このときの彼女の夜着はいつものパステルカラーのパジャマであったのだ。
　髪に光沢を生み出しながら、風月が岬の顔を覗き込む。
「それで、岬様の尋ねたいこととは何でございましょう？」
「黎明さまが聖花になられた理由ですよ」
　風月が少し驚いたような反応になる。
「それはまた、いかなる理由で知りたいと？」
「黎明さまは本当は妹さんのことが好きなんでしょう？　それなのに彼女じゃなくてファンのほうを選ぶ理由がよくわからなくて……」
「大勢のファンを敵に回すくらいなら、お嬢様に一時的な我慢を求めるのは仕方のないことかと。それにご主人様が聖花の座に就くのはお嬢様にとっても大きなメリットでもあったのです」
「メリット……ですか？」
　岬は純粋な疑念を、愛らしい顔に浮かべた。白髪のお嬢様が『あんな称号！』と唾棄だきしたものが、その彼女にとっていかなる恩恵をもたらすというのか。
　櫛を動かしながらメイドは語り始める。
「すでにご存知かとお思いですが、お嬢様は幼少期の頃から特異な外貌のせいで周囲から異端視されていたのです」
「黎明さまは異端視されなかったのですか？」
「あの方は昔から人との付き合い方に長けておられましたから。ですがお嬢様はそうではなく、しだいに心を閉ざしてしまいました。ご主人様が憂えていたのは、お嬢様の態度に反発して周囲の人間がいじめに走り出すことです。その敵愾心から妹をどうにか守ろうとして、ご主人様は妹を愛する傍らで、聖花の座を狙おうと考え始めたのです」
「それはまた、どうして……？」
　岬の疑問に、風月は物柔らかな家庭教師の口調で問い返した。
「仮に岬様がお嬢様と敵対する方だとしましょうか。もし、大勢のファンに慕われている聖花さまがお嬢様を大切にしているとしたら、岬様はその聖花さまを敵に回してまでお嬢様をいじめようとお考えなさるでしょうか？」
　岬は思わず「あ！」と声を上げた。
　もし、和佐に手を出した場合、妹を傷つけられて聖花さまは悲しむだろう。聖花さまは自ら報復をはかるまでもない。聖花さまのファンたちが『お姉様を泣かせたのは誰⁉』と草の根分けて犯人を見つけ出し、私刑にかけるに違いない。
「さようでございます」
　風月は黒髪に櫛を滑らせつつ頷いてみせた。
「事実、ご主人様の反応とファンたちの反感を恐れ、表立ってお嬢様に攻撃する者は現れませんでした。我々が卒業した後も、それは継続中です。ご主人様はお嬢様に触れることはできなくなりましたが、あの方はあの方なりにお嬢様の心を守ろうと心を砕いておられたのです」
　岬は黙り込んだ。何だか、聖花さまに対して大いに誤解していたような気がする。彼女のしてきたことを手放しで賛同する気はないが、少なくとも妹に対する聖花さまの不器用な愛情は疑いないと感じられたのだった。
　再び口を開く。自然としんみりした声になった。
「一条さんはお姉さんの想いを知ってたのでしょうか？」
「一度だけお話しいたしましたが、納得してくださったかどうかは定かではありません。お嬢様からすれば自分を差し置いて他の女性をはべらせているわけでございますから」
　妹をいじめから守るためには周囲の乙女からの寵愛を得なければならない。だが、和佐にとっては「他の女にうつつを抜かして！」とほぞを噛まずにはいられない光景だったのだろう。どちらの気持ちも理解できるから、岬としては何ともやるせない。
　岬は黒い頭を動かして風月を顧みた。
「子夜先輩、やはりあたしはお二人の仲を取り持ってやりたいと思うんです。一条さんも黎明さまも互いに想い合ってるわけなのに、すれ違っておしまいなんてあまりにも辛すぎるじゃないですか」
「岬様のお気持ちはもっともですが……」
　風月は困ったような声を発した。
「お二人が普通の姉妹仲であれば、私もとやかく申し上げるつもりはなかったのです。ですが、火影の件もさることながら、ご主人様に対するお嬢様の執着ぶりも尋常ではないことはすでに岬様もご覧の通りです。私は恐れているのですよ。二人の想いが最悪のかたちで終焉を迎えてしまうことを」
　風月はことさら予言者を気取ったわけではない。だがその言葉の気迫に、岬は思わず薄ら寒さをおぼえた。そして一条和佐の姉への執着がいかほどのものか、編入生の少女は思い知らされることとなったのである。
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　髪を梳き終えて風月が客室を去ると、岬は照明を落としてそのままベッドに横たわった。頭皮に心地よい刺激を得たことで、すぐさま見えざる睡魔の女神と同衾を始める。だが、その女神は気まぐれな性格らしく、岬は夜中に意識を叩き起こされてしまった。
　夜目で時計を見ると、まだ翌日にもなっていない。聖黎女学園の寮であれば、あと数分後で問答無用で照明が落とされるという時間帯であった。
　急に喉の渇きをおぼえ、水を一杯もらおうと部屋を出ようとしたそのときだ。この目覚めが運命的なものではないかと実感できる出来事が発生したのだ。
「痛い！　やめて！　どうしてもお姉ちゃんと会わなきゃいけないの‼」
　一条和佐の声である。だが、その響きにただならぬものをおぼえ、岬の心臓が締め上げられた。彼女の声に、これほどまでの恐怖を抱いたことはかつてなかった。
「およしなさい、お嬢様！」
　次いで聞こえたメイドの風月の声も今までにないくらい切迫したものがあった。
　二人の声は一階から響き渡っており、階段までたどり着いたときには、泣き叫ぶような和佐の声がさらに轟いた。
「私の邪魔をするなと言ってるのよ‼　いいからその手を離して離せ、離せええっ‼」
　怪鳥に変貌する前触れかのような少女の叫び。それが不意に途絶えたのは岬が階段の半ばを駆け下りたときだった。胸騒ぎをおぼえて岬がロビーにやって来ると、月明かりに照らされて意識を失ったお嬢様と険しい顔をしたメイドがいたのである。
「子夜先輩⁉　これは一体……」
「岬様」
　驚きも一瞬で、息を荒くしたメイドは藍色の視線を白い髪とネグリジェの少女に落とした。
「ご心配なく。軽く当て身を入れただけですので。本来ならこんな手荒な真似はしたくなかったのですが……」
「一体何があったというのですか」
「お嬢様はご主人様の部屋へ夜這いなさろうとしたのです」
　岬の神経に氷の舌でなぞられたような悪寒をおぼえた。
　一条家のメイドは袖で額の汗を拭いながら言う。
「もしお嬢様の突入を許してしまったら、ご主人様はお嬢様のお誘いを拒みますまい。というより逆らうことはかないません。本能のおもむくままにお嬢様の体躯を堪能するしかなく……その後どうなるかは、もうおわかりでしょう」
　月明かりの中で岬ははっきりと顔を青ざめさせた。気絶した和佐には気の毒だが、風月のしたことは不可抗力と認めざるを得なかった。
　自分で張り倒したお嬢様を、風月はお姫様抱っこの要領で持ち上げ、そのまま二階の客室へと運び上げた。ベッドに寝かせられた一条和佐の寝顔は、先ほど魂切る悲鳴をほとばしらせていたとは思えないほど安らかなものであった。
「岬様。お手数をおかけしますが、どうかお嬢様のことをお頼みいたします」
「はい……」
「お嬢様をご主人様のもとへ近づけさせてはなりません。せっかくここまで築き上げてきた美貌がこのようなかたちで損なわれてしまうなど、あまりにも惨たらしいことです」
「……わかってます」
　決意を固めた声だった。具体的にどうすればいいかはまるで思い浮かばなかったが、だからといってこの役目を降りるつもりはない。彼女のルームメイトとして、白髪の美少女を止めるつもりであった。
　一礼して風月が部屋を後にすると、岬は和佐の身体に毛布をかぶせ、自分も彼女の隣に潜り込んだ。ベッドが一つしかないからそうする他なかったが、たとえダブルベッドでも岬は同じことをしたに違いない。
　眠かったが、眠るわけにはいかない。和佐が意識を取り戻したとき、自分が眠りこけてしまったら取り返しのつかないことになってしまう。岬はその恐怖心を迫りくる睡魔を遠ざけるために利用し、それでも屈しそうなときは自分の太ももなどをつねってやり過ごした。
　岬の努力は報われた。和佐が身じろぎをしながら目を開くさまを、彼女は最も近い場所から目撃することができたのだった。
　状況がまったく呑み込めていない白髪少女に、黒髪少女はささやくように呼びかけた。
「おはようございます。一条さん」
　和佐のかんばせに不快感が一気に染み込まれた。なぜ、この編入生と同衾しているのかという疑念も一瞬で過ぎ去り、火がついたかのように跳ね起きる。だが、動きを前もって予測していた黒髪少女に取り押さえられ、再びベッドに沈められてしまう。
　歯ぎしりの中から恨みがましい声が漏れた。
「……私はトイレに行きたいの。早くそこから離れて」
「前にも同じこと言ってましたねえ、一条さん」
　苦笑しながらも、岬は全身に込めた力を緩めない。
「どうせ黎明さまのもとへ向かうつもりなのでしょう？　どくわけないじゃないですか。もし本当にトイレならば、あたしもお付き合いさせていただきますよ」
　和佐はこれ以上、変態淑女と言葉を交わすつもりはないようであった。強引に彼女の身体を押しのけようとし、成功したように最初は見えた。岬がまだ本腰を入れて和佐を押さえていないからであったが、ひとたび白髪少女の本気をさとると、岬は容赦しなかった。押さえつけるというより身体を重ねる勢いで白髪少女の動きを封じ込め、その当然の反動として、和佐は激しい勢いでもがいた。
「離して‼」
「無理です。一条さんの身体に傷が入るなんて、あたしは見たくない」
「それが一体何よ‼」
　暗がりに映る灰色の瞳に、正気ならざる光がちらついた。
「私はお姉ちゃんを愛している！　お姉ちゃんも私のことを愛してくれてる！　それなのにどうして、どいつもこいつも私たちが結ばれるのを邪魔するの⁉　どうして火影が受けた愛情を私は受けることができないの‼」
　持ち前の淑女ぶりをかなぐり捨てて、白髪の美少女はわめき散らした。岬は全身に緊張を帯びながら、どうにか彼女をなだめようとする。
「一つ確実に言えることは、あなたの夜這いを最も望んでないのは他ならぬ黎明さまご自身ということです。おわかりでしょう？　大好きな一条さんを自分で傷つけてしまったら、あの人はそれこそ立ち直れなくなります」
「傷ぐらい何よ。それだけお姉ちゃんは私を愛してくれているということじゃない。私は火影なんかとは違うわ。あんな腰抜けと違って、どんな目に遭わされようと逃げたりなんかしない……‼」
　岬は本気で背筋が凍った。火影の惨状を聞いた時の感覚がよみがえるかのようだった。この少女は姉に傷つけられるのが愛の証明になると本気で思っているようだった。
　それと同時に、白髪少女が火影に肉体関係を先に越されたことに強い対抗意識を持っていることをさとった。身体を重ねることで火影を追い越すことができると心から信じており、そのためならば当の姉の心を蹂躙することだっていとわない。
　馬鹿げた話だ。そんな子供じみた対抗心で、この美少女に傷痕が残るなんてことは許されるはずがなかった。そして、自分から輝かしい将来をドブに捨てるような分からず屋に、岬は焼けるような憤りをおぼえた。
　怒りと決意を込めて、岬は和佐の唇を重ね合わせた。幼児がお行儀悪くスープをすするような音が響き、黒髪の少女にのしかかられた和佐はシーツの上で下手くそな背泳を演じてもがくしかなかった。
「あなたはお姉さんのことを愛してなんかいないんだ」
　唇を離し、冷ややかに岬は宣告する。和佐は激しくせき込んだ。キスの際に編入生の唾液が器官に入ってしまったのである。ぜえぜえと息を吐き出し、岬の放った言葉にようやく意識が追いつけた。
「何を……馬鹿なこと……」
「だってそうじゃない。あなたのしようとしてることはお姉さんの気持ちに何一つ配慮できていないんだから。一条さんはただ、自分の空っぽな心を満たすために彼女の身体を利用してるだけなんだ」
「黙れ‼　この、変態の分際で……っ！」
　異様に声を甲高くさせて和佐が罵る。夜這いしようとした人に変態と罵られたくはないと思った岬だが、蔑称をむしろ勲章と思い直し、それにふさわしい働きを示した。ネグリジェの襟首をずらし、彼女の鎖骨に舌を這わせる。
　和佐はおぞましい質感に身をよじらせた。手首を強く押さえつけられたせいで自分の口を塞ぐこともできず、変態淑女の望むままに色っぽい息を吐き続けた。
「あなたをと黎明さまを会わせるわけにはいかないんだよ。そして、一条さんを大人しくさせるには、ここで体力と精力をすべて尽きさせるしか思いつかなかったんだ」
「や、いやぁッ！」
　打って変わって、今度は恐怖と絶望の悲鳴が闇を裂いた。必死に抜け出そうとするも、自暴自棄に暴れるものに対して岬は心得があるようだった。キスをする傍らで、裾長のネグリジェに向かって手を伸ばす。薄布越しに内腿をさすられると、白髪少女は全身でしゃっくりし、力を入れて抵抗するどころではなかった。
「うッ……うわああぁぁああんッ‼　　お姉ちゃん、おねえちゃあん……ッ‼」
　ついに自分の無力さと惨めさに直面し、和佐は声を上げて泣き出してしまった。子供がむずかるような涙声に岬は強く胸を打たれたが、容赦などしなかった。お姉ちゃんに助けを求める叫びを唇で再度塞ぎ、極上の肢体を好き放題まさぐっているうちに、和佐の泣き声はしだいに怨嗟に満ちたものに変わっていった。
「ッ……岬っ……うえの、みさきぃ……ッ‼」
　このとき岬は初めて、ルームメイトの少女に名前で呼ばれたのだった。
　できれば、こんな時に、こんな声で聞きたくなかった。
　荒い呼吸に混じり、恨みつらみの声がさらに轟く。
「ッう……はぁ、許さない……おまえだけは、ぜったいにゆるさないッ……！　きらいキライ嫌い、お前なんか大ッ嫌いよ……‼」
「嫌ってもいいよ」
　凄絶な形相を浮かべる和佐に、岬の声はむしろ静かで優しかった。
「あたしのことはいくらでも憎んでいいから。だから今は、今だけは……どうかおやすみなさい」
　自分の変態淑女としての才覚を、岬は出し惜しみするつもりはなかった。少しでも手を抜けば、待ち構えるのは絶望的な未来だけだ。その未来にしないために、編入生の少女は、姉に捧げるはずだった少女の美しい肢体を夜気に晒し、完全なくらげに成り果てるまで、もてあそび続けた。

　　　　Ⅳ

　和佐を編入生の少女に託した風月は、そのままご主人様の部屋を訪ねた。ノックをして呼びかけると用心するかのごとく扉が開かれる。
　一条黎明はこれからベッドにもぐり込むところだった。
　彼女は短期大学時代から在宅で仕事をしており、海外勤務の多い両親を影ながら支援していた。聖黎女学園へ赴いた際に後回しに分の仕事がようやく一段落ついたのだった。
　このときの黎明は白いドレスではなく寝間着の姿だ。だが妹のようなネグリジェではない。フリルの大好き聖花さまはこのとき、キャミソールとズロースという、きわめて薄手の格好をしていたのだった。
　妹をしのぐ極上の身体つきで、ショートパンツ型のズロースから伸びた脚も非常にしなやかだ。岬が見たら変態淑女の血が瞬時に沸騰すること間違いなしで、ファンたちの求めるスペシャルなブロマイドについて意見を求めずにはいられなかったろう。
　あられもない姿だが、就寝前はいつもこのくつろいだ格好をしているので、メイドは特に驚くこともなく、淡々とした調子で頭を下げた。
「ご主人様、お休みのところ大変申し訳ありません」
「ふうちゃん、エミリーはどうなりまして……？」
　ベッドに腰かけて黎明が尋ねる。ロビーでの喧噪をこの聖花さまは密かに聞いていたのだった。知っていながら、彼女は妹のもとへと駆けつけなかった。できなかったのである。
　ベッドの傍に立って風月は慇懃に応じた。
「お嬢様は岬様にお任せしております。当て身を入れてお嬢様を大人しくさせてしまいましたが……もしかしたら、失敗だったかもしれません」
「なっ……エミリーに何したの⁉」
　血相を変える主人に、風月はやんわりと首を振った。
「お嬢様の止め方を失敗したわけではありません。お嬢様を止めたこと自体が失敗だったと申し上げているのです」
「えっ……？」
「もしお嬢様を止めなかったら、このまま姉妹仲良く、絶望の果てまで叩き落せたかもしれませんのに……お嬢様の容姿を惜しんだあまり、あなたへの復讐の機会を逸してしまったようです」
　驚愕を浮かべたまま、黎明の顔が髪に負けないくらい白くなっていく。メイドの態度の変容に恐怖を抱き、無自覚に後ずさった。
　風月は本心をあらわにした。車内で本心を吐露したときよりも殺意が濃く、表情にも声にも毒があふれている。
「まあいい。岬様にお嬢様をなだめる技量がおありだというなら、私はそれに賭けさせていただきましょう。いっそのこと、お嬢様の心からご主人様への想いなど完全に消え失せてしまえば重畳ちょうじょうというもの」
「ふうちゃん、あなたまさか……」
「申し上げたでしょう？　私は五年前からずっと、このときを待っていたと。あなたに思い知らせることのできる、この瞬間を。とりあえずお嬢様には未来永劫、ご主人様のもとから離れていただきましょう。岬様と幸福な時を過ごし、取り残されたあなたはただ一人、誰の救いも来ないまま、私からの虐待を受け続けることになるのです」
「ふうちゃ……ッ⁉　や、やぁっ！」
　次の瞬間、風月は疾風にも似た素早さで主人の動きを拘束していた。お嬢様をたやすく昏倒させた彼女にとって、薄着の主人をベッドに押さえつけるのはわけもないことだった。
　メイド服の美女は実に涼しげな顔で独りごちている。
「……ああ、そうだ。お嬢様が手をつける前に純潔を奪ってしまうというのも悪くないアイデアですね。お嬢様は絶望なさり、全力で殺しにかかるかもしれませんが、私の相手にはなりますまい」
「だめぇ‼　エミリーには手を出さないで‼」
「むろん、心得ております。火影の件はあなたの罪。彼女の苦しみをご主人様にも味わせることができれば、それで十分なのです」
　こうして、五年前に起きた出来事の序章が再現された。相違点は時期が春の夜であることと、風月のメイド服が脱がされていないことだけだ。
　嫌がらせのキスは激しかったが、黎明は早く終われとばかりに風月の接吻を受け入れようとしていた。自分から意識を快楽に委ねようとしていたのだ。いったん唇が引き離されたとき、白髪の聖花さまはピンク色のかんばせをとろけさせながらあえいだ。
「お師匠様から、この件に関して深入りせぬよう仰せられましたが……」
　官能を感じさせないどころか、焼き刃のような声で風月が問いただす。
「その制約を破って、あえてうかがいましょう。火影の耳をどこへやったのです？」
　まどろみにあった黎明の意識が一瞬で覚醒された。氷の塊を丸呑みしたような表情で風月を見上げ、その風月は無意識に逸らされた金の瞳から、ある確信を持った。
「やはり、あなたが召し上がったのですか……！」
　返ってきたのは沈黙だったが、風月はわざわざ主人の真意を確かめようとはしなかった。藍色の瞳がカッと見開かれ、次の瞬間、黎明の身体が大きく揺れた。
「がっ……ぁ……！」
　大きく口を開け、苦悶の音が吐き出される。せり上がった胃液は喉元にまで達した。
　むきだしの腹部に捻じ込むように拳を打ち付けたメイドは激情が冷めることのないまま渾身の第二撃を放った。
「火影に深い傷を与えただけに飽き足らず、その一部を隠蔽するかのごとく腹に収めるとは……この度し難いほどの卑しい女め‼」
　衝動のまま、風月はご主人様の腹を殴り続けた。何度も、何度も。意識を失わないよう手加減はしてはいるが、とてもではないが黎明は反撃するどころではない。
「ぐ、う……ッ……はぁ、あぁっ……！」
「本来ならば、その忌まわしい腹を縦に引き裂いてやりたいところですが、すぐに手をつけてしまっては、火影も決して満足はすまい……。どうせ私はご主人様に好かれるはずもないわけですし、いくらでも嬲ることができる」
　つとめて優雅な口調で言い放つと、メイド服の美女は衰弱しきったたご主人様と身体を重ね、キャミソール越しから極上な乳房を乱暴に揉みしだいた。唇からあふれ出たうめきに色っぽさが加わった。
　だが、その声を出すことすら風月は許さなかった。前触れもなく頬に平手を浴びせ、黎明は何が起きたかわからない様子で引っぱたいたメイドの顔を見上げている。
「困りますね。私ごときで気持ちよくなられては」
　悪意の塊のような笑みで風月はのたまった。
「興奮をおぼえることで私を噛み殺そうとするご算段ですか？　それとも気持ちよくなれるなら、恨んでいる私でさえも易々と受け入れられるわけですか？　何にせよ私にとっては気に食わない話だ」
　メイドの責めの苛烈さは、変態淑女の編入生に負けずとも劣らない。一連の行為のあいだで、キャミソールとズロースは脱がされており、黎明の魅力的な肢体は一切の休息が許されないままがくがくと激しく揺さぶられた。
「ご、ごめ……なさ……、ふう、ちゃ……おねが……ゆ、ゆるして……」
「許す？　誰が許すものですか！」
　哀願するご主人様を嘲笑うかのごとく、風月はさらに白い肢体を責め立て、官能に溺れそうになると、攻めを中断して改めて頬を引っぱたく。
「あなたは私の親友を傷つけた！　私から親友の笑顔を奪った！　私の心の拠り所であった火影を、よくも、よくも、よくも……ッ‼」
　風月の暴虐はしばらく続いたが、しばらくしてその手が止まった。温情からではなく、これ以上攻撃しては明朝まで頬の腫れが引かないと察したのだ。さすがにそれはやや都合が悪い。
　代わりに魅惑的な小尻を引っぱたいた。
　激しい打擲ちょうちゃくの音と嬌声交じりの悲鳴が再開され、ひとまず鬱憤の塊をぶつけ終えると、風月はうつぶせでシーツにしがみつくご主人様に嘲弄した。
「格別の慈悲をもって、ご主人様の純潔は勘弁して差し上げましょう。……今のところは、ですが」
　彼我の立場を明らかにするかのように言い放つ。黎明さまは汗まみれの肢体を激しく上下させるだけで、振り向くことすらままならない。
「私の復讐はまだまだこんなものでは終わりませんよ。完全に果たされるまで、あなたの美しいお身体はまだそのままにしておいて差し上げましょう」
「あ…………ぁ…………」
　黎明は返答できない。風月はその彼女の後背に貼りついた波打った白髪を一房手に取り、それに接吻した。一方的に嬲った後では、かえって嫌味と思えるくらいに、その動作は優しかった。
「どうか私のことを憎んでいただきますようお願い申し上げます。これからも私に復讐され続けるためにね」
　闇の中で笑みながら手を引っ込めると、一条家のメイドは優雅に一礼をほどこしてから、静かに主人の部屋を後にしたのだった。

　　　　　（『ライラック色の少女たち　１・下』に続く）




あとがき





斉藤なめたけです。このたびは『ライラック色の少女たち１・上』を手に取っていただきまして、誠にありがとうございます。
　誰かのツボに刺さればいいなー百合好きの皆様を喜ばせてあげたいなーなどの想いは当然ありますが、ひとまずは「これが自分の百合ィィッ‼」を形に出来たので満足です。
『１・下』では、上巻のラストの続きから入寮期間最終日を経て、始業式までの流れになります。表紙は変態淑女で名高い上野岬で、一条和佐と同様、ｋｏｂｕｔａ様にイラストを描いていただきました。ありがとうございます！
　下巻も鋭意執筆中ですので、もし上巻を気に入っていただけた方は、これからもお付き合いいただけばと思います。

よろしくお願いいたします。

　　　　　二〇二〇年八月二十九日







電子書籍版限定　『ライラック色の少女たち』のウラ話





斉藤なめたけです。
　ここから先は電子書籍版限定の裏話となります。
　本来なら掌編を書くべきなのかもしれませんが、あのラストの後に物語を入れても蛇足感が強い気がしましたので、うちの子が誕生するまでどのような過程があったのかを紹介しようかな〜と思います。……誰得？
　興味のある方は、ぜひお楽しみください。
　なお本編のネタバレが含まれていますので、事前に本編を読破しておくことをオススメいたします。






【東野暁音】

　暁音は初期から短髪少女と男言葉は一貫していますが、初期ライラックではもう少しやんちゃな性格でした。プールでのやり取りが初期では学校前の遊水池になっていたり、他にもワイルドな部分が見つかるかもしれません。
　初期の性格では動かしづらかったので、『ゆるゆり』の結衣先輩や『ごちうさ』のリゼ先輩を参考にして、もう少し落ち着きのあるキャラに変更しました。
　名前の由来は『東西南北』の『東』から。

【一条黎明】

　黎明さまは「和佐にふさわしい姉はどんな人か？」のコンセプトで生まれたキャラクターです。フリフリのロリータドレス、腰まで波打った白髪、母性と愛嬌に満ちた性格と、私の好みを最も色濃く入っているキャラでもあります。
　ただ黎明さま、執筆の上でものすごく動かしづらく、何度もプロットを書き換えました。改稿に時間がかかったのは、ほとんど彼女の話に関する場面です。正直、完成させたプロットでよかったのかと個人的には疑問が残るところです。
　黎明さまの名前は『お姉様にふさわしいゴージャスなもの！』という出発点から誕生しました。決まるまで時間がかかると思いましたが、思いのほかすんなりとハマりました。

【子夜風月】

　黎明さまにお付きのメイドがいるという設定は最初からありましたが、『復讐』の属性が付与されたのは、原稿の完成間近の時期でした。ちょうどインパクトが足りないと思い悩んでいたときでもありましたので、そのアイデアを使って５・６章の文章をがっつり書き換えた記憶があります。
　それと子夜先輩は登場人物の中で唯一、髪型のイメージを決めていないキャラクターでもあります。髪の色は青みがかった黒と決めていましたが、彼女の髪型を表す描写は実は一つもなかったりします。
　名前の由来は十二支の一番最初の『子』から。黎明さまとの対比で『夜』をイメージするような名前を付けました。

【日生円珠】

　円珠は主要キャラで一番最後に誕生しました。プロットの都合上、和佐の協力者が必要だったので即席で作り上げたのが彼女です。
　全体のテーマは『森ガール』。キノコアザラシのぬいぐるみを持たせたのは完全にノリです。おかげで他のキャラクターにないようなオタクな一面を出せて良いのではないでしょうか。ボブヘアは岬の没になった髪型を流用しました。
　名前の由来は『日月火水木金土』の『日』から。名前全体のイメージは『日輪』から、丸っぽい感じになるように決めました。

【赤城沙織子・シスター蒼山】


二人はサブキャラという位置づけです。




沙織子おねーさんはビジュアルも内面もほとんどブレることがないという貴重なキャラです。使命感に燃え、感情表現がストレートと動かしやすいキャラクターでもありました。
　名前の由来は『赤青黄』の『赤』から。沙織子は「（四文字）おねーさん」のフレーズで一番響きが良いものをチョイスいたしました。
　シスター蒼山はもともとは名前のない寮母だけという存在でしたが、それだと不便だったため名前と役職を付けました。実は名前と洗礼名まで考えています。
　赤に続いて蒼……というわけでなく、シスターなんちゃらで名前候補を考えたときにふと降り立っただけで、まったくの偶然です。もっとも、そこから『黄』の付くキャラクターを生み出すのも悪くはないかもしれません。






【一条和佐】

　和佐はライラックで一番最初に誕生したキャラクターです。うなじにかかるショートヘア、純白のシルクブラウス、濃紫色のハイウエストスカート、黒タイツという容姿は初期から固まっていました。
　ただ、髪の色だけは、最初は白髪でなくて淡い褐色という設定でした。もう少し現実に寄せようという思いがあったのでしょうが、姉である黎明さまのコンセプトを『全身白づくめにしよう！』と決めた際、妹のほうも併せて髪が白くなりました。
　名前の由来は『一十百千……』の『一』から。余談ですが、ライラックの【１・上】が和佐と岬の頭文字になっているのが地味に気に入っています。
　誕生日は、初期ライラックを完結させた日にちなんで12月７日です。




【上野岬】
　変態淑女の編入生ですが、一番最初の彼女は実は変態ではありませんでした。『ノンケの少女で、ルームメイトのエッチな仕打ちに耐えながらも献身的に相手に尽くし、いつしか相手も岬に心を開くようになる』というのが初期の話の流れでした。
　また、髪型も最初は三つ編みではなくショートボブの予定でした。悪くなかったのですが、持っていた百合コミックスの主人公がほとんどショートボブだったため、急遽三つ編みに変更したという過去があります。
　名前の由来は『上下左右』の『上』より。
　誕生日は最初のライラックを投稿した７月18日になります。一番最初の原稿は『小説家になろう』で掲載されていますので、興味があれば是非どうぞ。
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ライラック色の少女たち１・上




著者　　　斉藤なめたけ

＊本書は（株）ボイジャーのRomancerで作成されました。
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